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　広大な土地を誇る『アシュヴィ王国』。その中心で栄えている王都『モルセンヌ』では今、第一王子オルキスの話題で持ちきりだった。一見風変わりではあるが数多の予言を現実のものとしてきた魔女ボンダナが、未来のアシュヴィ王の花嫁の姿を宣告したからだ。

　しわがれた声で告げられたのは、モルセンヌより北西の地に住むという、年は十七ほどのうら若き乙女のこと。黄金色の豊かな髪、朗らかに笑う声は人の心を和ませ、深緑の瞳を細め微ほほ笑えむ顔はとても愛くるしい。

　予言通りに運命が転がれば、その乙女と恋に落ちる王子こそが次の国王となる。

　現国王には母親の違う子供が三人いて、そのうち男子はふたり。

　もうすぐ二十歳の誕生日を迎える第一王子のオルキスは少し不愛想なところがあるのだが、その欠点を補って余りあるほど頭脳明めい晰せきであり、眉び目もく秀しゅう麗れいでもある。おまけに騎士団長も務めるほどに優れていて、すばやく的確に隙をついてくる太た刀ち筋すじを一ひと目め見れば、彼がいかに切れ者であるかも気づかされることとなる。

　一方、四歳年下の第二王子セルジェルはとても愛想がいい。快活で人当たりのいい性格な上に兄と同じように頭もよく、中性的で綺麗な顔をしている。剣の腕もそれなりに優れているのだが……やはりオルキスがあらゆる面で優秀すぎるため、セルジェルに物足りなさを感じてしまうのは否めない。

　大多数の国民が王位を継承するのは第一王子が濃厚だと考え、「オルキスに花嫁を！　次期アシュヴィ王に！」と盛り上がりを見せる傍ら、王都の若い娘たちは「我らのオルキス王子がいけ好かないあの娘と永遠の愛を誓ってしまう」と嘆きの声をあげている。

　そこに少数ながら王位継承は第二王子であるセルジェルがふさわしいという声も混ざり合い、たくさんの感情を巻き込みながら、王都は王子ふたりと花嫁の話で沸き立っているのだった。

　そんな熱を冷ますかのように昨日一日降り続いていた雨も夜半過ぎにやみ、日の出と共にまた王都の新しい一日が始まる。

　フード付きの灰色の外がい套とうをまとった者をひとりずつ乗せた二頭の馬が、街路に残った雨水を弾き上げながら駆け抜けていく。

　王族が住む『ジャンベル城』から、天を突き刺すような鋭い三角屋根の時計塔を中心に広がるモルセンヌ市場のそばを通り、町外れに続く街路へと進路をとった。

　石畳で整えられた路みちもしばらく行けば土の道路へと移り変わり、いくつかの分岐を右に左へと迷うことなく進むと、やがて彼らの目の前に鬱うっ蒼そうとした森が現れる。

　森に入る手前で、先導する白馬に跨またがる騎手が軽く手綱を引き速度をゆるめれば、あとに続く黒馬もそれに従い速度を落としていく。

　黒馬に跨がる若者が頭部を隠していたフードを外し、うんざりした顔で周囲を見回した。

　年の頃は二十五くらいだろうか。短髪の黒髪に活発な印象を与える小麦色の肌を持つその男は、ぶるりと身を震わせながら、前を行く白馬に跨がる人物へと声をかけた。

「いつ来ても、ここは薄気味悪いですね」

　それを聞き、前を行く同年代の男が口元に薄く笑みを浮かべた。

「ヤツに住みつかれているんだ。そりゃ薄気味悪くもなるだろう」

　当然だと言わんばかりに返され、黒馬に乗る若者はぷっと吹き出した。今にも崩れ落ちそうな掘っ立て小屋を視界に捉えれば、黒馬の脇腹を蹴り白馬を追い越していく。

　白馬の到着を待たずに若者は馬から降りると、ひとつ息を吐き出してから自分の背丈よりも少しだけ低い小屋の扉へと歩み寄り、微かに緊張した面持ちで戸を軽く二度叩たたいた。

「ボンダナ導師！」

　呼びかけるも屋内からは物音ひとつ聞き取ることができず、若者はもう一度、先ほどよりも強く戸を叩こうとした。しかし拳が音を奏でるよりも先に戸が大きく開かれ、ひとりの老婆が顔を覗のぞかせる。

「何度も叩かんでいい。聞こえとるわ！」

　背中はひどく曲がり、顔にも深いしわが刻み込まれているが、威勢よく吠ほえた声はとても若々しい。着古した黒色の外套を纏まとった齢よわい八十ほどの見た目のこの老婆こそ、魔女ボンダナである。

　ボンダナは戸の前に立っている自分の倍近くもある若者をじろりと見上げてから、彼の背後へと視線を伸ばす。白馬から降りたもうひとりの細身の青年が静かにこちらへと近づいてくるのを見て、嬉うれしそうににやりと笑った。

「お入り」

　歩み寄る青年にそう声をかけ、ボンダナは室内の暗がりの中へと消えていく。

　歓迎の言葉を受けた青年は、「中に入らなくちゃいけないのか」と口元を引きつらせた短髪の若者に目をくれることもなく身を屈めて戸をくぐり、一気に家の中へ足を踏み入れた。

「民の関心を独り占めしておる第一王子がこの老いぼれに、しかもこのような時分に何用か？」

　ボンダナは簡素な暖炉の前にある肘掛け椅子に腰をかけながらわざとらしく問いかけて、戸口からそれほど離れることなく足を止めた青年へとじっと視線を注ぐ。

「関心？　そうなるように仕向けたのはボンダナ、お前だろう」

　深くかぶっていたフードを外し顔を露わにさせた青年を見て、ボンダナはほうっと息を吐いた。

　艶やかで柔らかな黒髪、現国王と同じ深く澄んだ赤の双そう眸ぼう。背丈は短髪の若者よりも拳ひとつ分高いが、顔はひと回り小さい。肌も白くきめ細かで、美しく整った容姿はたやすく人々の目を奪い魅了する。

　しかしオルキス本人には、その自覚が乏しかった。自分のことを潤んだ瞳で見つめているボンダナをふざけていると感じたのだろう。苛立ちを隠そうともせず、思いっきり顔をしかめた。

「それに、ここに俺を呼びつけたのもお前だ。しかも人目につかぬようこっそり来いと。お前こそ、いったい俺になんの用だ」

「相変わらず綺麗な顔をしておるな。私がもうすこーし若ければ、喜んでお前の花嫁になってやったというのに」

「やめろ。気が滅入る。早く要件を言え」

　オルキスから冷たい眼差しを向けられ、ボンダナは「つれないのう」と短くぼやき、己の潤いの感じられない縮れた髪の毛をつまんだ。

「ほんのすこーし錆さびれてはおるが、見ようによっては私の髪も金色に見えなくもない。運命のおなごが見つけられんようなら、私が代わりに――」

「おい。くだらないおしゃべりをするために俺を呼び出したのか？」

　唸うなり声のように吐き出された言葉と共に、ボンダナを見据えるオルキスの表情がより冷たいものになっていく。

　外套の下、腰元に携えてある細身の剣にオルキスが手をかけたのを察知して、オルキスの横に控えていた若者が慌てて「まぁまぁ」となだめに入った。

「止めてくれるな、ケビン。あんな予言出しやがって、俺がどれだけ迷惑してるか徹底的に分からせてやる」

「オルキス様、落ち着いてください。お気持ちは分かりますが、相手は国王陛下が最も心を寄せている導師様ですゆえ」

　剣を抜きにかかろうとするオルキスを必死に止めながら、ケビンは自分たちを不満顔で見ているボンダナに苦笑いする。

「ボンダナ導師も、あまりオルキス様をからかわないでください。あなたが予言を出した直後から、その乙女はまさに自分の娘のことだとオルキス様を訪ねてくる者が大勢おりまして……中には先ほどのあなたのように、見ようによってはそう見えなくもないだろうと強引に話を進めようとする輩やからまで出てくる始末で」

　予言されている髪と瞳の色に近い娘を持つ貴族たちは我先にとオルキスとの謁見を申し出、王太子妃の座を掴つかむべく躍起になっている。予言を出された時点でそうなるだろうと覚悟はしていたが、現実はオルキスの予想を軽く超えてくる。

　オルキスとの結婚を諦めきれない娘たちが、髪か瞳、どちらか片方の色が合っているというだけで、未来の花嫁に名乗りを上げてくるのだ。しかもここ最近では、モルセンヌより北西で暮らしているというだけでやってくる者までいる。

「そうだろうな。そなたの嫁の座はこの私にも魅力的に見えるくらいだ。小さな望みにすがりつくことくらい大目に見てやれ」

　続いた笑い声をため息で一蹴すると、オルキスは非難するようにすっと瞳を細めた。

「ボンダナ、はっきり言え。次の国王は俺か？　それともセルジェルか？」

　静かに微笑みを浮かべてからボンダナはまぶたを下ろし、おもむろに両手の平を擦り合わせた。

「悪いが、お前さんの望む未来は限りなく薄い」

　オルキスがわずかに眉根を寄せた次の瞬間、離れたボンダナの手と手の間で小さな光が微かに瞬いた。

「私の手の中にある未来の片方の中には、次期国王の姿がふたつ存在している。オルキス王にセルジェル王。しかし力強く輝いておるのは欠片だけ。断言してもいい。未来の王はオルキスお前だ。覚悟を決めなさい」

　言い終えれば、骨ばったその手がまたいくつかの細かい光を生んだ。

　室内が暗いせいか、今度はオルキスの横にいるケビンにもはっきりと光が見えたらしい。驚きと怯おびえと畏い怖ふの混ざり合った顔でボンダナを凝視する。

　見えない糸を操るように指先を動かして、小さな光たちを己の手の中へと引き戻せば、ボンダナがひとつため息を挟む。

「オルキス。私の予言した娘に興味は湧かぬか？」

「あぁまったく。金の髪に緑の瞳。花嫁はユリエルなんだろ？」

　ボンダナの予言を聞いてオルキスが真っ先に頭に思い浮かべたのは、サムエトロ伯爵の娘ユリエルである。金に近い明るい髪を持ち、瞳もエメラルドのような色をしていて、年は十七とまさに予言通りといっていい娘なのだが……オルキスはユリエルが苦手だった。

　彼女は蝶ちょうよ花よと甘やかされてきたせいか、少々性格に難がある。自分を特別だと思っている節があるため、口調、立ち振る舞いがひどく高慢なのだ。

　ダンスや刺し繍しゅう、読み書きや礼儀作法など、教育係が少しでも厳しく接しようものなら気に入らないと癇かん癪しゃくを起こし、次から次へと追い出しているという噂うわさがあった。

　実際オルキスは、舞踏会の場でも自分より目立つ娘が現れるたび、揚げ足取りに躍起になっているユリエルの姿を目にしているため、その噂も単なる憶測などではないだろうと考えている。

　オルキスの前でのみ淑しとやかに振る舞っても、染みついた性格は隠し切れるものではない。ふとした瞬間に見せる周りを見下すような彼女の眼差しが、オルキスを不快にさせている。

　ボンダナの予言のあと、一番に城へとやってきたのもユリエルだった。予言された娘はまさしく自分のことだと、誰よりも自分があなたの妻に、王太子妃にふさわしいと、強く訴えかけてきた。

　それに対しオルキスが渋い顔をしたのにもかかわらず、すでにユリエルは我が物顔で城内や街を歩き回っている。

　花嫁の有力候補に敬意を示す民も多くいる中、街の娘たちはそんなユリエルの態度が鼻につくらしく、彼女がオルキスと結ばれるのは我慢ならないと悲痛の声をあげていた。

　第一王子であるがゆえに自分が次期国王の座に一番近いだろうことは、オルキス自身、子供の頃から感じていた。同時に、ふさわしい男にならねばと努力を重ねてきたつもりでもある。

　その一方で、セルジェルこそが適任だという声が大きくなるようならば、その時は自分が一歩退き、弟が王位に就けばいいという思いも抱いている。兄弟のどちらが王となろうともそれを運命と受け入れ、自分は自分の置かれた場所で与えられた定めに従い懸命に生きていく。そんな考えを持っていた。

　自然の流れに逆らうことなくここまで歩いてきたというのに、ボンダナの予言によって、オルキスの歩みは完全に止まってしまっていた。王位継承への条件に追加された、ユリエルと夫婦になるという項目をどうしても受け入れることができなかった。

　王座も嫁もなにもかもすべて、セルジェルに押しつけてしまいたい。

　そんなことを考えるようになったため、先ほど期待を込めてボンダナに次の国王が誰になるのか問いかけたが、『望む未来は限りなく薄い』と返されてしまい、結果、オルキスには絶望と苛立ちだけが残ることとなった。

　ボンダナは両手の動きを止めるとそっと目を開け、やれやれといった様子で小さく息を吐く。

「娘の名までは分からん。だが、お前さんが彼女を愛しく思っているのなら、運命の相手はその娘で間違いないだろう」

　オルキスはほんの一瞬息をのむ。続けて少しばかり表情を明るくさせ、口元に笑みをたたえた。

「……なるほど」

　安あん堵どを滲にじませた声でそれだけつぶやいたあと、オルキスは気持ちを改めるようにボンダナへと一歩踏み出した。

「話を戻そうか。ボンダナ、なんの用があって俺を呼んだ」

　ボンダナが膝の上で両手を組む。次の言葉を発するまでの数秒間、部屋の中で生じた音はボンダナの座る椅子の軋きしむ音だけだった。

「王の違う未来があるように、実は花嫁の違う未来も存在しておる。強い輝きを持つ欠片は、こちらもふたつ」

「……ふたつ」

　厳しい声でオルキスが繰り返すと、ボンダナも真剣な面持ちでこくりと頷うなずき返した。

「片方は、そなたが人間らしい顔で幸せそうに笑っている。主君が幸せを分け与えておるからか、民も生き生きとし、国は活気に満ちておる。できれば私は、この目でそちらの未来を見てみたい」

　黙って話を聞いていたケビンが「俺もそっちがいいな」と独り言を言う。

　ちょっぴり肩を竦すくめてみせたケビンと目を合わせてから、オルキスは再びボンダナへと視線を戻した。

「責任重大だな。花嫁にもっと分かりやすい目印はないのか？　お前の頭の中を見せてもらえれば一番簡単なんだが」

「目印？　そんなの既に伝えてある。黄金色の髪に翡ひ翠すいの――」

「あぁ。それは何人も見た。悪いが俺にはみんな同じにしか見えなかった」

　ふて腐れた顔をするオルキスに、ボンダナが笑い声をあげる。

「心配は無用だ。会えばすぐに分かる。頭じゃない。心が気づく」

　簡単なことのように言い切ったあと、ボンダナは表情を元に戻し、厳かに話を続けた。

「そなたは常に、嫉妬や妬み、羨望や欲望、さまざまな感情と隣り合わせで生きておる。娘を手元に置くことは、彼女もまたさまざまな思惑の渦にのみ込まれていくということ。無力ゆえ大きな力に抗うこともできぬまま……娘は命を落とす」

　最後に重々しく発せられた言葉の衝撃に、オルキスは顔を強こわ張ばらせた。

「まぁそれも可能性のひとつにすぎぬが」

　オルキスは外套の上から手で胸元を軽く押さえた。

「……嫌な可能性だな」

　しかしその嫌な可能性こそ自分が呼び出された理由だということは、ボンダナの表情を見ればはっきりと分かった。

　得体の知れぬ不安にひどく胸がざわめき、脈まで速くなっているというのに、その原因を作ったボンダナは心の澱おりを吐き出せたかのようにすっきりした顔をしている。

　オルキスは胸元にある手を力強く握りしめる。

『可能性のひとつ』と言いながらも『命を落とす』とボンダナに断言されてしまったからか、なかなか動揺が収まらないのだ。

　予言の相手さえ誰か分からないというのに不安になってどうする。

　強引に頭を切り替えれば、自分の情けなさに対し徐々に笑いが込み上げてきた。

　オルキスは笑みを浮かべたまま顔を上げると、ボンダナにまっすぐな眼差しを向ける。

「お前の言葉、心に留めておこう。悪いが今日はここまでだ」

　オルキスが自分の後ろへ視線を送ると、そこに控えていたケビンは小さく頷き、戸口へと足を向ける。

「このまますぐに王都を出るといい。少しでものんびりしようものなら、ひどい雷雨に捕まることになるぞ」

　ケビンに続くつもりだったオルキスは足を止め、目を見開いた。確かにこれからオルキスたちは王都を出て、とある人物に会いに行く予定なのである。

「次に会う日を楽しみにしておるからな」

　ボンダナが瞳を妖しく輝かせてにやりと笑えば、オルキスは顔をしかめて返事をする。

「邪魔したな」

　外套の裾をわずかに翻しながらボンダナに背を向けると、戸を開け自分を待っていたケビンを従えて、力強い足取りで小屋を出ていった。

　家の外から聞こえてきた馬のいななきに目を細め、薄暗い部屋の中でボンダナはつぶやく。

「その時は、娘と共に面白い話でも聞かせておくれ」

　満足そうに笑みを深めると、ひと仕事終えたとばかりに肩の力を抜き、ゆっくりと瞳を閉じたのだった。
















第一章　心に響く口づけ













　モルセンヌから西へと進むと、最初にゆったりと流れる『クロンティサス川』が現れる。そこから北寄りに針路を取り、町や森、平原をいくつも越えていけば、やっとアシュヴィ一の高さを誇り霊山としても名高い『カサータ山』にたどり着く。

　その山の麓にのんびりと息づくのは『テガナ村』。まさに、王都の北西に位置する村である。

　王都から遠く離れたこの村にも数日前に使者が来て、未来のアシュヴィ王の花嫁の話を置いていった。

　そのため、いつもは静かなこの村がここ数日間、異様な興奮に包まれている。それもそのはず、この村には予言にぴたりと合う娘、リリアがいるからだ。

　村の南側には豊かな森と畑が広がり、それらを傍らに眺めながら平へい坦たんな一本道を進んでいけば、村の中心部にあたる広場へとたどり着く。噴水や花壇が並べ置かれた広場は人々の憩いの場であり、周りには民家や店が雑多に建ち並んでいるため村の中で一番活気にあふれている。

　広場より北側、よりカサータ山に近い場所にテガナ村の村長であるアレグロの大きな屋敷があり、広々とした庭の片隅に小さな民家がもう一軒ひっそりと存在している。その家の中で、仕事へと旅立つ準備を整えている四十代半ばの父親の大きな背中を、黄金色の髪の毛先を弄いじくりながらリリアはじっと見つめていた。

「帰りは二週間後になるだろう」

「二週間ね。分かった」

　聞き慣れたぶっきらぼうな言葉に対し、リリアは安堵の笑みを浮かべながら返事をする。

　父セドマの仕事は用心棒であり、主に商人に雇われることが多い。遠く離れた町へと商いに向かう道中、荒くれどもや時には山賊などから雇い主を守るという危険な仕事である。一ヶ月以上戻ってこないことも珍しくない中、二週間という短さにリリアはホッとした。

　そしてほんの少しだけためらいを見せたあと、気になっていたことを思いきって口にする。

「……あの……お父さん。今回の行き先って……モルセンヌの近くまで行ったりは――」

　しかし肩越しに振り返った父の顔を見て、リリアは慌てて口を閉じた。

　セドマには言葉の意図が分かったのだろう。普段、あまり喜怒哀楽を見せないその顔に不愉快さを滲ませている。

「今回もちゃんと、村長にリリアのことを頼んでおいた。迷惑をかけないこと。奥さんの手伝いを手抜きなどせずしっかりやること。……俺が帰ってくるまでここでおとなしく待っていろ」

　それだけ言って、セドマは目の前にある荷物へと視線を戻す。

『おとなしく待っていろ』。声の強さから、そこがセドマの本音だろう。

　もうこれ以上話しかけてくれるなという空気を放ち始めた父の背中を、リリアは頬を膨らませにらみつけた。

　王都から村長のところへ使者が来て、村中に未来のアシュヴィ王の花嫁の話が広まったあたりからずっと、セドマの機嫌が悪いのだ。その不機嫌の理由は自分だとリリアは思っている。

　黄金色の髪に、深緑の瞳。提示された条件を聞いた村の女性たちから『王子様に会いに王都に行ってみたら？』と何度も持ち上げられるうち、リリアは湧き上がる思いを止められなくなってしまったのだ。

　もちろん、いくら条件に添っているからといって、きらびやかな街よりも自然を駆け回っているほうが似合う田舎娘である自分が一国の王子に見初められるなんて大それたことは思っていない。リリアの希望を膨らませてしまったのは『王都に行ってみたら？』という部分である。

　もともとリリアは、カサータ山を訪れる旅人たちから王都の景観の素晴らしさやジャンベル城の荘厳さを聞いて憧れを募らせていた。そんな中、旅人が描いたモルセンヌの風景画を目にする機会があり、その瞬間、あまりの美しさに言葉を失い、いつか自分の目で街を見たいと強く願うようになったのだ。

　未来のアシュヴィ王の花嫁の条件に当てはまっていることを口実にすれば父に王都へ連れていってもらえるかもしれないと考えたけれど、現実は甘くない。『モルセンヌって、きっと素敵な街なんだろうな』とほんの少し胸の内を露わにしただけで、父に『浮かれるな。お前に結婚など早すぎる』とぴしゃりと言われ、そのあと口を閉ざされてしまったのだ。

　浮かれていることは否定できない。しかし結婚に関しては年齢的に考えても決して早くなく、過保護にも感じる父の一面にリリアは不満を抱かずにはいられない。

　しかし不機嫌顔でだんまりを決め込まれてしまえば、それ以上はなにも言えなかった。幼い頃に母を亡くし、それから男手ひとつで自分を育ててくれた父親と険悪な雰囲気になるのが、リリアにとってなにより一番つらいことだからだ。

　仕事で家を離れる父を気まずい気持ちのまま見送りたくはない。だから今日もリリアは自分の思いをぐっと飲み込み、笑みを浮かべる。

「お父さん！　準備はできた？　なにか手伝うことはある？」

　明るく笑顔で自分の傍らに膝をついたリリアを見て、セドマはほんの一瞬これまでの態度を反省するような表情を浮かべ、そしてふうっと息を吐く。

「いや。大丈夫だ。今回は難しい仕事ではないから、すぐに終わらせて戻ってくる。もしかしたら二週間もかからないかもしれないな」

　セドマは大きな身体を丸めてリリアの頭を軽く撫なでたあと、その手同様大小さまざまな傷跡の残った顔で穏やかに微笑んでみせた。

「いつも独りにさせてすまないな」

「私は平気。気をつけて行ってきてね」

　セドマは表情が乏しく、立派な体たい躯くや古傷の多い見た目から怖い人に思われがちだが、リリアにとってはとても優しい父である。実際、困らせて無口にさせてしまうことは多々あっても、厳しく叱られたことは一度もない。

　親子の平穏な時間を取り戻し始めた時、ドンドンと力の加減を知らないような音で扉が強く叩かれた。続けて「入るぞ」と、声かけと共に勢いよく扉が開かれる。

　リリアよりも小柄な身体に長衣を纏い、腰元をゆるく縛った細ほそ紐ひもを大きく揺らしながら杖つえをつきつつ室内に入ってきた、八十はゆうに越えているだろう老人の姿を見て、ふたりは慌てて立ち上がった。

「アレグロ村長！」

　少し乱雑になっていた椅子を整えたりとアレグロが部屋の中を進みやすいようにリリアは立ち回る。

「お呼びくだされば、私のほうから行きましたのに」

「いやいや。セドマに用があってな。逃げられる前に今一度話をしておかねばと」

　豊かな白髭を手で撫でつけているアレグロから意味ありげに見られ、セドマは眉間にしわを寄せた。

「逃げるだなんて……いや、ある意味そうかもしれません。できれば雨雲がやってくる前に村を発ちたい」

　セドマは希望を口にしながら窓の向こう側へと数秒、目を向ける。

「ゆえに時間があまりない。申し訳ないが、話は帰ってきてからでもよろしいか？」

　突き放すようにも聞こえるセドマの言い方に、アレグロは薄く苦笑いを浮かべた。

　言葉通り、窓から見える西の空には暗い雲が広がっている。しかしその厚みのある黒雲からここまではまだ少し距離があり、急を要する状態とはとても思えない。

「遠くの天気よりも、私の話を優先してもらいたい。今せねばならぬ話だからな。なに、時間はとらせんよ」

　しかしセドマは頑かたくなだ。もくもくと準備の手を動かし、これ以上の会話を拒否するようにアレグロに対して背中を向け続けている。

　ふたりのやり取りをぼんやり見ていたリリアは、やれやれといったため息と共にアレグロからちらりと視線を向けられ、華きゃ奢しゃな両肩を小さく跳ねさせた。

　自分は席を外すべきなのかもしれないと考え、慌てて室内をうろうろし始めてみたものの、この狭い家の中ではどこにいても話し声は聞こえてしまう。仕方ないと家を出ようとしたその瞬間、アレグロが口火を切った。

「セドマよ。これから王都に行くつもりなのだろう？　だったらリリアも連れていってあげなさい」

　扉を押し開けようと伸ばした手が、ぴたりと止まる。息をのんで振り返ったリリアの目に、気まずそうに自分を見つめる父の顔が映り込んだ。

　王都に行く。それならば自分も一緒に連れていってほしい。

　抑え込んでいた感情が一気に膨れ上がり期待で瞳を輝かせたリリアから、すぐにセドマは視線を逸らした。

「……えぇ、これから王都に向かおうとしていたことは認めます。しかし、遊びに行くわけではないのだから、リリアを連れていくことはできない」

　きっぱりと否定され、身体の中で大きく膨らんだ希望が一気に弾け散る。リリアの中に残ったのは切なさと、『やっぱりそうか』という諦めだけ。

　風が窓をカタカタと揺らす。続けて、「セドマよ」とアレグロの諭すような声が響いた。

「わしはな、そなたら親子が王都に呼ばれているように感じておるよ」

「やめてください。俺はもう王都には……」

　首を大きく横に振りながら立ち上がったセドマが明らかに動揺していることを見て取り、アレグロはふっと表情を和らげる。

「以前より、王都に戻るよう打診を受けておったくせに、お前さんはそれをことごとく無視し続けてきた。しかし今、ボンダナ導師に風向きを変えられてしまったせいで、動かざるを得ない状況に陥っている」

　アレグロの言葉を聞き、今度はリリアが動揺する番となる。

　昔、自分の父が王都に住んでいたことがあるのは知っていた。そして直接本人の口から聞かずとも、父がしている用心棒という仕事はその時の名残だろうこともリリアは気づいている。けれど、王都に戻るよう求められていたというのは初耳である。

「……お父さんは、今から王都になにをしに行くの？」

　湧き上がってきた疑問がリリアの口をついて出た。

『仕事だ』と返されるだろうと思いながらの問いかけは、予想に反し、セドマが気まずそうに瞳を揺らすだけで会話は続かなかった。

「……もしかして、戻らないって断りに行くの？」

　アレグロの言葉から想像し、セドマは王都に仕事をしに行くというよりは、そこにいる誰かにきちんと断りに行くつもりなのかもしれないとリリアは考えたのだ。

　セドマはじっとリリアを見つめ返したあと、ぽつりと答えを口にする。

「……あぁ、そうだ」

　自分はこんなにも王都に焦がれているというのに、父にとってはそれほどまで離れたい場所なのかと、また少し自分の手から王都が遠ざかってしまったような気持ちにさせられる。

　リリアは唇をわずかに噛かみ、膨らんでいく切なさを堪こらえた。

「セドマ。お前が王都に戻るかどうかはお前自身で決めればよい。しかし、リリアの未来の芽まで摘み取ることをしてはいけない。リリアが会ってみたいと望むならば、わしが王都へ連れていき、王子にお目通りを願い出よう。リリア、本当はどう思っている？」

「アレグロ村長！」

　リリアをまっすぐ見つめて問いかけるアレグロへ、セドマが唸るような低い声をあげる。

「……私は」

　王都への憧れの気持ちが喉元までせり上がってくるが、苦しそうな父に気づいてしまえば、その先を続けることに対してリリアの中でためらいが生まれる。

　表情を強張らせ口を閉じてしまったリリアに対し、アレグロがキラリと目を輝かせていたずらっ子のような顔をした。

「第一王子とは幼い頃に一度だけ会ったことがあるが、とっても綺麗な顔をしておったぞ。どうだ、興味はあるのだろ？　実物を一目見てみたいと思っているのだろ？」

　楽しそうに言葉を並べるアレグロに、今度は違う意味でリリアは表情を強張らせる。

　リリアにとって第一王子は雲の上の存在でしかなかった。王都への強い関心はあっても、そちらに意識を向けることはあまりなかったのだ。

　しかしアレグロにけしかけられたことで、初めて王子への好奇心がちらりと顔を出す。

「……そんなに美しい方なんですか？」

「あぁ。あのまま成長しておれば、かなりの美丈夫になっておるだろうが……そうなっておるか？　セドマ」

　にやりと笑ったアレグロを横目で見て、セドマは憂鬱そうに瞳を閉じ、こくりと頷いた。

「顔はいいが、小生意気だ」

　父の答えを聞き数秒後、リリアは息をのむ。

　この村で王族に会ったことがあるのは村長夫妻だけだと思っていたのだが、実際はそうではなかった。

「嘘うそ……お父さん、第一王子と知り合いなの？」

　村長よりも面識があるような口ぶりだった父を、リリアは信じられない思いで見つめる。

「やはり、わしが連れていくより父親であるお前と共に行ったほうが、リリアは王子と簡単に会うことができるだろうな」

　いったい自分の父親は何者なのだろう。

　それはリリアが初めて抱いた疑問だった。父を見送ることへの不安が今まで以上に増幅し、ちゃんと戻ってこられるだろうかと恐怖すら感じてしまう。

「王子の花嫁になれるかどうかは置いといて、見せてやってもよかろう。自分の母が愛した美しい街を」

「村長！」

　セドマが慌てて口を挟んだが遅かった。

　アレグロの言葉をしっかりと聞き取ったリリアの足が自然に前へと進み出す。

「お母さんが愛した街……本当ですか？」

「そうだ。リリアの母ソラナは、生まれ育った王都モルセンヌをとても愛していた」

　リリアは短く息を吸い込み両の拳をぎゅっと握りしめて、父に身体を向けた。

「行きたい！　私もモルセンヌに付いていく！」

「さっきも言ったが、話し合いの場にリリアは連れていけない」

「それが終わるまでおとなしく宿屋で待ってる！　ほんの一時だけでいいの。私もこの目で街を見てみたい！」

　思いを必死にぶつけてみてもセドマが色よい返事をくれないことに、もどかしさが募っていく。

「お母さんが好きだった街なら、なおさら見てみたいの！」

　半分涙声になりながら訴えかけるリリアの声に堪えきれなくなったのか、セドマは自分の足元へ視線を落としてしまった。

　だんまりを決め込まれてしまったことで、切なさから苛立ちへと感情が一気に移り変わっていく。

「お父さんのバカ！」

　リリアは力の限り叫ぶと、アレグロの呼びかけも振り切る勢いで家を飛び出した。




　小道をとぼとぼ進みながら、リリアは風で舞い上がる自分の髪をそっと押さえた。暗く重い雲が先ほどより幾分近づいてきていることに気づきはしたけれど、飛び出してきてしまった手前、家に戻る気持ちにはなれなかった。

　どこに行こうか。そう頭で考えるよりも先に、リリアの足は、とある場所へと向かって進んでいく。ちょうど店から出てきたパン屋の奥さんや畑帰りだろう陽気なおじいさんと軽く言葉を交わしながらも、足を止めることはせずに市場を通り抜けた。

　村の外れまで来て、リリアはいったん立ち止まり周囲を見回す。誰もいないことを確認すると、そのまま目の前に広がる森の中へと足を踏み入れた。

　この場所は『妖精の森』と呼ばれ、村人たちは森の最奥に並んでいる墓へ花を手向けに行く時くらいしか入ろうとしない。子供の頃より、『神聖な場所にいたずらに入れば妖精に連れていかれてしまう。だから森に入ってはいけないよ』と大人たちに繰り返し聞かされ、畏怖の念から森に近寄らなくなるためだ。

　しかしリリアは違う。ゆるやかに流れゆく小川、生い茂る木々、のんびりと暮らすたくさんの動物たち、なにより母が眠るこの豊かな森になら、どこかに妖精がいたとしてもおかしくないと興味を持ってしまった。

　妖精を一目見たくて、リリアは村人たちの目を盗んでは森の中を歩き回った。

　もちろん成長するにつれ、それはどう猛な獣や毒を持つ植物、なによりたくさんの墓に子供たちを近づけさせないための大人の作り話だと理解することになるのだが、それでもリリアは森に入ることをやめようとはしなかった。すでにこの森が心の拠り所となってしまっていたからだ。

　小川にかかる木製の小さな橋の手前で足を止め、リリアはほとりに息づく大木を見上げた。くるぶしまである白のスカートを少しだけ持ち上げてから、汚すのをためらうことなく大木の幹のくぼみへとつま先を乗せ、背伸びをするように枝へと手を伸ばす。

　ほんの少し足をじたばたさせながらも、リリアは勝手知ったる様子でするすると木を登っていく。太く丈夫な枝に到達すると、その付け根の部分に腰をかけ、西の方角へと目を向けた。

　葉っぱが邪魔してちらりとしか見えないが、周りの木々よりも高さで抜きん出ている細長い木を、遠くに見つけることができた。

　リリアは胸元に左手をあて、祈るように瞳を閉じた。

　あの木のふもとに墓地がある。そこにはリリアの母、ソラナも眠っている。

　友達と喧けん嘩かをして悲しくてたまらなかったり、父に自分の思いが伝わらなくて歯がゆさを感じたり、母が恋しくて仕方がなくなったそんな時、ついリリアは妖精の森にある母の墓地へと足を運んでしまう。

　しかし今日は父が仕事で家を出る日だ。いくら気まずくても父の見送りだけは絶対にしておきたい。そうすると、墓地に行って帰ってくるほど時間に余裕があるのか心配になってくる。その上、空模様も怪しい。途中で雨に降られてしまうこともあるかもしれない。

　いくつもの不安が重なる時は無理をせず、リリアはこの木に登ることにしている。ある程度の高さまでよじ登ると、母の眠る墓地のそばにすらりと立つ木を見ることができ、この場所からでもあの木を通じて自分の祈りが母に届くような気持ちになるのだ。

　リリアは胸元にあてた手を力いっぱい握りしめた。久しぶりに母の名を聞いてしまったからか、寂しさや恋しさで心がひどく乱れている。

　昔から父は口数が少なかったこともあり、自ら進んで母親の話をすることはなかった。一方リリアも、悲しみと虚しさだけが強く心に残るのがつらくて、いつの間にか母の話題は避けるようになっていた。

　知らない母の面影を追い求め、寂しさで頬を濡ぬらすよりも、父や村長夫妻をはじめ、村の大人や友人たちなど自分によくしてくれる大切な人々と笑顔で毎日を過ごしていきたい。

　そう決意したはずなのにリリアは今、幼い頃封印した母のことを知りたいという強い欲求に飲み込まれそうになっていた。

　どんな女性だったかだけではない。母が愛していたモルセンヌの街角に自分も立つことができたなら、母の思いまでも感じ取ることができるかもしれない。

　やっぱり私も王都に行ってみたい。

「今は無理でも、いつか必ず……」

　決意を言葉にすると、鼻がつんと痛んだ。

　目からあふれ落ちそうになる涙を指先でぬぐおうとしたその時、リリアはさくさくと草を踏み近づいてくる足音を耳で拾う。村人が近づかないこの場所にいったい誰がと息を殺して、その音の主が現れるのをじっと待った。

「……川か」

　低く響いた男性の澄んだ声に、リリアは思わず息をのむ。続けて眼下に姿を現したのは、真白き馬に跨がり外套を身にまとったひとりの男性だった。

　男は軽く手綱を引いて川辺に近づこうとする白馬を制したあと、軽やかに馬から降りた。

　その身のこなしは粗野なものではなく、むしろリリアには優雅にさえ感じてしまったくらいだが、なにせ聞き覚えのない声だ、村人ではない人間がどのような用事がありこの森にいるのかと警戒心が膨らんでいく。

　フードを深々と被ったその男は、しばらく川のほうへ顔を向けたまま動かず立っていた。リリアも同じように、顔も見えないその男を木の上からじっと見下ろす。

　やっと視線を上げたかと思えば、周囲を見回しながら男はそっとフードを外した。

「いい森だな」

　男が頭部をあらわにし、穏やかで優しさに満ちた声が響いた瞬間、リリアの見ている世界が鮮やかなものへと変化する。

　彼の傍らで土の匂いを嗅いでいる白馬は立派なたくましい体躯をし、毛並みはまばゆいくらい艶やかだ。そして男のキラキラと光を反射する黒髪はとても柔らかそうで、纏う外套もくたびれた様子などまったくなく、むしろ品を感じさせるほど。

　男は白馬が水面へと鼻先を近づける様子を静かに見つめている。

　警戒心よりも好奇心が大きく膨らみ始めたリリアは、そっと幹に手を添えわずかに身体を傾けた。突然現れたその男の顔をもっとよく見たいと思ったからだ。

　興味のままに、あと少しあと少しと体重を傾けていると……ミシッと木が鳴った。

　音が響くのと男が勢いよくリリアへ顔を向けたのはほぼ同時だった。

　透き通るような白い肌に深遠の輝きを宿した赤き双眸、すっと通った鼻筋。文句の付けどころがないくらい美しく整った顔を見て、リリアの頭に真っ先に浮かんできた言葉は〝妖精〟だった。

　目を奪われ、すっかり警戒心を削がれてしまったリリアとは逆に、美しいその男が隙を見せたのは目と目が合ったほんの一瞬だけだった。

　男が腰元に携えた剣へと手をかけているのが外套の下にちらりと見えてしまい、リリアは息を詰めた。

「……お前、そんなところでなにをしている」

　澄んだ声で問われ、リリアは怯ひるんでしまう。

　十七にもなる娘が木登りをしている光景は、すでに男の目には妙な光景として映っているだろう。正直に『遠くに生えている木を眺めていた』と打ち明けようものなら余計怪しく思われ、剣を抜かれてしまう可能性もある。

　どう返せばいいか頭を悩ませながら再び視線を落とし、リリアは動きを止める。男にじっと見つめられ、気恥ずかしさを覚えると同時に鼓動が高鳴り始めたのだ。

　しかし、男から目を逸らすこともできなかった。瞳の強い輝きに心が掴まれてしまったような、そんな気持ちにさせられていく。

　白馬が水面から鼻先を上げ小さくいなないた瞬間、強い風が吹き抜けていった。

　咄とっ嗟さに身構えた男のローブの裾が翻り、白馬のたてがみと尻尾の毛がなびいた。そして木々は大きく揺さぶられ、幹に軽く添えていただけだったリリアの手がするりと滑った。

「……きゃっ！」

　バランスを崩したリリアの身体はゆっくりと傾いた。体勢を立て直すことは敵かなわず、そのまま木の根元に向かって落下する。

　地面に打ちつけられる衝撃に歯をくいしばり備えた……が、リリアが落ちたのはぬくもりを感じる場所だった。

　耳元でうめき声が聞こえそろりと顔を上げると、苦痛に満ちた男の顔がリリアの目の前にあった。同時に、手を置いているところが男の胸の上だということにも気がつき、なぜこんな状態になっているのか軽く混乱する。

　しかし再び発せられた苦しげな声を聞き、痛みがないのは彼が身体全部で自分を受け止めてくれたからだという考えにやっと至った。

「すみません……っ！」

　謝罪と共にそこから下りようとしたけれど、自分の腰に載せられた男の手の熱を感じ取り、リリアは身体を強張らせた。

　男は表情を和らげると、もう片方の手を伸ばしてリリアの頬に触れる。ふたりは動かずに、じっと互いの瞳を見つめ続けた。

　男の温かみのある赤い瞳を改めて綺麗だと感じ見み惚ほれると、リリアの心の中に小さな熱が生まれ、徐々に鼓動が速くなっていく。

　妖精ではないとしたら、なんて麗しい男性なんだろう。

　頬に触れた男の手は黄金色の髪をなぞるようにリリアの後頭部へゆっくり伸ばされ、リリアも引き寄せる力に抗うことなく身体を前に傾けた。

　近づく距離に胸の高鳴りは大きくなる。それが自分の身体の中で刻む鼓動なのか、それとも男の胸の上にある手の平から伝わってくるものなのか分からぬまま、リリアは赤き瞳に引き寄せられていった。

「……見つけた」

　自分を見つめながら男が紡いだ言葉に、とくりとリリアの鼓動が跳ねた。優しい響きに心が揺らされ、なにひとつ考えられなくなる。

　どちらからともなく瞳を閉じ、柔らかで温かな感触を共有する。重なり合う唇から甘い痺しびれが広がった。身体の中で弾けた熱が鼓動を加速させ、すべてが無となる。

　口づけは止まらない。繰り返し触れ合うことで、自然と色濃いものに。男の唇はリリアの中にある初々しい欲望すらも引き出し、夢中にさせ、たやすく翻弄する。

　荒く息を吐いた瞬間、リリアの目から涙が一滴こぼれ落ちた。

　リリアにはこれが初めての口づけだった。

　とはいえ、見ず知らずの男との口づけに嫌悪感でいっぱいになってしまったわけではない。夢中になってしまった自分に対しての驚きと戸惑いが大きくなりすぎて、処理しきれなくなってしまったのだ。

　男はハッとし、焦り気味に上半身を起こした。

「……突然、悪かった」

　顔を向かい合わせ、たどたどしく発せられた謝罪に、リリアはすっかり現実に引き戻されてしまった。今さらながら、見知らぬ男と口づけなど、なんてことをしてしまったのかと一気に顔が熱くなる。身体の中で荒れ狂う感情をごまかすように手荒に頬を伝う涙をぬぐったあと、遅れて湧き上がってきた反発心そのままに両手で男の胸をついた。

「いっ、いきなりなにするんですか！」

　眉間にしわを寄せて、無意識に手加減しつつも叩く手を止めずにいると、ふっと男が口元に笑みを浮かべた。俊敏にリリアの手を掴み取り、そのままぐいと引き寄せる。

「今さらそんな顔しても遅い。俺との口づけ、よかったくせに」

　至近距離で、しかも甘さを含んだ声音で意地悪く囁ささやきかけられ、リリアの羞恥心が勢いよく燃え上がる。パチンと小気味よい音を響かせてから、四つん這ばいで男から離れた。

「……痛い」

　男はリリアに叩かれた頬にそっと触れながら、納得のいかない声音でつぶやいた。

　二歩分ほど距離をあけたあと、リリアもぺたりと座り込み言葉を返す。

「そりゃあ、思いきり叩きましたから！」

　頬への一発はそれなりに力が入ってしまったためか、手の平がぴりぴりと痺れていた。悪いことをしたような気持ちになる一方、自分に口づけをしてきたくせにあんな言い方をしたこの男に申し訳ないと思う必要などないと心が熱くなる。

　弱気と強気が心の中でひしめき合っているのを感じながら手の平を見つめていたリリアは、背後で男が立ち上がった気配を感じ振り返った。

「そろそろ時間か」

　男は近づいてきた白馬にそう話しかけたあと、たてがみを撫でながら空を見上げた。先ほどよりも空は暗くなり、風も強くなってきている。

　小さくため息をついてから男は馬の手綱を掴み、肩越しにリリアを見た。

「お前はテガナ村の者か？」

「そうですけど」

「村長の元に行きたい。案内を頼めるか？」

「……村長に？　……えぇ、いいですよ」

　リリアは慌てて立ち上がると、歩き出した男の横にスカートの埃ほこりを払いながら並ぶ。風が舞い上げる髪を手で押さえてちらりと隣に目を向ければ、男も前方からリリアへと視線を移動させ、口元に美麗な笑みを浮かべてみせた。

「ありがとう」

　その一瞬、リリアは息をのむ。見惚れてしまった上に気恥ずかしさが心を支配し、返す言葉がなにひとつ浮かんでこなかった。

　村の男相手には抱いたことのない感情ばかりがあふれ出てくることに困惑しつつ、リリアは再び男と距離を取る。これ以上心を乱されないために近づきすぎないほうがいいだろうと判断を下したためだ。

　綺麗な顔に油断しそうになるけれど、この男にはリリアの唇を奪った前科もあり、油断大敵である。気持ちを引き締めてから、リリアは男に問いかけた。

「……あなたはどこからいらしたの？」

　男は答えようと横を向き、面食らう。それは、先ほどまですぐ隣に立っていたリリアが警戒心丸出しの顔で自分と距離を置いて歩いていることに気づいたから。

　呆あきれたように肩を竦めたあと、男は互いの間にできた空間を大きな一歩で埋める。

「モルセンヌ」

　距離を詰められ思わず下がりかけたリリアの足がぴたりと止まった。

「モルセンヌ！」

　さっきまでの態度は嘘のようにリリアは好奇心いっぱいに瞳を輝かせ、嬉しそうに男に迫っていく。

「モルセンヌに住んでいらっしゃるの？　ねぇ、やっぱり素敵な街なんでしょう？　ジャンベル城や時計台は圧倒されるほど美しいって聞いたけど、あなたもそう思う？　モルセンヌで一番好きな場所はどこ？」

　怒ど涛とうの質問に、今度は男のほうが後ずさる番となる。しかし横をのんびり歩いている白馬が壁となり、あっけなく退路は断たれてしまう。

「モルセンヌに興味があるのか？」

　男は苦笑いを浮かべながら、こくこくと頷き返してくるリリアの肩をそっと押し返した。

「城を見て圧倒されたことは一度もないが、時計塔は好きな場所だ。時々、日が落ちる頃、こっそり塔に忍び込んで、夕暮れに染まる街を見下ろす時は至福に感じる」

「それ素敵！」

　リリアは男の横を楽しげな足取りで進みながら、「夕暮れ時の時計塔かぁ」とうっとりとした顔でつぶやいた。

　森を出て「こっちよ」と誘導しながら、リリアは男と共に村の中心部へとつながる小道を歩いていく。

「村を訪れた旅人からモルセンヌの時計塔の話はいろいろ聞いていたけど、みんな外観のことばかりで、あなたのようなことを言う人は初めてだわ」

「だろうな。塔の内部は立ち入り禁止だ」

　それを聞き、リリアは目を大きくさせて男の顔をじっと見つめる。

「……あなた、立ち入り禁止の場所にどうやって？」

「だから、こっそりと」

「それって忍び込んでるってこと？　誰かに見つかりでもしたら怒られるわよ」

「怒られる？　……どうかな」

　まるでリリアの言葉を否定するかのように、男は薄く笑みを浮かべた。

　誰かに見つかったところで自分は怒られない。そんな響きを伴う男の小さな笑い声に、やっぱりモルセンヌでも顔がいいほうがなにかと得なのねと、リリアはひとりふて腐れる。

「怒るなよ」

　少しだけ膨らませていた頬を男につんと突つつかれ、リリアの顔が赤くなっていく。

「実際のところは、立ち入り禁止にしている手前、人目につかないようこっそり中に入っているだけで、ちゃんと塔の管理者から許可を得ている」

「そうなんだ。つまりは、あなただから許されているってことね」

　続きを聞けば、優遇されているのは決して顔がいいからだけではないことを知る。それなら他にどんな理由があるのだろうかと、リリアは改めて男へと視線を向けた。

　身なりのよさと漂う気品から、男は身分の高い……例えば貴族の生まれかもしれないと推測する。本来なら、ただの田舎者である自分が気軽に話せる相手ではないのかもとまで想像を膨らませ、徐々に居心地の悪さまで感じてしまう。

　気まずさで肩を落としたリリアの髪を男の手がすくい上げた。

「……あの」

　じっと髪の毛先を見つめている男に戸惑いつつリリアが声をかけると、すぐに視線が上昇した。

「落ち込むな。お前なら入れなくもない」

「え？」

「俺と一緒なら、入れる」

　その言葉にリリアは息をのむ。

　確かに、男と一緒なら塔の内部に入ることもできるかもしれない。誰も簡単に見ることのできない景色を目にすることができるかもしれない。

　しかし湧き上がってきた期待と希望を、リリアは必死に心の奥底へと押し返した。

「……無理よ。今の私ではモルセンヌに行けないもの」

　その望みはモルセンヌで叶う。舞台に立つことすらできないリリアには手の届かない話。

「無理？　なぜ？」

　驚きを隠しきれない様子の男の手にある自分の毛先を見つめながら、リリアはため息をつく。

「理由はそれよ。モルセンヌに住んでいるなら一度は耳にしたことがあるでしょ？　運命の乙女の話」

「……それに問題が？」

「大ありよ。私の髪と目の色がそれに当てはまるみたいなんだけど……そのことで不機嫌な父に腹が立って、私、家を飛び出してきたところだったの」

「……で、木の上か」

　顔を見合わせ互いに苦笑いを浮かべたあと、リリアは言葉を続ける。

「王子様とか運命の乙女とか、そんなことはどうでもいいの。私、一度でいいから、モルセンヌの街をこの目で見てみたい。それだけなのに……」

　リリアの気持ちに呼応するように、男の手の中から黄金色の髪がするりと落ちていった。代わりに、天からぽつりと雨粒が落ちてきたことを感じ取り、リリアは手の平を上にかざし様子をうかがう。

「……名前は？」

「リリア。リリア・エルウッド」

「エルウッド？」

　自分の名を驚いた声で復唱され、リリアは見上げていた空から視線を落とし、男にぎこちなく頷いてみせた。

「そうだけど……なにか？」

　胸の内を問いかけられても男は自嘲めいた笑みを浮かべるだけに留め、改めるようにリリアと向き合った。

「リリア」

　凛りんとした声で呼びかけられ、リリアの鼓動がドキリと高鳴る。くすぐったいような、恥ずかしいような、なんとも言えない気持ちになり心は落ち着かないというのに、自分をまっすぐに見つめるその瞳から目を逸らすことができなかった。

「見たいと思うのなら、強く望め。そうすればきっと……今に道が開ける」

　真剣な面持ちで告げられた男からの言葉に、リリアは思わず唇を引き結ぶ。

　強く望めば、自分が焦がれていた未来に触れることができるかもしれない。

　つい今しがた会ったばかりだというのに、男の言葉はリリアの心に希望の灯ひをつけるほどの強い力を持っていた。

　高揚した頬にまた雨の冷たさを感じ、リリアは再び空を見上げる。

「あまりのんびりもしていられないな」

　男はつぶやくと同時に白馬へと飛び乗り、馬上からリリアに向かって手を差し伸べた。

「リリア、手を貸せ」

「……えっ。あの」

「いいから。早く」

　戸惑いつつも男の手に己の手を載せた瞬間、リリアの口から短く悲鳴があがる。男はリリアを力強く引き寄せると、大きく身を乗り出した。そしてそのままリリアの背中へ手を回し、すくい上げるように馬上へと引き上げたのだ。

「村へは、このまままっすぐ進めばいいか？」

「……はっ、はい」

　男の両腕に挟まれ、まるで後ろから抱きしめられているような状態となる。体勢だけでも気恥ずかしくて仕方がないというのに、男に横腹を蹴られ走り出した馬の勢いに押され、リリアは男の身体にもたれかかることを余儀なくされる。筋肉質な胸元や伝わる体温に、緊張感で一気に身体が強張っていく。

「馬は苦手か？」

　そんな変化を男も自分の腕で感じ取ったのだろう、手綱を操り馬の速度を少しだけ落とした。

「……苦手ではないけど……馬に乗るのが久しぶりで、感覚を忘れていて」

　理由はそれだけではないが、久しぶりというのも本当のことだった。子供の頃はよく父に乗せてもらっていたのだが、大人になりいつの間にかそれもなくなってしまったのだ。

「少し我慢しろ。雨に濡れて風邪を引きたくはないだろ？」

　リリアは前を向いたまま、耳元で囁きかけてくる男の言葉に対しこくりと首を縦に振る。

　次第に村の中心地へと近づいてきたところで、リリアは前方を指さしてみせた。

「村長様はあの大きな窓があるお屋敷の……辺りにいるはずよ」

　話はもう終わっているだろうかと、父とアレグロの顔を頭に思い浮かべながら言葉を並べると、「あれか」と男がつぶやく声を耳にした。

　案内が終われば私の役目も終わる。そんな考えが心をよぎると妙に寂しくなってしまい、リリアは肩越しに男を見て、ためらいながら問いかけた。

「あなたのお名前も教えて？」

　ほんの一瞬考えるような顔をしてから、男はリリアをじっと見つめ口を開く。

「オルキス」

「……オルキス」

　繰り返せば、自然とリリアの口元に笑みが浮かんだ。

「ようこそテガナ村へ。時間が許す限り、ゆっくりしていってね、オルキス！」

　リリアの言葉にオルキスは目を見張ったあと、楽しそうに笑い出す。

「やはり知らぬか。ならば仕方ないな。叩いたことは許そう」

　自分はなにを知らないのか、彼はなにがおかしいのか。リリアはそれらの答えが見つけられず、取り残されてしまったような寂しさをわずかに覚えつつも、むっと顔をしかめた。

「どういう意味？」

「……すまない。気にするなリリア」

「そう言われると余計気になる」

　ひと呼吸挟んだあと、オルキスは穏やかな眼差しをリリアに向ける。

「お前に名を呼ばれると、くすぐったいな」

　甘さを含んだ声音と優しい瞳を向けられ……そしてなにより自分と同じことを彼も感じていたと知り、リリアの頬が熱くなっていく。

　オルキスに『リリア』と呼ばれるたび、その甘い響きに心を優しく包み込まれ、鼓動が早鐘を打つ。しかし自分もそうだと素直に打ち明けられないまま、リリアはオルキスの腕の中で身を小さくさせた。




　雨が降り出していることに気づき窓から曇天を見上げている村人、店じまいをするのか店先を片付けていたパン屋の店主、それから家路を急ぐリリアの友人たちが、村の中を軽快に走りゆく見慣れぬ白馬にそれぞれ動きを止めて注目する。

　皆最初は白馬に気を取られ、それから手綱を操る美しい男に目を奪われ、最後に一緒に馬に乗っているリリアに対し、なぜそこにと驚きの表情を浮かべる。

　気恥ずかしさに頬を赤らめながらもおとなしくオルキスの両腕の間に収まっていたリリアだったが、屋敷を取り囲む白い柵の一部を視界に捉えると焦り気味に後ろを振り返る。

「その角を左へ曲がれば、すぐにアレグロ村長の屋敷よ。……だから私、この辺りで降りるわね」

「いや。まだ降りなくていい」

「……でも」

　もし父にこの状態を見られてしまったら、不機嫌さに拍車をかけてしまいそうな気がして、それは困るとリリアはオルキスに目で訴えかけてみる。

　しかしオルキスも自分の意見を譲らないとばかりに軽く微笑みを浮かべ、リリアの視線を受け流す。角を曲がり、柵の先にある小さな門扉を目で確認して馬の手綱を引く。

　門の手前で完全に白馬が足を止めた時、キッと門扉が開き、馬を引きながら男が出てきた。

　父かと思いリリアは身を強張らせたが、すぐに別人だと気づきホッと力を抜く。

　馬は父の持つそれよりもしっとりと艶やかな黒い毛並みでたくましく、なにより男の顔は若々しい。見慣れぬ男であり外套を纏っていることから、もしかしたら連れの方ではとオルキスに視線を向ける。

「そのままで」

　オルキスはリリアに短く囁きかけると先に馬を降り、手綱を引きながら男に向かって歩き出した。

　男もすぐに、向かってくるオルキスに気がつき表情を明るくする。なにやら話しかけようと口を開いたのだが、馬上に乗っているリリアへ視線を上昇させると、一瞬でその表情を驚きでいっぱいにする。

「……え？　……まさか……本当に？」

　口をぽかんと開けたまま、リリアとオルキスの間で視線を行ったり来たりさせ、最後に男は「参ったな」と笑みを浮かべた。

　予言に当てはまっている自分の容姿を見て彼が動揺したのは明らかで、居心地の悪さから、リリアは白馬の横を歩くオルキスへ話しかけた。

「オルキス。やっぱり私も降りるわ。手を貸してもらえる？」

　オルキスの肩元を軽く引っ張り申し出ると、それを見ていた連れの男がなぜか慌て出す。

「娘！　いくらなんでも、オルキス様にそのような口の――」

　しかしその言葉はリリアには届かなかった。オルキスが大きな咳せき払ばらいを繰り返し、男の言葉を遮り続けたからだ。併せてオルキスに冷たくにらみつけられてしまい、男もなにかを察したのか、ばつの悪い顔でそっと口を閉じた。

「どうかした？」

「いやなにも。ほら、降ろしてやる。俺に掴まれ」

　オルキスは軽く首を横に振りながら手綱を手放すと、馬上で状況が掴めずにいるリリアに向かって両手を伸ばした。

　ためらいながらリリアがオルキスの肩に手を載せる。そのまますぐにオルキスもリリアの腰を掴み、軽々と馬から降ろしてみせた。

「……あ、ありがとう」

　無事に両足が地面に着き、そろりと彼の肩からリリアは手を引いたのだが、オルキスはリリアから手を離さなかった。左手でリリアの腰を引き寄せ、雨でわずかに濡れた前髪から頬まで指先でなぞるように触れる。そして、じっとリリアを見つめたまま笑みを浮かべた。

「どういたしまして」

　リリアは一気に頬を熱くする。

　綺麗な瞳に惹ひかれ夢見心地になるが、すぐにオルキスの連れの男が呆あっ気けにとられた顔で自分たちを見つめていることに気づき、慌てて腕の中から脱出する。

「村長に用事があるんじゃ……あれ、でも今……」

　彼の連れの男が今しがた屋敷から出てきたばかりだということを思い出し、リリアは眉間にしわを寄せる。

「もしかして最初から、村長の屋敷の場所を知ってたの？」

「俺はおおよそだけ。だが道案内してもらったおかげで迷うことなく、むしろいい頃合いで着くことができた。心より感謝する」

　しかめっ面をしていたリリアだったがオルキスからの言葉に不思議と嬉しくなり、頭に載せられた手の温かさに刺々しい感情も消え去っていく。

　ほんの少し頬を赤らめながら「仕方ないなぁ」とつぶやいたリリアに苦笑いしつつ、オルキスは男へと顔を向ける。

「ケビン。村長には会えたか？」

　黒馬の隣で顔を赤らめふたりを見ていた男ケビンは、問いかけられたことで表情を引き締め背筋を伸ばし、「それが……」と言葉を濁した。

「アレグロ村長は屋敷におらず、直接お会いできませんでした」

　それならば、きっとまだアレグロ村長は父と一緒にいるはずだ。それを伝えようとオルキスに呼びかけたリリアの声は、ケビンの太く低い声にかき消された。

「ですが、奥様から居場所は聞いております」

「どこだ？」

「それがなんと……ちょうど今、セドマ元団長のところに行っておられるようで」

　含み笑いと共に父の名前が出たことに、リリアは目を大きくさせる。

　元団長とはどういうことなのか。

　疑問がふたりに対する警戒心をも引き起こす。自分の名前を告げた時のオルキスの反応を思い出すと、それに対する違和感も簡単に解けた。騙だまされていたような悔しさを覚えながら、リリアはケビンだけでなくオルキスからも距離を取る。

「……あなたたち、父にいったいなんの用？」

「えっ!?　父って、まさかセドマさんの娘なのですか!?」

　リリアが身を強張らせたのを見て取り、驚きと興奮で顔を輝かせ彼女に近づこうとするケビンをオルキスは手で制した。

「俺たちはセドマに頼み事があり、王都より会いに来た」

「……父に頼み事？」

「あぁ。話し合いの場にアレグロ村長にも同席していただきたく、先に彼の元を訪ねさせてもらったが、どうやらふたりは一緒にいるらしい。好都合だ」

　くしくも似たような話を、家を飛び出す前に聞いたばかりだ。父が今から王都に会いに行こうとしている相手が、まさに自分の目の前にいる彼らなのかもしれない。

　奇妙な縁に、警戒心よりも戸惑いのほうがリリアの中で大きくなっていく。

「リリア。家に案内してもらえるか？」

　オルキスから真剣な面持ちで頼まれ、リリアは視線を揺らしたのち歩き出す。

「……どうぞ。父はこの中です」

　門のところで振り返りオルキスに儚はかなげな微笑みを向けてから、リリアは敷地の中へと入っていった。

「ありがとう」

　ぽつりと囁きかけ、オルキスは白馬の手綱を掴み取るとリリアのあとを追い歩き出す。

「本当にさっきの娘はセドマさんの!?　いっ、いやそれよりもあの髪の色。目は……何色だった？　まさかあんな田舎娘が？　どうなんですか、オルキス様」

　興奮冷めやらぬ様子のケビンに、再びオルキスは大きく咳払いした。

「しばらくオルキスと呼べ。様はいらない」

「はい!?」

「いいから従え……それから」

　オルキスは門から敷地内へと一歩入ったところで足を止めて振り返り、混乱を極めているケビンを鋭くにらみつけた。

「俺の前では口に気をつけろ。再び田舎娘と蔑さげすむようなら、たとえお前でも容赦しない……分かったな？」

　最後にオルキスは薄く笑みを浮かべてみせた。完璧な微笑ゆえにケビンには悪魔の微笑みのようにも思え、背筋を震わせる。

「行くぞ」

「はっ、はい！」

　慌てて自分の後ろについたケビンと共に、先ほどよりも少し強くなり始めている雨の中、屋敷の玄関手前で待っているリリアに向かってオルキスは力強い足取りで進んでいく。

　ふたりが追いつく少し前にリリアは先に玄関前を離れ、庭の隅まで進む。自分の家に向かう前に馬小屋へ立ち寄り、ふたりを中に誘導する。

　馬小屋の中は五頭分ほどの仕切りが施されているが、入口から一番奥の区画に黒色の馬、手前に茶色の馬、その二頭がいるだけだった。

　黒毛の馬を見てリリアはホッと息を吐く。あれは父の馬で、そこにいるということはまだ旅立っていないということになる。

　それぞれの馬を空いている場所に留めたのち、三人は馬小屋を出て、すぐそばにある小屋の前で足を止めた。

「私が家を飛び出した時、アレグロ村長は父と一緒だったの……ふたりともまだ家の中にいればいいのだけれど」

　リリアは扉に伸ばした手をいったん止めて、このまま中に入るかどうかを確認するようにオルキスへ視線を向ける。オルキスから頷きが返ってきたことで、ぐっと扉を押し開けた。

「まったくおぬしは！　娘が見初められるかもしれんというのに、頑固者め！」

　室内に入ろうとしたリリアの足が止まる。聞こえてきたアレグロ村長の一喝で、ふたりの話はいまだ平行線のままだということを知ったからだ。

　気持ち的にはそのまま後退し、扉を閉めてどこかに行きたいところだが、父の客人がいるため、そうもいかない。深呼吸し、リリアは一歩を踏み出した。

　ふたりはテーブルの傍らで、向かい合わせになる形で椅子に腰かけていた。唾を飛ばす勢いで言葉を並べるアレグロと、言い返す素振りすら見せずだんまりを決め込む父。リリアにとっては見慣れた光景だ。

　腕を組み顔を俯うつむかせていたセドマは、リリアが家に戻ってきた気配を感じ取ると、ため息交じりで目線を彼女に送る。

「リリア。悪いがもう少しだけ――」

「お父さんにお客さんよ」

　室内に入ってきたのがリリアだけではないことに気づいた瞬間、セドマは機敏に椅子から立ち上がった。表情に警戒心を滲ませ、リリアの背後に立つふたりの男性に視線を留めていたが、徐々に目を大きくさせていく。

「お久しぶりです」

「……なぜあなた様がここに」

　セドマの声は驚きで震えていた。

　見たことのない父の様子にリリアは呆気にとられ、アレグロは目を細めて怪しむようにオルキスを見た。

「なぜ？　なかなか来ていただけなく、さぞお忙しいのだろうと思いまして、それならばとジャンベル騎士団の長を務める者として直接あなたと向き合うべく、こちらから伺った次第です」

「……ジャンベル騎士団長……オルキスが？」

　反応を示したリリアに顔を向け、オルキスは自分の言葉を肯定するかのように頷きかけた。

　ジャンベル城の名を冠するその騎士団は、王都モルセンヌ周辺の秩序を保つため、ひいてはアシュヴィの安寧を目的に初代アシュヴィ王によって作られたもの。

　中でも上位の階級を与えられ王族の警護についている騎士団員たちは、剣の腕だけでなく知性を兼ね備えており、見目も秀でた美丈夫が揃っていると噂である。

　試験も厳しいと聞いている騎士団に所属しているだけでも、尊敬の眼差しを送ってしまうというのに、オルキスは最上位の存在、騎士団長であるという。

　圧倒されなにも言えなくなる傍ら、オルキスから感じる気品の謎が解けたような気持ちにもなった。

　程なくして、アレグロが引きつった声をあげ、慌てて椅子から立ち上がろうとした。

　アレグロの受けた衝撃はリリアの比ではなかった。昔の記憶とオルキスがつながり、彼が誰かということに気がついたからだ。

　急な動きに身体が追いつかなかったのか腰の辺りを手で押さえうめき声を発し始めたアレグロへ、リリアは慌てて走り寄る。

　心配し差し伸べられたリリアの手に掴まりながらも、やはりアレグロはオルキスに注目する。

　オルキスは軽く微笑んだ後、人差し指を自分の唇の前にかざし、続けてリリアへと目を向けてみせ、アレグロに自分の思いを伝える。アレグロも自分に寄り添い立つリリアをちらりと見てから、目を見開いたままこくりこくりと小さくオルキスに頷き返した。

「話の途中で悪い」

「とんでもない。あなた様がここにいるなら、私の話などもう終わったようなものかもしれませんな」

　アレグロは声をあげ嬉しそうに笑うが、腰の痛みに響いたのかつらそうに顔を歪ゆがめた。

　リリアが慌てる傍らで、静かにセドマが話し出す。

「今から王都に向かうつもりでした」

　床の上に置かれた支度途中らしき小さな鞄かばんを目で確認し、オルキスは短く息を吐く。

「確かにそのようだな。行き違いにならずに済んでよかった」

「……オルキス様」

　セドマはオルキスの前へ進み出ると、深く頭を下げた。

「前線を退きかなりの月日が経ちました。もう私は昔のように動けません。あなた様の望みは荷が重すぎる。私はしょせん、戦いが怖くなり逃げ出した情けない男にすぎないのですから」

　苦しげなセドマの顔をじっと見つめていたオルキスだったが、表情を変えぬままセドマの荷物に歩み寄り、その傍らに置かれている剣を掴み取った。少しばかり鞘さやから引き抜き、まばゆく光を反射した刃元へと視線を落とす。

　誰もが口を開かず押し黙る中、オルキスは刃を鞘に収めながら元いた場所へ戻り、セドマの胸元へ鞘ごと剣を押しつけた。

「俺はあなたの昔に惚れ込んで話を持ちかけているわけではない。この目で太刀筋を見たからこそ、こうして今のあなたに乞うている。一年ほど前に見たサムエトロ伯爵家前でのあなたの活躍、恐ろしく見事なものだった。正直、血が騒いだ。一度手合わせをという私の願いもいつになったら聞き入れていただけるのか？」

　オルキスの麗しくも力強い眼差しを受け、セドマは怯んだように瞳を逸らしながら、押しつけられた己の剣を右手で受け取る。

「アシュヴィの未来に安寧をもたらすには、若き騎士たちの力の底上げが必要不可欠。そのために力を貸してほしい。ジャンベル騎士団にはあなたが必要だ」

　オルキスの言葉で、教えてもらえなかった父の事情をやっとリリアも理解する。

　父はあのジャンベル騎士団の団長の任に就いていた。そして今もこうして必要とされている。

　今までどんな人生を送ってきたのかと不安を覚えたこともあった父の傷跡が、とても誇らしく思えた。

「モルセンヌに戻ってきてもらえないだろうか」

　真摯な思いを感じさせるオルキスの言葉がその場にいた皆の心に響き、自然とセドマに視線が集まっていく。

　雨粒が窓に叩きつけられる小さな音に交じって、セドマが声を震わせながら返事をした。

「申し訳ございません。期待には応えられそうもありません。あなた様は私を買いかぶりすぎている。実際、腕はなまりましたし、騎士団に戻ったところで、私は皆の足を引っ張る存在にしかなれず、若者に剣術を教えることも口下手ゆえうまくいかないでしょう」

　やはりセドマの意志は固かった。アレグロは歯がゆさを感じているようなため息をつくと、よろめきつつ近くの椅子へ手を伸ばす。

　リリアはアレグロが無事椅子に腰を下ろすまでその身体を支えたあと、父に向かって一歩進む。

　なにか言いたかった。できれば、王都行きへと父の気持ちを傾けられるようなひとことを。けれど結局なにも思いつかず、悔しさだけが募っていく。

　無意識に視線を移動させ、リリアはドキリとする。顎に手を添え思案していたオルキスが、自分と目が合ったことで意味ありげな笑みを浮かべたからだ。

「……そうか……ならば、モルセンヌには娘だけ連れていこう」

「なっ、なにをおっしゃいますか！」

　オルキスのそのひとことに誰よりも早く反応したのはセドマだった。そのことにオルキスはまた笑みを浮かべ、セドマに向かって得意げに話を続ける。

「ボンダナの予言した乙女の話を聞いているか？　元騎士団長を連れ帰れなかった代わりとして予言に似通った彼女を差し出せば、俺も〝第一王子〟から咎とがめられずに済み、騎士団長としての面目を保つことができるだろう。逆によくやったと王子からお褒めの言葉をいただけるかもしれない」

　入口近くで控えていたケビンは「くくっ」と肩を揺らし笑うが、すぐさまセドマに憤りの眼差しを向けられ、慌てて「失礼」と咳払いする。

　リリアはオルキスの言葉に胸が震えるのを感じていた。彼から発せられた言葉は、リリアには本気のものに聞こえ、自分でも止めようがないくらいに心が期待でいっぱいになっていく。

　反面、素直にその喜びや自分の思いを口にすれば父の怒りを買い、すべてがダメになりそうで怖くもあった。

　余計なことをしゃべらないほうがいいかもしれないと成り行きを黙って見守ることにしたのだが、再びオルキスと目が合ったことでリリアは思わず息をのむ。

　突然向けられた鋭く冷ややかな眼差しに恐怖を覚えた。あまりの豹ひょう変へんぶりにぞくりと背筋が寒くなり、身体が萎縮する。

「父親に願いを聞き入れてもらえないなら、娘に言うことを聞いてもらうしかないだろ？　無理やりにでもな」

　そう言ってオルキスが動いた瞬間、わずかに時が止まった。

　狭い室内に金属音が響き渡り――数秒後、ケビンの「オルキス様！」という叫び声と共に再び時が動き出す。

　リリアの身体に震えが走った。目と鼻の先で、鈍く輝くふたつの剣の刃が重なり合っていたからだ。

　鍔つば迫ぜり合いをしているのはオルキスとセドマだった。オルキスが振り下ろした剣をセドマがかろうじて受け止めている状態だと知れば、オルキスが自分を狙ったということにも気づかされ、リリアは息がうまく吸えなくなる。

「誰が動けないって？」

　オルキスがにやりと口角を上げると、セドマは失敗したというように唇を噛んでみせた。

「少なくとも騎士団員として現役のケビンより俊敏さは格段に上だ」

　一歩後ろへ後退すると共に、オルキスは腰元の鞘に剣を収め姿勢を正した。

「もう一度言わせてもらおう。ジャンベル騎士団にはあなたのような人が必要だ。その力を貸してほしい」

　セドマも手にしていた鞘に剣を収めると、心が揺れ動いているような顔でオルキスをじっと見つめ返す。

　一方、リリアは衝撃から抜け出せずにいた。誰かに刃先を突きつけられたことなど生まれてから一度もなかったのだから仕方がない。

　ふたりはすでに剣を収めている。先ほど見せられた凍てつくような殺気も、オルキスから感じない。きっと最初から彼は自分を傷つけるつもりなどなかった。

　しかしそれを理解するのを妨げるように、心が恐怖で埋め尽くされる。カタカタと震えていた両足から変に力が抜け、リリアはその場にぺたりと座り込んだ。

　崩れ落ちたリリアへと視線を落とし、今度はオルキスが息をのむ。

「リリア！　悪い。すまなかった。泣かないでくれ」

　肩を震わせてぽろぽろと涙をこぼし始めたリリアの目の前で、オルキスはどう接するべきかが分からず途方に暮れるように前髪を無造作にかき上げた。

「……こ、怖かった……」

　涙を流しながら発せられたリリアの気持ちに、オルキスはただただ焦りを募らせていく。

「もちろんリリアを傷つけるつもりはまったくなくて……怖い思いをさせて悪かった……立てるか？」

　恐る恐るといった様子で差し出されたオルキスの手に、リリアは己の手を重ね置いた。そして彼の力を借りてなんとか立ち上がったのち、今にも涙がこぼれ落ちそうな瞳で力いっぱいにらみつける。

「オルキスのバカ！　本当に怖かったんだからね！」

　リリアが怖かったのは、刃先が自分へと向けられたことだけではなかった。その前にオルキスが見せた冷淡な眼差しや声もひどく恐ろしく、彼のすべてに恐怖を感じずにはいられなかったのだ。

　とはいえ、今目の前にいる困り顔のオルキスからは冷たさなど少しも感じられない。振り回されたことへの苛立ちをぶつけるように、リリアはオルキスの胸元を叩き続けた。

「こらっ！　リリア、なんてことをっ！　やめんかい！」

　顔を青くさせたアレグロに注意されたことで、リリアははっと手を止める。

　もちろん本気の力で叩いていたわけではない。そんなに怒らなくてもいいのにと反発したくもなったが、オルキスが申し訳なさそうな顔で自分を見つめていることに気がついて、これ以上彼を責めるべきではないと考えを改めた。

　しかも周りを見れば、アレグロだけでなくセドマとケビンも表情を強張らせている。まるで自分の態度を責められているかのようで、リリアは肩を落とす。

「……ごめんなさい」

　叩いてしまったことを詫わびるリリアの腰に手を回し、そっと引き寄せて、オルキスは軽く首を横に振る。

「いや。悪いのは俺のほうだ。セドマを試すためにリリアを利用し、怖い思いまでさせてしまったのだから」

　オルキスとの距離が一気に近づいたことに、リリアの頬が赤く染まっていく。綺麗な顔を直視することができず視線を足元へと落とすも、腰に触れたままのオルキスの手をどうしても意識してしまい、身体が硬くなっていく。

「なぁ、そう思うだろ？」

　オルキスに問いかけられても、アレグロとケビンは微妙な笑みを浮かべたまま、なにも言葉を返さなかった。

「すまない。許してくれるか」

　許しを乞うオルキスの手に力が込められ、リリアの身体がピクリと反応する。オルキスのもう片方の手が自分の髪の毛先をすくい上げるのを目にすれば、自然とリリアの視線も上昇し、すぐに彼の深紅の瞳に捉えられた。

「リリア」

　名を甘く囁きかけてきたオルキスの唇をリリアはぼんやりと見つめる。不意に、重なり合ったあの時の柔らかで温かな感触が自分の唇にも蘇よみがえり、わずかに身体を震わせ、そしてはにかんだような笑みを浮かべて頷き返した。

「いい子だ」

　オルキスはリリアの髪に口づけを落としたあと、セドマへと身体を向ける。

「俺はリリアをモルセンヌに連れて帰りたい……そう言ったら、どうする？」

　挑戦的とも取られかねない発言をしたオルキスと、それを渋面で受け止めたセドマを交互に見つめながら、リリアは鼓動を高鳴らせていく。

「止めるか？」

　続けて発せられたオルキスの問いに、セドマはほんの数秒瞳を閉じた。そして肩の力を抜いたあと言葉を返す。

「あなた様が本気で望んでいるのなら、俺に止めることはできないだろう」

　きっと父なら自分のモルセンヌ行きを止めるだろうと考えていたリリアは、予想外の返事がされたことに驚き目を見開いた。オルキスと顔を見合わせてから、高まる感情を抑えきれないままに、父へと問いかける。

「そ、それってつまり……オルキスと一緒なら、モルセンヌに行くのを許してもらえるってこと？」

　口元がゆるむのを必死に堪えているリリアをちらりと見て、セドマは大きくため息をつく。

「あぁ。そうだ」

　そのひとことで感極まり、リリアは両の拳をぎゅっと握りしめた。

「やった！　モルセンヌ！　行ける！」

　オルキスは全身で喜ぶリリアに対し眩まぶしそうな顔をしたのち、再びセドマへと視線を戻してニヤリと笑いかけた。

「セドマはどうする？　リリアはモルセンヌに行けば、この見た目からよくも悪くも人々の注目を集めてしまうことになるだろう。誰かが守ってやらねば」

　オルキスに新たな注文を突きつけられ、セドマは天を仰ぐ。

「……仕方ない。俺も一緒にモルセンヌについていこう。娘ひとりの護衛くらい立派に務めてみせる」

　引き出せた力強い言葉にオルキスは満足げな顔をし、ちゃっかりと注文を追加する。

「それがいい。ついでに騎士団に顔を出し、その目で現状を確認することも忘れるな」

　口元を引きつらせたセドマに、オルキスが肩を揺らし笑い出す。

　不愛想ゆえか、それともその身に多く残る傷跡のせいか、セドマを怖がる村人も少なくないというのに、オルキスに恐れる様子などまったくない。むしろセドマをうまく誘導している節がある。

　オルキスの堂々とした振る舞いに、さすがジャンベル騎士団長だと感心する。

　王子と騎士団長。近しい関係のオルキスと一緒に行けば、確実に王子様と引き合わせられることになる。その時オルキスは、微笑みながら自分を王子の元へと送り出すのだろうか。

　面白くない……そんな感情がリリアの中で渦を巻き始め、モルセンヌへ行けることになった喜びの傍らに、わずかな陰りが生まれる。

「雨も降っている。モルセンヌには明日の朝に発つとしよう。準備を頼む」

　オルキスのひとことで、ケビンとアレグロが活気づく。

「今晩泊まれる場所は？」と問いかけるケビンに、「でしたら、ぜひ我が家に」とアレグロは顔を輝かせ、セドマは床の上に広げていた荷造り途中の鞄へと気だるげに歩み寄っていく。

　動き出した皆の様子をぼんやり見つめていたリリアの頬にオルキスがそっと触れた。

「よかったな。リリア」

「……うん。とっても嬉しい」

　自分に微笑みかけてきたオルキスを複雑な気持ちで見つめ、リリアは力なく笑い返した。
















第二章　王子と運命の乙女













　オルキスは窓際に立って腕を組み、昨晩の嵐が嘘のように晴れ渡った空をじっと見つめた。そんな彼のそばへケビンが静かに歩み寄り、「オルキス様」と頭を下げる。

「出発の準備が整ったようです」

「……あぁ。分かった」

　窓の下に広がる庭には家主であるアレグロがいる。アレグロは先ほどまでこの部屋にいて、リリアがどれほどいい子かを饒じょう舌ぜつに語り尽くしていったばかりだ。

「本当に彼女を連れていかれるつもりなのですよね？」

　神妙に話しかけられ、オルキスは綺麗に剪せん定ていされている庭の低木から、部屋の中へと視線を移動する。

「あぁ。そのつもりだ」

　迷いない返答に対して、ケビンは興奮を隠し切れずに徐々に瞳を輝かせていく。

「では……彼女が運命の乙女ということで間違いないのですね！」

　その表情に少しだけ目を大きくさせたのち、オルキスは素知らぬ顔で肩を竦めた。

「それはどうだろう……まだ分からない」

「分からない!?　第一王子がボンダナの予言通りの娘を連れて帰ったとなれば国中が大騒ぎになり、彼女も運命の乙女としての扱いを受けることになる。気軽に連れて帰るべきでないことは、お分かりになりますよね？」

　力が入るあまり一歩、また一歩と距離を詰めてくるケビンの身体を軽く押し返して、オルキスは庭へと視線を戻した。

「運命の乙女の条件は髪と目の色だけじゃない。恋に落ちるのも条件のひとつだったはずだ。彼女が俺に恋をするかどうかまでは分からない」

「……オルキス様のほうはどうなんですか？　黄金色の髪に深緑の瞳を持つ他の多くの女性よりも、リリアさんは特別に見えましたか？」

「さあ、どうかな」

「オルキス様！」

　さらりとはぐらかしたオルキスへ、ケビンは歯がゆい気持ちをたっぷりと込めてその名を呼ぶ。

　無表情で庭を眺めていたオルキスはなにかに反応して組んでいた腕を解き、わずかに口角を上げた。ケビンも何事かと窓の向こうを確認し、すぐにアレグロの隣にいる外套を羽織ったリリアの姿を見つける。

　すると、何気ない様子でこちらへと視線を上げたリリアがオルキスの姿に気がつき、笑顔で大きく手を振ってきた。

　リリアのあまりにも気安い態度にケビンのほうが畏縮してしまうが、やはり今回もオルキスが気に障ったという素振りを見せることはなかった。むしろ穏やかに微笑んで手を振り返している。

　愛しい人とやり取りしているかのような、そんなまったりとした空気がオルキスの周りに流れていることを肌で感じ取り、ケビンはついつい笑みを浮かべてしまう。

「なるほど。今のところはオルキス様の片想いということですね」

　笑いを堪えながらのケビンの言葉に、オルキスは左右に振っていた手を止め、すっと表情の温度を下げていく。

「なぜそうなる。俺が彼女に恋をしたとはひとことも言っていない」

「えぇそうですね。確かに言葉にされてはいませんが」

　意味深な顔で言葉を切ってじっと正面から自分を見据えてきたケビンに、オルキスは落ち着かないように目を泳がせたあと、逃げるように窓のそばを離れた。そしてソファーの背もたれにかけておいた外套を掴んで素っ気なく「行くぞ」とつぶやくと、ひと足先に部屋を出ていこうとする。

　ケビンはふふっと笑ってから、外套の裾を翻して「はい」と返事をし、オルキスのあとを追いかけた。




「リリアよ、王子と共に王都に住むことになっても、たまには顔を見せにこの村に帰ってきておくれ」

　温かな日差しが降り注ぐ庭先で、アレグロはリリアの右手を両手で包み込むように握りしめた。

「村長様。私はすぐにテガナ村に戻ってくることになると思います。だからそんな心配は要りません」

　モルセンヌを訪れる目的は、花嫁への志願ではなく観光目的。そんな気持ちでいるリリアはどうしてもアレグロの言葉に苦笑いを浮かべてしまう。

　そんなリリアにアレグロはもどかしそうな顔をしていたけれど、屋敷の使用人たちと共に馬を引きつれこちらにやってくるセドマに気がつくと、寂しそうにリリアの手を離した。

「ふたりとも、道中気をつけてな」

「ありがとうございます。行ってきます」

　いつもよりも表情を和らげてアレグロに頭を下げたセドマに倣ならって、リリアも慌てて頭を下げた。

　セドマは手にしていた馬の手綱をリリアに渡してから、アレグロへと歩み寄り話し出す。

　モルセンヌ。オルキス様。騎士団。それらの単語を断片的に聞き取ると、これから本当にモルセンヌへ旅立つのだという実感が湧き、リリアの胸は期待でいっぱいになっていく。

　リリアがセドマから預かったのは、オルキスの乗っていたあの白馬の手綱だった。

　おとなしく自分の主を待っている白馬をそっと撫でながら思い描いてしまうのは、やはりオルキスのこと。

　これから彼と一緒にモルセンヌに行く。王都に着いたあとも、また自分と行動を共にしてくれるだろうか。時計塔はもちろん、できれば他の場所にも連れていってほしい。

　しかし次々と頭に浮かんできた希望は、でもオルキスは忙しそうだし、という諦めの気持ちに打ち消されていく。

　なにせ騎士団長だ。事細かな仕事内容は分からないけれど、多忙だろうことくらいリリアにも想像がつく。よって都に戻れば、彼が自分になど構っている暇などないのかもしれないとどうしても考えてしまうのだ。

　実は昨晩からずっと頭の中で繰り返している希望と諦めに息苦しくなりリリアがため息をついた時、白馬が小さくいなないた。

　屋敷から颯さっ爽そうとした足取りで出てきたオルキスが、アレグロの手前で立ち止まる。

「世話になったな」

「いえ、滅相もない。なんのおもてなしもできず申し訳ございません」

　恐縮の声音で返されたアレグロの言葉に、オルキスはゆるりと首を横に振った。

　彼のあとに続いて出てきたケビンもアレグロに深く一礼をしたのち、リリアにも軽く会釈をしながらその横を通り、屋敷の使用人と共にいる自分の黒毛の馬へと歩を進めていく。

　ケビンの後ろ姿をぼんやり映していたリリアの視界に、突然影が落ちた。いきなり被せられた外套のフードを片手で押さえながら振り返ると、いつの間にかリリアの後ろにオルキスが立っていた。

「村を出たあとは、できるだけ髪を隠しておけ」

「えっ？　……あぁ、そっか。うん、分かった」

　なぜと口から疑問が出かかったが、すぐにリリアはああそうかと思い直す。自分の髪や瞳の色が予言された運命の乙女のそれに当てはまっている以上、できるだけ隠しておいたほうが身のためなのかもしれないと納得し、オルキスの言葉に大きく頷いた。

　律儀にもフードをしっかりと手で押さえたリリアの愛らしくも従順な様子に、オルキスはたまらず笑みをこぼす。

　微笑みの華やかさに心を掴まれ頬を赤くしたリリアの横を、セドマがムスッとした顔で通り過ぎようとする。

　心の中はモルセンヌに着いたあとのことを話したいという気持ちでいっぱいだったが、父から「行くぞ、リリア」と不機嫌な声をかけられたことで、リリアは開きかけていた口をぎゅっと閉じた。

　テガナ村からモルセンヌまで五日ほどかかる。途中どこかの町に寄り宿をとったり、馬を休めるために休憩だってするだろう。その間ずっと行動を共にするのだから、オルキスと話をするチャンスはいくらでもあるはずだ。

　自分の気持ちをなだめながら、リリアは持っていた手綱をオルキスに手渡した。

「……それじゃあ。またあとで」

「リリア」

　そのまま父の元へ向かおうとしたリリアだったが、オルキスから呼びかけられ、すぐに足が止まる。そして振り返り感じた温かさに息をのむ。頬をくすぐるように触れてきた彼の指先はもどかしく、なにより自分に向けられた笑みの優しさに身体が熱くなり胸が高鳴っていく。

「居眠りして落馬するようなことがあっても、俺がちゃんと拾ってやるから安心しろ」

　意地悪く聞こえる声音から、からかわれているのだと理解し反論したくもなるが、結局は気恥ずかしさのほうが勝り、なにも言えなくなってしまう。

　オルキスの指先がリリアの頬から耳元、そして髪に触れた時、「失礼」とふたりの間にセドマが割って入ってきた。

「お心遣い感謝します。しかし娘を落とすようなへまはしませんので」

　オルキスはセドマを見つめ何度か瞬きをしたあと、わずかに口角を上げる。

「道中長い。馬も、大人ふたりを乗せて走り続けるのはくたびれるだろう。途中で俺がリリアを引き受けよう」

「いえ、私たち親子は休み休み進みます。オルキス様の貴重な時間を奪うことにもなりかねませんので、煩わしく思われた時はどうぞ私どものことは気にせず先に行ってください。モルセンヌに到着したのち、あなた様の元へ馳はせ参じますゆえ」

　仏頂面で淡々と続けるセドマを、リリアは何度も「お父さん！」と呼びかけやめさせようとしたが、それらはことごとく無視される。

「では、そろそろ出発しましょう……行くぞ、リリア」

　振り返ったセドマはリリアの腕をがしりと掴み、そのまま自分の馬に向かって歩き出す。

　まるで自分たちを引き離すかのような行動と言葉に不満を覚えながら、リリアは父の背中をにらみつけた。

　オルキスもまた面白くないといった顔で遠ざかっていくふたりを見つめていると、馬に乗ったケビンがゆっくり近づいてきて「オルキス様」と苦笑いを浮かべる。

「たとえ相手が誰であろうと、自分の娘が男といい雰囲気になっているのを目にしたら最後、邪魔せずにはいられないということかもしれませんね」

　オルキスは軽い身のこなしで白馬に跨がると、馬に乗ろうとするリリアに手を貸しているセドマをちらりと見た。

「さぁ、俺たちものんびり帰るぞ」

　のんびりを強調させながら意地悪く笑い、オルキスは白馬の横腹を軽く蹴る。

　白馬の高いいななきが響き渡るとそれが出発の合図となり、四人を乗せた馬たちはモルセンヌに向けて駆け出したのだった。




　テガナ村から出たことがなかったリリアには、目に映るものすべてが新鮮だった。途中立ち寄った町の人の多さに圧倒されたり、今まで見たこともなかった果物を恐々と口に入れその美味しさに衝撃を受けたり、泊まった宿屋の部屋の豪華さに気持ちが萎縮したりもした。

　宿屋に関しては、オルキスの計らいだとリリアは知らされず、そのため父は仕事で家を空けるたびこのような豪華な部屋に泊まっていたのかとふて腐れたりもした。楽しく賑やかに、そして刺激的でもある濃厚な時間はあっという間に過ぎていった。

　経由地としての最後の街を抜け、雄大な平原を駆け抜けていく。

　大きな森に差しかかると、「最後の休憩はここでとるぞ」とオルキスが指示を出した。

　この森はモルセンヌと、モルセンヌから北西に向かった先にある宿場町とのちょうど中間地点に位置している。

　森の中にある池のほとりの一角は、行き交う人々がひと休みできるように整備されているので、四人が到着したこの時も、束の間の休息をとる人々の姿をたくさん見ることができた。

　リリアも父に続いて馬から降り、辺りを見回しながら木漏れ日の下をゆっくり歩き出す。

　小さな岩に腰かけ居眠りをしている男性、川辺で談笑する男女、小川の水を飲んでいる馬に話しかけながら優しく撫でている女性。リリアはその向こうに、オルキスとケビンの後ろ姿を見つける。

　道中、リリアはオルキスとたくさん話をする気でいたのだが、何度もあった機会はことごとく父によって邪魔されてしまい、彼とふたりの時間を持つことは敵わなかった。父が出発前に発した言葉を思い出すたび、モルセンヌに着いたあと自分はオルキスに会わせてもらえないのではと不安になってゆく。

　もともとの予定通り、父は話をするためにオルキスに会いに行くだろう。しかし、いくら一緒に行きたいと願っても父は許可することなく、そのまま自分を置いてひとりで行ってしまうような……そんな気がしてならないのだ。

　オルキスと一緒にモルセンヌを歩きたい。話してくれた時計塔に一緒にのぼってみたい。モルセンヌまであと少しの距離まで来た今、そんな気持ちばかりが大きくなっていく。

　父に気づかれることなく、この休憩の合間にオルキスと約束を交わすことだけでもできないだろうか。

　フードを目深にかぶったまま、横を歩くセドマへとリリアが視線を向けたその時、「セドマさんではありませんか！」と後ろから若い男の声が聞こえてきた。

　足を止めたセドマが振り返り「あぁ」と反応を示した。

「お久しぶりです！　まさかこんな場所でお会いできるなんて。光栄です！　セドマさんはこれからどこへ行かれるんですか？」

「モルセンヌへ」

「そうですか」

　リリアも足を止め振り返ったが、近づいてきた男にじっと見つめられ興味を持たれたことに気づくと、すぐさま男に背を向け父から離れた。苦い気持ちが胸いっぱいに広がるのを感じて周囲の視線からも逃げるように身体を小さくさせ歩き出したが、進む途中ではっとし、確認するように後ろを振り返り見た。

　父は珍しく話に夢中になっている。この機会を逃してなるものかとリリアは走り出す。

　駆け寄ってくる気配に気づきオルキスが立ち止まるのと、リリアがふたりに追いついたのはほぼ同時だった。

「オルキス、ちょっとだけ話がしたいのだけれど」

　セドマの様子をちらりとうかがいつつのリリアの言葉に、オルキスもこくりと頷き同意する。

「そうだな。俺もモルセンヌに入る前にリリアと少し話をしておきたい」

　場所を探すように辺りを見回したオルキスが視線を止めたのは川辺だった。

「あそこで話そうか」

　ちょうど人が離れて空いた場所へ向かおうとするオルキスに、ケビンが「オルキス様」と小声で呼びかけた。

「俺はこの辺りにいます。少しくらいなら時間稼ぎもできると思いますし」

　言いながらケビンがセドマを見たことで、オルキスだけでなくリリアもなにに対しての時間稼ぎかを理解する。

「悪いな」

　微笑みと共に感謝の言葉を述べ、オルキスはリリアを伴って歩き出す。

　川辺に並び立ち、やや間を置いてから、リリアは水面をじっと見つめたままぽつりと話しかけた。

「お父さんが……いろいろとごめんね」

　オルキスはため息をついたリリアの頭をフード越しに撫でて、穏やかに笑いかける。

「いや。アレグロ村長に聞いたが、幼い頃に母を亡くしたそうだな。男手ひとつで育ててきた娘なのだから大切に決まっている」

　言葉の温かさがじわりと胸に広がり、リリアは笑顔になっていく。

　空気が和んだと思われたその瞬間、オルキスが身を屈め、リリアへと一気に顔を近づけた。

　不敵で華麗な笑みを至近距離で見せられたリリアは息をのみ、身体を強張らせる。

「とはいえ、こちらも遠慮をする気はない。共に過ごし、リリアのことをもう少し知りたいと思っている」

「わ、私のことを？」

　胸の高鳴りと共に、からかっているのかという戸惑いがリリアの中に生まれた。

　しかし、オルキスの口元は微笑んでいても、赤き瞳は真剣な光に満ちている。

　本気で自分のことを知りたいと言ってくれていると分かれば余計顔が熱くなり、リリアはなにも言えなくなってしまう。

　ゆっくりとした動きでオルキスが姿勢を元に戻していく。彼もフードをしっかりと被っているため、顔が遠ざかればその表情も見づらくなり、それが少しだけリリアには惜しく思えた。

「俺に話したいこととは？」

「……私ね、テガナ村を出てからずっと、モルセンヌに着いたあとのことを考えてたの」

「着いたあとのこと？」

「うん。どんなふうに過ごそうかなって」

　小さな笑い声を響かせたあと「なるほど」とつぶやいたオルキスの外套を、リリアは軽く引っ張った。そして、驚いて自分を見たオルキスの瞳を訴えかけるようにじっと見つめ返す。

「オルキスはモルセンヌに戻ったら……やっぱり忙しいわよね。騎士団の長だもの……それは分かってるけど……少しぐらい私に付き合ってくれる？」

「あぁ、もちろん。お望みとあらば、どこへでも連れていこう。もちろん時計塔にも」

　不安に満ちていたリリアの顔は、そのひとことで一気に輝き始める。

「やったぁ！」

　身体全部で喜びを表すかのように、リリアはぎゅっとオルキスへと抱きついた。

「楽しみにしてるね、オルキス！」

　リリアのその行動にオルキスは目を見開いたが、すぐに驚きを柔らかな微笑みへと変え、大切なものを両手で包み込むように彼女を抱きしめ返した。

「俺も楽しみにしている。その時はもっといろんなリリアを俺に見せて」

　耳元で囁かれた甘いねだり声にとくりと鼓動が跳ねたのを感じながら、リリアはオルキスの腕の中で、気恥ずかしさで熱くなった顔を上げる。

「いろんなって言われても、私はいつもこんな感じだよ？　新しい発見なんてなにも」

「それはどうかな……例えば」

　ほんの一瞬のことだった。困り顔のリリアへオルキスが再び顔を近づけ、無防備な唇へと柔らかなぬくもりを与えた。

　リリアは離れていくオルキスの顔をぼんやり見つめ返す。そしてオルキスが不敵な笑みを浮かべ自分の唇をぺろりと舐なめたことで、やっと我に返った。

　オルキスに口づけされたのだと理解し、リリアは身をのけ反らせながら、震える指先で口元を押さえた。続けて周りを確認し、息を止める。

　そばにいる人々には気づかれずに済んだのだが、少し離れたところに立っているケビンにはしっかりと目撃されてしまったようだった。ケビンが顔を赤らめ露骨に目を逸らしたことでリリアの羞恥心に火がつき、オルキスの腕の中から逃げようともがき出す。

「いっ、いきなりなにするのよ！　しかも二度目だからね！　次こういうことをしたら、本気で怒るからね！　あなただって立場上、変な噂が立ったら困るでしょう？」

　しかしオルキスも簡単にはリリアを離さない。するりするりとリリアの華奢な腰に自分の腕を絡ませ、たやすく引き寄せる。

「そうか。次が楽しみだな」

「オル……っ！」

　声が徐々に大きくなりつつあったリリアの唇にオルキスは人差し指を押し当てて微笑みかけた。おとなしくはなったけれど顔を真っ赤にさせ悔しそうなリリアを解放して、日差しを反射させながら穏やかに流れゆく小川へと顔を向ける。

　静かに水面を見つめているオルキスとは違い、リリアはまったく冷静でいられなかった。

　いつの日か、オルキスと三回目の口づけを交わすことになるのだろうか。自分のことを知りたいと言ってくれた言葉の裏側で、オルキスはどんなことを考えていたのだろうか。

　思いを巡らせれば巡らせるほど、もどかしさが募っていく。

　リリアは外套の上から胸元を押さえ……オルキスが自分のことを少しでも特別だと思ってくれていたらいいのにと、強く願った。

「……私も、オルキスのいろんな一面をもっと知りたい」

　膨らむ思いを我慢できず発した言葉にオルキスが反応したのを肌で感じ取るが、リリアは気恥ずかしさで顔すら上げることができなかった。出会ってから日も浅いというのに……リリアにとってオルキスは特別な存在となっていたのだ。

「リリア。その言葉、後悔するなよ」

　オルキスは足音を立てずにリリアの目の前へと移動すると、あっという間に自分よりも小さな身体を担ぎ上げた。高さに恐怖を覚えて身を強張らせたリリアを白馬に乗せたあと自身も後ろに飛び乗り、白馬をゆっくりと進ませていく。

「行くぞ、ケビン！」

　木にもたれながらセドマのほうを見ていたケビンにオルキスが高らかに声をかけたその瞬間、強い風が吹き抜けていった。風はオルキスとリリアのフードを吹き飛ばし、ふたりの顔を露わにさせる。

　声に気づき白馬を見上げた旅装束の男性から「……オルキス様？」と戸惑いの声が発せられたことで、そこから一気に人から人へと動揺が広がり、場が騒然となっていく。

　人々は突然現れた第一王子に驚き、そして王子が予言通りの娘を連れていることにさらに驚かされることとなる。

　しかしリリアには、自分の見た目というよりも名誉あるジャンベル騎士団長に対して起きたざわめきに感じられ、オルキスの人気の高さを垣間見せられたみたいで落ち着かなくなる。

　オルキスは人々が動けずにいる間にここを離れるのが賢明だと判断し、すぐさま白馬の横腹を強く蹴った。

「先に行く」

　すれ違いざまセドマにも声をかけると、オルキスはそこから馬の速度を一気に上げ、人の隙間を駆け抜けていった。

「ここからは俺と一緒だ」

　速さに身体を竦めたリリアをオルキスは片手で抱き寄せる。

「これから嫌っていうほど俺のことを教えてやる」

　こくりと頷き返したリリアの耳元へオルキスは顔を寄せ、甘やかに思いを告げる。

「だから……俺を好きになれ」

　甘美な命令に胸が熱くなるのを感じながら、リリアは自分を支えているオルキスの腕をきゅっと掴み、恥ずかしそうに笑みを浮かべた。




　小高い丘の上でゆるりと馬を止めて、オルキスは下り坂の先に見える風車を指さした。

「三基並んだあの風車を過ぎれば、モルセンヌだ」

「風車!?　あれね！　もうすぐ着くってことよね？　楽しみ！」

　輝く瞳で嬉しそうに自分を見上げたリリアに笑みを浮かべてから、オルキスは自分たちが進んできた道を振り返り見た。

　オルキスが小さくため息をついたことに気づき、リリアも今来た道を確認する。

「ふたりとも、遅いね」

　ここまでずっと高速で駆け抜けてきたわけではない。途中、遠くで牛たちが草を食はむ姿を見つけ、リリアが牛にまつわるテガナ村での出来事をオルキスに話し始めた時にはもう、白馬はのんびりとした歩みへと切り替わっていたのだ。それにもかかわらず、すぐに追いつくだろうと考えていたケビンと父はいまだ姿すら見えずにいる。

「たぶん質問攻めに遭い、足止めをくらってしまったのだろう」

「質問攻め？　なんの？」

「……さぁ……とにかく、ふたりが追いつくまで少し待つことにしよう」

　小首をかしげながらも提案に頷いたリリアをオルキスはそっと引き寄せて、自分の胸元へ寄りかからせた。

　リリアは驚いて頬を赤らめたけれど、そのままおとなしく自分の身体を預けた。

　頭上にあったはずの太陽は、少しずつだが傾き始めている。すっかり日が暮れた頃にはもう自分の隣にオルキスはいないのだと考えると、リリアの顔は寂しさで沈んでいく。

「ねぇ、オルキス。あなたにはどこに行けば会えるの？」

「俺は大体ジャンベル城内にいる」

　オルキスがジャンベル騎士団の長で、そのため父の元に訪ねてきたことを改めて思い返し、リリアは「そっか。そうよね」と小さくつぶやいた。

「父はオルキスのところに話をしに行くのでしょ？　私もついていくのは……ジャンベル城なら、やっぱり無理よね」

　話し合いがジャンベル城のどこかで行われるというなら、余計自分は連れていってもらえないだろう。

　そう気落ちするリリアを見て、オルキスは苦笑いを浮かべる。

「無理じゃない。リリアは果たさねばならぬ役目があるはずだ。忘れたのか？」

「私の果たすべきこと？」

　オルキスの隣で、母が愛していたというモルセンヌを見たい。そんなふうにモルセンヌの地でやり遂げたいと強く思うことはあれど、自分の役目と言われるとなにも思いつかず、リリアは困ってしまう。

　仕方ないなといった様子でオルキスは話を続ける。

「王子と会おうとするなら、必然的に城に足を踏み入れることになる」

「……そっか……王子様か」

　自分の髪に触れながらため息をついたリリアに、オルキスは眉根を寄せた。

「私、やっぱり王子様に会わないとダメかしら……ほら！　父を連れていけば、オルキスは王子様に怒られなくて済むでしょ？　それに、いくら髪と目の色が予言とぴったりだったとしても私みたいな田舎娘が――」

「もういい、分かった」

　自分の胸元へと頬を押しつけるようにオルキスは再びリリアを引き寄せる。

「リリアは王子が嫌いか」

「嫌いだなんて、そんな……ただ……興味を持てないっていうか」

「嫌われるよりひどいな」

　しかめっ面のオルキスの胸元に両手をついて体勢を元に戻すと、リリアはにこりと笑いかけた。

「でもそうよね。王子様に会いたいと言ったら、父も私を宿屋に置き去りになんかしないで、きっと一緒にジャンベル城へ連れていってくれるはず」

　リリアの微笑みは徐々にはにかんだものへと変化し、そして恥ずかしそうに顔を伏せた。

「お城の門を通り抜けることさえできれば、オルキスに会えるかもしれないもの」

　姿を見かけるだけでもオルキスの普段の様子を知ることができるのだ。リリアにとってそれは王子様に会うよりもずっと貴重な瞬間となる。

「とっても楽しみ」

「……リリア」

　甘い囁きと共に近づいてきたオルキスの口元を、リリアは両手で慌てて押さえてみせた。

「なんの真似だ」

「それはこっちの台詞せりふです。次はないって言ったでしょ」

　咎めるように頬を膨らませたリリアに対し、オルキスは楽しげに笑う。

「無理なことを言うな」

　オルキスは自分の唇を押さえるほっそりとした白い手を掴み取ると、そのままリリアを引き寄せて、つぼみのように可愛らしい唇を少し強引に奪う。

　甘ったるい吐息が絡み合い始めた時、遠くで「オルキスさまぁー！」と情けない叫び声が響き渡った。

　振り返れば、馬を走らせやってくるケビンとセドマの姿があった。

「どうせ遅いなら、あと少し遅くてもよかったのに」

　オルキスは不満たっぷりにぼやいて、リリアの身体を抱き寄せる。

「しっかり捕まってろよ」

　そう言って、片手で掴んだ手綱を振るう。

　ふたりから逃げるように白馬は再び駆け出したのだった。

　並び建つ風車の傍らの道を駆け抜けていくと、ぽつりぽつりと民家が現れる。こぢんまりとした集落から林へと入り、ゆるやかな坂をのぼり終えた瞬間、視界いっぱいに広がった光景にリリアは感嘆の声をあげた。

「わぁっ！　あれがモルセンヌね！　……とっても素敵！」

　坂を下った先に大きな川が流れていて、その対岸に数えきれないほどの建物がひしめき合っている。やはり目を引くのは、高くそびえ立つ三角屋根の時計塔と、町並みから一段高い場所に悠然と構えているジャンベル城だった。

　時計塔とジャンベル城は霞かすみを纏い、その幻想的な姿にリリアはうっとりとため息をつく。

　馬を止めて程なくして、ものすごい勢いで近づいてくる馬の蹄ひづめの音に気づき、オルキスは後ろを振り返り見た。

「オルキス様！」

　ほぼ同時に、白馬の両隣でケビンとセドマが馬を制止させた。

「あの状態で逃げ出すのはずるいですよ！　本当に大変だった！　こっちの身にもなってほしい！」

「そうか。悪かった」

　思いの丈をぶつけてきたケビンにオルキスが気持ちのこもっていない謝罪をする一方、リリアは輝く瞳で父を見た。

「お父さん！　モルセンヌ！　本当に素敵ね！」

　セドマはリリアから街へと顔を向け、懐かしがるようにそっと目を細めた。

「……そうだな」

　しかし発せられた声音は苦しそうにも聞こえ、浮かれきっていたリリアの気持ちに切なさが入り混じっていく。

　モルセンヌの方角からこちらへと仔馬を引いてやってくる老人に気がつくと、オルキスはすばやく外套のフードを被り、両隣にいるふたりへと声をかけた。

「止まらずに城まで駆け抜ける。さっきの二の舞になりたくなければ、しっかりついてこい」

　うんざりした顔でケビンとセドマが頷く一方、リリアは驚きで声をあげる。

「えっ!?　このままお城に!?」

　ジャンベル城へはまた日を改めて訪ねることになるだろうと思い込んでいたため、予想すらしていなかった事態に緊張が込み上げ、リリアの表情が強張っていく。セドマだけならまだしも騎士団長のオルキスが荷担してしまったら最後、王子様へのお目通しの話はすぐに現実のものとなるだろう。

　風に巻き上がる髪を押さえながら、リリアはオルキスを見上げた。

　何度も唇を奪い、こんなにも気持ちをかき乱し、『俺を好きになれ』とまで言っておいて、オルキスは王子にリリアを会わせるのが楽しみで仕方ないといったような顔をしている。

　嬉々とした表情で前方をまっすぐ見つめるオルキスに、納得のいかない気持ちが膨らみ出す。

「そんなに私を王子様に会わせたいの？」

　オルキスに戸惑いの表情を浮かべられ、リリアの中にどうにもできないもどかしさと寂しさが生まれる。

　そんな顔ではなく『王子のところになど行くな！』と言ってほしいだけなのにと表情を曇らせながら、リリアはオルキスから目を逸らした。

　少し強引にリリアを引き寄せて、オルキスは囁きかけた。

「あぁ。早く会わせたい。リリアのすべてを俺が独り占めするためにも」

「……どういうこと？」

　王子と会うことで、どうしたらそうなるのか。

　どうせ王子の目には留まらないと考えているのならそれはそれで面白くないと、リリアはオルキスをジロリとにらみつけたが、オルキスはにやりと微笑むだけでなにも言わない。

　しかし抱いた疑問は、橋を渡りモルセンヌの町へと入った瞬間、綺麗にはじけ飛んでいった。

　通りには家や店がたくさん並び、どこを見ても人であふれ返っている。ぶつかるとヒヤヒヤするのはリリアだけで、オルキスをはじめケビンやセドマも冷静な顔を崩さぬまま人々の間を器用にすり抜けていく。

　通りすがりに見つけたパン屋はテガナ村にあるそれより建物がふた回りも大きく、窓の向こうにたくさんの客の姿があった。

　すれ違う女性たちの格好もさまざまだった。村の娘たちと似通っている飾りの少ない簡素なドレスを身に着けている者もいれば、肩の部分がわずかに膨らみ裾が大きく膨らんでいるような豪奢なドレスを着ている者もいる。それでも、どの女性もリリアにはあか抜けて見えた。

　人だけでなく建物など目に映るものすべてが、そして肌で感じる空気にすらリリアには洗練されているように思え、いちいち圧倒される。

「まぁ！　あの白馬はオルキス様のではなくて!?」

　聞こえた興奮気味の女性の大きな声にリリアはドキリとする。見れば通りの少し先に、顔を輝かせこちらを見つめている女性がいた。

「オルキス様ー！」

　その女性が親しみを込めて大きく手を振ると、周りにいた人もこちらへと振り返り、ぱっと表情を明るくさせるなど各おの々おのに反応を示した。

　オルキスの麗しい見た目だけを考えても、その人気者ぶりは当然のことのようにリリアには思えた。しかし若い女性からの人気の高さがどうしても目について複雑な気持ちになっていると、自分に気づいた人々が揃って驚きょう愕がくの表情を浮かべ始めたのが視界に入り、ハッとする。

「運命の乙女!?　まさか嘘でしょ!?」

　続けて女性の悲痛な叫びを聞き取り、自分が髪を隠していなかったことを思い出す。

　リリアが慌ててフードを掴み取ろうとしたその時、ひとりの老婆が街路によろりと進み出てきて、拝むように震える両手を合わせた。

「おおっ！　……ソラナ様！」

　白馬は速度をゆるめることなく老婆の横をあっという間に通り過ぎていったが、リリアには老婆が口にした名前がはっきりと聞こえていた。目と目もしっかりと合ったため、その言葉が自分に向けられたのも明白だった。

「……ソラナ、様？」

　まさかこんな形で母の名を聞くことになるとは思ってもいなかった。

　動揺しながらフードを目深にかぶり、心なしか鼓動が速くなっていく中、リリアは後方を駆ける父を見た。

　すぐに視線を通わせることはできたものの、少し硬くも見えるその表情からだけでは今の老婆の声が父に聞こえていたかどうかまでは分からなかった。

　心の中に多くの疑問が生まれたが、母のソラナがこの地で生きていた証あかしのような前向きな気持ちも持てた。きっと探せば母を知っている人を見つけることもでき、話を聞くことだって可能かもしれないと、リリアの中で新たな希望が生まれる。

　オルキスが短いかけ声と共に白馬の横腹を蹴ると、白馬も速度を落とすことなくゆるやかな上り坂を駆け上がっていく。ジャンベル城の門を視界に捉えリリアが再び緊張で身を強張らせると、ふたりの門番もこちらに気がつき、すぐさま槍やりを構えた。

　オルキスはわずかに笑みを浮かべ、そして声を張り上げた。

「門を開けよ！」

　高らかに響いた凛とした声音に、たちまち門番たちは警戒を解き、門の内側にいるだろう誰かに声をかけた。

「オルキス王子がお帰りになられた！　今すぐ門を開けよ！」

　そのひとことで、リリアの頭の中が真っ白になった。

　早速開かれた城門をくぐり抜け、白馬は徐々に速度を落としていく。中庭のようなところで進みを止め白馬を降りてフードを取ったオルキスの元へ、六十代ほどの白髪の男性が慌ただしく走り寄ってきて、折り目正しくお辞儀をした。

「お帰りなさいませ、オルキス王子」

「あぁ。留守中、なにか変わったことは？」

「オルキス様への謁見を願う若い女性の数が著しく増えたくらいで、他は特になにも」

　オルキスは侍従から飛び出した苦笑い気味の返答に顔をしかめてから、気を取り直すようにリリアに向かって両手を伸ばした。

「手を貸そう」

　リリアは声の出し方を忘れたみたいに何度か口を開け閉めしたのち、やっとの思いでオルキスに頷き返し、恐々と手を伸ばす。

　オルキスが王子？　騎士団長の間違いじゃないの？

　信じられないリリアに追い打ちをかけるように、周りを囲む人々が「オルキス王子」と次々に声をかけてきた。

　本当に王子様だというのなら……。そう考えた途端、めまいを感じ、リリアはほんの数秒瞳を閉じた。

　馬から降ろされ地に足をつけるまでの間、リリアの頭の中にオルキスとの記憶が次々と蘇ってくる。

　木の上から落ちてオルキスを下敷きにしただけでなく、口づけを交わしたのち頬を力いっぱい叩いた。相手が王子だと知らなかったとはいえ、出会いの時点ですでにとんでもない失敗をやらかしている。

　後悔し顔を青ざめさせながらゆっくり視線を上げると、オルキスににやりと笑いかけられた。

「まだ王子に興味を持てないか？」

「……っ！」

　リリアは引きつった声をあげながら口元を両手で覆い、目に涙を浮かべる。

「おぉ、そこにいるのはセドマではありませんか！　お久しぶりでございます！」

　セドマに気づいた白髪の男性が、目を大きくさせ歩み寄っていく。

「大変ご無沙汰しておりました。マルセロこそ、昔と変わらぬご様子。なによりです」

「またお会いできて光栄でございます……えぇとこちらは」

　衝撃から抜け出すことができぬまま、ふたりががっちりと握手を交わすのを涙目で見つめていたリリアへ、おもむろにマルセロが顔を向ける。

「あぁ。私の娘です」

「なんと！　そうでしたか！」

「……は、初めまして。リリアと申します」

　動揺ばかりが膨らみすぎてうまく笑うことができない顔を俯かせ、リリアは片方の膝を折り挨拶をする。しかしすぐに小さく声をあげ、フードを外してから、もう一度改めてマルセロに対してお辞儀をした。

「失礼しました」

　自分の髪の色をさらすことに抵抗はあったが、この場でフードを被ったままでいることは礼儀を欠いていると考えたのだ。

　案の定、マルセロはリリアを見て目を丸くさせ、口を半開きにさせたままオルキスへと目を向ける。

「連れて帰ったのはセドマだけではなかったようですね。まさかの……」

　それ以上言葉にはせず、マルセロはおもむろに口を手で覆ってみせた。

「ふたりとも大切な客人だ。丁重にもてなせ」

　言いながらオルキスはリリアの背に手を添え、そしてセドマにも視線を向け、共に先へと進むように促した。けれど歩き出してすぐに、思い出したように振り返る。

「それから、今宵の食事はこのふたりととりたい」

「かしこまりました。そのように準備させます」

　恭しく頭を下げたマルセロへと満足げに頷き返してから、オルキスはリリアに小声で話しかけた。

「部屋も用意させる。明日のためにゆっくり休め」

　歩を進めながらリリアもオルキスを見上げ、たどたどしく問いかける。

「明日、ですか？」

「あぁ。一緒に町に出よう」

　嬉しい誘いにリリアはパッと表情を明るくさせ、ついいつもの調子でオルキスに抱きつこうとしたが、隣にいるその人が誰なのかを思い出し動きを止める。伸ばしかけた手をゆっくりと自分の胸元へと引き戻し、そっと頭を下げた。

「オルキス様、感謝申し上げます」

　さっきまでとは別人のようによそよそしい言い草にオルキスは小さく息を吐きつつも、「こっちだ」と居城に続く回廊へとリリアをいざなった。

　興味津々に辺りを見回しながら、ゆるやかに曲がりくねった通路を進んでいたリリアの目の前に、分かれ道が現れる。

　五人は、ひとつの塊となって右側の通路を進んでいく。

　オルキスは左へと伸びた通路には目もくれなかったが、見るものすべてが物珍しいリリアは別だった。左の通路の先に礼拝堂のような建物があることに気がつき、我慢できない様子でちらちらと目を向ける彼女に、オルキスはふっと笑みをこぼす。

「落ち着け。あとで連れていってやるから」

　呆れているようにも聞こえる声でオルキスに諭され、リリアは一瞬で頬を熱くさせる。挙動不審のようになっていたかもと反省し、第一王子の隣を歩く今だけでも堂々としているべきかもしれないと背筋を伸ばした。

　なけなしの勇気を振り絞り虚勢を張ろうとしたけれど、その努力はすぐに打ち破られることとなる。

「オルキス様ー！　お帰りなさいませ！」

　前方からこちらに向かって駆けてくる女性の姿を視界に捉え、オルキスはほんの一瞬眉間にしわを寄せた。

　その女性は目にも鮮やかな赤いドレスを着ていた。胸元が大きく開き、肘まである袖は肩の部分にゆったりとした膨らみを持っている。裾へと向けてふわりと広がっていくスカートを揺らしながら猛烈な勢いで突き進む彼女の姿は、猛獣を彷ほう彿ふつとさせた。

　怯えから足を止めたリリアにつられ、オルキスたちも立ち止まる。

「お帰りを今か今かとお待ちしておりました！」

　少し暗くはあるが自分と同じ系統の色味を持った豊かな髪は、紫色の宝ほう玉ぎょくがあしらわれた髪飾りを使い、乱れひとつなく結い上げられている。気位の高さも漂わせているため、彼女が貴族の出自だということはリリアにも一目で分かるほどだ。

　しかも、瞳も深い緑色をしている。

　そこまで気がつくと、彼女もまた自分のように予言のもとこの城に連れてこられた女性かもしれないという考えに至った。

「なにか用か？」

　鋭く言い放ったオルキスの目の前でぴたりと足を止め、彼女は優雅にお辞儀をしてみせた。そして甘えたように手を伸ばしてオルキスの腕を掴む。

「いえ。オルキス様のお顔が見られなくて、寂しかっただけですわ」

　親しげな様子を見せつけられ、もしかしたら彼女も自分と同じようにオルキスが連れてきたのかもしれないと、一気にリリアの気持ちが沈み出す。

　ちくりと嫉妬で胸が痛むのも感じながらも、城の中にいる花嫁候補は彼女ひとりだけとは限らないと、そんな想像まで膨らんだ。

　だとしたら城の中だけでなくモルセンヌの町の至るところに、黄金色の髪に深緑の瞳を持つ娘がいることだろう。どちらにせよ、自分はただの候補のひとりにすぎない。

　その現実が胸に迫ってきて、リリアは切なさで表情を曇らせた。

　ごほんと咳払いをしつつ、マルセロが進み出てくる。

「オルキス様。速やかに準備を整えるべく、わたくしは先に行かせていただきます。それでは、またのちほど。失礼いたします」

『またのちほど』はリリアにかけられた言葉だった。マルセロからにこやかに笑いかけられ咄嗟に微笑み返したあと、リリアは頭を下げた。

　すると女性が、そこにいたことに初めて気づいたような顔でリリアを見た。初めは不思議そうな顔をしていたが、徐々に怒りの表情へと変化する。リリアが運命の乙女の条件に当てはまっていることに気がついたからだ。

「見かけない顔ね」

　威圧的に響いた声音に思わずリリアが身を竦めると、女性はふんっと鼻を鳴らす。

「わたくしは、サムエトロ伯爵ビニシオ・ボーマンの娘、ユリエルと申します」

　サムエトロ伯爵はモルセンヌより北西の地を治めていて、リリアたちもサムエトロ伯爵の広大な領地を通り、この地へとたどり着いた。

「あなたは？」

　リリアが纏う少しくたびれた外套を見ながらユリエルが半笑いで問いかけた次の瞬間、小さな悲鳴があがった。

「いつまで俺に気安く触れている」

　オルキスが自分の腕を掴んでいたユリエルの手を大きく振り払ったのだ。

　あまりにも冷たい声音に、ユリエルだけでなくケビンも驚いたようで、ずずっと足音を立て後ずさりする。

「お、お許しください、オルキス様」

　深く頭を下げたがオルキスから冷ややかな眼差しを向け続けられ、ユリエルは怯んだように瞳を揺らした。そして不機嫌な理由を探るようにオルキスをちらちらと窺ったあと、気まずさを押し殺してリリアへ微笑みかけた。

「お気を悪くされたのなら、ごめんなさいね。あなたも私と同じ色を持っているようだから、つい気になって」

　気を悪くはしていないが、素直に自分の出身地を答えることにためらいを覚えたのは事実である。そのことが悔しくて俯いたリリアを、オルキスはそっと引き寄せた。

「同じ色？　そうか？　よく見てみろ。彼女のほうが、ため息が出るほど美しい」

　言いながら、オルキスの指先がリリアの髪に触れ、頬をもなぞる。

　瞳を覗き込み熱く見つめてきたオルキスに、リリアは頬を熱くさせる。

「オルキス様！」

「……なにを騒いでおる」

　ユリエルの金切り声に続いて低く太い声が回廊に響き渡り、束の間、その場の空気が凍りついた。

　後ろを振り返ったリリアは、礼拝堂のほうから従者を引きつれ近づいてくる四十代半ばほどの男性の姿を見つける。

「父上」

　そしてオルキスがぽつりとつぶやいた言葉を聞き、彼こそがアシュヴィ王その人だと知る。

　目鼻立ちのはっきりと整った顔立ちは息子のオルキス同様麗しくもあるが、年齢を重ね渋みが増したため貫かん禄ろくも十分。黙って見つめられれば、相手は簡単に萎縮することだろう。

　その身に纏う滑らかで光沢のある生地を用いた深い赤色のマントは金糸の刺繍が施されていることで豪華さが増し、リリアは気品あふれる美しさに目を奪われた。しかし、父とケビンがほぼ同時にその場に片膝をつき頭を垂れたことに気づき、慌てて床に両膝をついて手を胸の前で組み、頭を下げた。

「お見苦しいところを失礼いたしました」

「オルキス、お前帰ってきていたのか。セドマに会いに行ったと聞いたが……会えたか？　元気でおったか？」

「セドマならそこに」

　オルキスの言葉と共に、衣擦れの音を立ててセドマが顔を上げる。

「国王陛下、大変ご無沙汰しておりました。セドマです」

　人が近づくのを拒むように厳しい表情を浮かべていたアシュヴィ王だったが、足元に控えていたセドマに視線を落とした瞬間、目尻を下げてとても嬉しそうに笑った。

「おおっ！　セドマ！　会いたかったぞ！」

　つい顔を上げ、その様子を見つめていたリリアへ、アシュヴィ王は何気ない様子で視線を移動させ、息をのんだ。

「……そこにいるのは私の娘でございます」

「セドマの、娘？」

　父に視線を戻したアシュヴィ王が明らかな動揺を見せながら再び自分を見たことで、リリアは訳も分からぬまま、床に額がつくほどに勢いよく顔を伏せたのだった。




　アシュヴィ王に続く形で、回廊から居城部へと場所を移動したあと、セドマとリリアは慌ただしくやってきた召使いたちの案内で客室に通された。

「本当になにもかも素敵ね」

　リリアは窓の向こうに広がる庭園を見つめながらうっとりとため息をつく。

　今いる部屋は二階に位置するため、広大な庭園を上から見ることができた。低木の緑と共に赤や黄、紫など色とりどりの花が咲き乱れている様は見事で、日が暮れ始めた今、夕日の橙だいだい色いろを含んだ噴水の水がキラキラと流れ落ちていく光景も格別である。

「ジャンベル城の庭園は見事だが、奥に行けば行くほど複雑に入り組んでもいる。散策を許されても、迷子にだけはならぬよう気をつけろ。迷惑がかかるからな」

　背もたれのあるふかふかな長椅子にゆったりと腰かけ、部屋にあった本へと目を落としたまま、セドマはなんてことない様子でリリアに忠告する。

　この部屋に入ってからそれほど時間は経っていない。リリアは部屋の中にある豪華な調度品や窓の向こうに広がる庭園を眺めたりなど興奮はまだまだ冷めぬというのに、セドマは違った。一度ちらりと窓の外を見て「変わらないな」とつぶやいたあとは、時間を潰すかのように静かに本を読んでいる。

　興味がないのか、それともすでに見知っている光景だから騒ぐほどのことでもないのか。多分後者だろうと予想しながら、リリアは今さらながら父をじっと観察してしまう。

　用心棒のような仕事をしていたため、それなりに腕が立つのだろうとは思っていた。しかし実際はリリアの想像を軽く超え、ジャンベル騎士団の団長の任に就いていたことだけでなく、回廊でのやりとりから、国王ととても良好な関係だったことも見て取れた。

　リリアは国王が自分に向けた驚愕の表情を思い出し、小さくため息をつく。

　この部屋へと案内をした召使いたちも、リリアを見て目を大きくさせていた。しかし国王のそれは、様子がまた違っていたのだ。動揺したのは髪や瞳の色に対してではない。リリアにはそんなふうに思えて仕方がなかった。

　ふとリリアは、国王と同じような眼差しで見つめられたことがあったのを思い出す。モルセンヌの街中、駆けゆく白馬の前に出てこようとしていた老婆だ。あの時老婆は確かに、リリアを拝んで「ソラナ様」と母の名を口にした。

　国王もリリアにソラナを重ね見たがために、あのようにひどく狼ろう狽ばいしたというのなら納得がいく。

　いったい母ソラナはどのような女性だったのか。湧き上がってきた疑問に確実に答えられる人物が、同じ室内にいる。

　聞いてみたい。しかしこれまで母に関する話をしたがらなかった父だ。聞いたところで答えてもらえるかどうかは分からない。けれどやはり……知りたい。

　頭の中でぐるぐると思いを巡らせていると、コンコンと軽やかな音を立てて戸が叩かれた。

「失礼いたします」

　室内に入ってきたのは、リリアより少しだけ幼さを感じさせるひとりの娘だった。すぐさま本を閉じ神妙な面持ちで長椅子から立ち上がったセドマに笑いかけたのち、彼女はリリアに対して優美な微笑みを浮かべた。

「お兄様が連れ帰った花嫁というのはあなたね！　本当に予言通り！」

　その言葉を聞いて慌てて姿勢を正したリリアに向かって、娘はまっすぐ歩み寄っていく。目の前で足を止めると、観察するようにじっとリリアの顔を見つめた。

　リリアも顔を強張らせながら彼女を見つめ返す。そして彼女の黒髪と、似通っている目元から、先ほど言った『お兄様』が誰のことかも徐々に分かってくる。

「グラシナ王女自らお越しにならずとも、お呼びくだされば……」

「どんな人なのか会いたくなって、周りに内緒で来てしまったの。ふたりとも驚かせてごめんなさいね」

　いつの間にかすぐ後ろまでやってきていたセドマに、グラシナ王女は屈託のない様子で笑いかけた。オルキスの麗しさも桁外れだが、グラシナもまた妖精と見間違うほど華やかで美しい。

「名はなんというの？」

「リリアと申します、王女様」

「リリア！　名前もとっても可愛らしいのね。わたくしはグラシナ、気軽に呼んでくださいな」

「ありがとうございます」

　感謝の言葉を返しながら、リリアは気恥ずかしさで頬を赤らめた。グラシナの好奇心いっぱいに輝く瞳がなかなか自分から逸らされないからだ。

「同じような色は最近たくさん見かけているけど、やっぱりリリアさんの色は他とは違って見えるわ。とっても素敵！」

　褒められたことにさらに顔を熱くさせリリアがグラシナに微笑み返すと、それを受けたグラシナも笑みを深めた。

　先ほど回廊で会った花嫁候補の女性からの視線は不快でたまらなかったが、こんなに見つめられてもグラシナの視線は気に障らなかった。リリアははにかみ、グラシナは楽しそうにふふふと笑うと、その場の空気が一気に和み出す。

　成り行きを見守っていたセドマがやれやれといった様子で短く息を吐いた時、「決めたわ！」とグラシナが拳を握りしめた。

「お兄様からはダメだと断られたけれど、やっぱりわたくしも一緒に食事の席に着かせてもらうわ！　いろいろお話がしたいもの！」

「……一度断られているのに強硬手段に出れば、オルキス様の怒りを買うのでは？」

　言葉を選びながら困惑気味に言葉を並べたセドマだったが、当のグラシナは聞いていない。パッと顔を輝かせて「そうだわ！」と手を打ち鳴らした。

「お兄様は急な客人の対応であと少し時間がかかりそうなの。だからそれまでの時間をわたくしにくださいませ！」

　グラシナの嬉しそうな顔から、なにかをしようとしているのは明らかだった。思わず身構えたリリアとセドマはどちらからともなく視線を通わせる。

「召使いに服を持ってこさせますから、セドマもお着替えになって！　入浴もできるように言っておきますわ」

　グラシナはにこやかにセドマへとそう告げたのち、がしりとリリアの手を掴み取った。

「リリアは私と一緒に、ね？」

「グラシナ様!?」

　楽しそうに歩き出したグラシナに引っ張られ、リリアも腰が引けたまま前へと進み出す。

　このままついていって大丈夫かと不安いっぱいで振り返る。父は苦笑いを浮かべているものの、すべてを受け入れるしかないと諦めた様子でその場から動かない。

　相手は王女だ。逆らい怒りを買うような事態に陥れば、命が危うくなるかもしれない。リリアも覚悟を決め、グラシナと共に部屋を出たのだった。




　そこからリリアの時間は慌ただしさと共に過ぎていく。

　グラシナのひと声で、まずリリアは部屋の外で見張りをしていた召使いの女性に浴場に連れていかれることとなる。気恥ずかしくて断り続けるも、入浴場で待っていた女性たちから手慣れた様子で身体を洗われ、そして浴場を出たあともまた、急かされながら支度部屋へ連行される。

　グラシナの嬉しそうな声が響く中、女たちの手によってリリアは着飾られていった。

「リリア、とっても似合ってますわ！　とってもとっても可愛い！」

「そ、そうでしょうか？　ありがとうございます」

「お兄様も惚れ直すに違いありませんわ！」

　支度部屋から廊下へと出ると、リリアは髪飾りにそっと触れながら、先ほど鏡越しに見た自分の姿を思い返した。

　身に纏っているのは、グラシナが用意させた滑らかな肌触りをした淡い紫色のドレス。耳の上に添えられた花の髪飾りはドレスと同じ薄紫色で、少し小ぶりではあるが同じものが靴の飾りとしても使われている。

　憧れはあってもこんなに華やかなドレスを着たことはこれまで一度もなかった。そのため嬉しくはあるのだが、襟ぐりが深く開いた形になっていることもあり、肩や首回りの素肌を大きくさらしているのがとても恥ずかしかった。

　しかし回廊で見かけた花嫁候補の女性のほうが、胸のふくらみが際立つほどにもっと際どいところまで広く開いていた。あくまで自分が着慣れていないだけでこれくらい普通のことなのだろうと、なんとか気持ちを落ち着かせようとする。

「お兄様はもうテーブルに着いていらっしゃるみたい。私たちも早く行きましょう！」

「はい！」

　向かう先に彼がいると思うだけで心強くて、口元が綻ぶほど心が喜びで満ちあふれ、自然と歩く速度が速くなっていく。使用人たちと廊下ですれ違うたび皆に注目され、リリアは足元を飾る紫色の花へと気恥ずかしげに視線を落としつつ、グラシナと共に先へ急いだ。

「グラシナ、なにをそんなに急いでいるの？」

　突然、背後で男性の穏やかな声が響き、グラシナの足が止まる。

「セルジェル兄様」

　もちろんリリアも歩みを止め、声の主を振り返り見た。

　そこには、茶色の髪に同じく茶色の瞳を持ち、笑い顔は幼さも感じさせ、身体の細さから中性的な印象を与える小柄の男性が立っていた。

　一瞬間を置いてから、グラシナが彼を『兄様』と呼んだのをリリアは思い出す。腹違いではあるが、オルキスにはグラシナだけでなくもうひとり兄弟がいる。

　着慣れぬドレスゆえにぎこちなさを感じる動きでお辞儀をすると、セルジェルはキョトンとした顔でリリアを見つめ返した。

　彼も王子だ。庶民とは比べ物にならないくらいに華がある。しかし、見た人の心を掴んで離さない容姿、所作、発する声の力強さなど、オルキスと比べると物足りない。

「彼女は……もしかして、オルキス兄さんが連れて帰ってきたって噂の？」

「そうよ！　リリアっていうの。可愛いわよね」

「そうだね。確かに可愛いらしい子だね。ただのボンダナの戯ざれ言ごとかと思ってたけど、君を見ていると運命の乙女は本当にいるのかもしれないって思えてくるな」

　口を開くより先にグラシナに紹介してもらったため、リリアはもう一度頭を下げるだけに留め、そのまま顔を俯かせた。セルジェルの瞳に、徐々に面白がっているかのような意地悪な輝きが混ざり始めたからだ。悪意を持ってのことではないと思っても、リリアにとってあまり気持ちのいいものではなかった。

「兄さんも僕と同じように、彼女になにかを感じたのかもしれないね。母さんもそう思わない？」

　セルジェルの問いかけとほぼ同時に、リリアとグラシナは彼の後ろへと目を向けた。

　侍従たちがさっと引いてできた空間から、ひとりの女性が前に進み出てくる。背はリリアよりも小さいというのに、顎を逸らし見つめてくる立ち姿が威圧的だからか存在自体が大きく見えた。

　セルジェルの母、つまりアシュヴィ王の妃なのだからそれも当然なのかもしれないと冷静に思う傍ら、リリアの中で恐れの気持ちが膨らみ、自然と顔が強張っていく。

「運命の乙女？　笑わせないでちょうだい！」

　ぴしゃりと言われ、リリアはびくりと身を竦めた。

「あんなふざけた予言で勘違いして、我が物顔で城の中を歩き回らないでほしい――」

　セルジェルの母がうんざりとリリアを見たその瞬間、ふつりと言葉が途切れ、場が嫌な静けさに包まれた。

　自分を見つめる驚きに満ちた表情に、リリアはまただと息をのむ。

　セルジェルの母も、アシュヴィ王や街で見た老婆と同じ顔をしている。おそらく彼女も心の中で『ソラナ』と母の名をつぶやいているのではないか。そう確信に近い思いをリリアが抱いた時、セルジェルの母がリリアから目を逸らした。

「あなた、どこの出身？」

「……テガナ村です」

　正直に答えると、セルジェルの母は短く息を吐き、気だるげに首を横に振る。

「テガナ村？　そんな村、聞いたことがないわね。いったいどこにあるのよ」

　侮辱の含まれた言葉の響きに、リリアは顔を俯けたままわずかに唇を噛み、込み上げてくる不愉快さを耐えた。

「まさかテガナ村をご存じないとは。霊峰として名高いカサータ山の麓にある村です」

　力強く響く言葉と共にリリアの視界に影が差し込む。

「一度足を運ばれてみたらいかがですか？　テガナ村で英気を養い山へと登れば、きっと恩恵にあずかれることでしょう」

　目の前にオルキスがいる。彼が来てくれたことにリリアは心の底からホッとし、目に涙を浮かべた。

「……オ、オルキス兄様」

　グラシナが話しかけると、オルキスはちらりと不機嫌な眼差しを向ける。

「セドマからリリアがグラシナに連れていかれたと聞いて、慌てて迎えに来た。勝手に連れ回さないでくれ」

「ごめんなさい」

　厳しい顔をしていたオルキスだったが、大げさにも思えるほどしゅんと肩を落としたグラシナを見て、堪えきれずに笑みをこぼす。

　するとグラシナも先ほどまでのしおらしさなどあっという間に脱ぎ捨てて、オルキスへ得意げに笑いかけた。

「でもお兄様、ご覧になって！　可愛らしさに磨きがかかりましてよ！」

　次の瞬間、オルキスと目が合い、リリアは瞳を揺らす。着飾った自分を見てオルキスはどう思うだろうかと、どんどん不安になっていく。

　背伸びをしすぎている。田舎者には似合わない。負の感情が心の中で渦巻き始めた時、そっとオルキスがリリアの頬に触れた。

「心細かっただろう。待たせて悪かった」

　労いたわるようなオルキスの優しい声音に、リリアの胸がじわりと熱くなっていく。確かに心細くはあったが、こうしてオルキスが迎えに来てくれ、なにより不安に揺れる彼の瞳を見つめ返していると、そんな気持ちなどすぐに消えていく。

　ゆっくりと首を横に振りリリアが微笑みかけると、オルキスも表情を穏やかにさせて、リリアの肩に手を移動させる。そしてそのまま体重をかけ、耳元へと顔を近づけた。

「リリアの可愛らしさは……ふたりっきりの時にじっくり堪能させてもらいたい」

　リリアは勢いよく顔を上げ、顔を赤らめながら、甘ったるいくすぐったさが残る耳元を手で押さえた。

　オルキスはくくっと笑いながら身体を離す。リリアの赤く染まったその手を優しく掴み取り、きゅっと握りしめた。そしてセルジェルとその母親へと身体を向けてふたりを一いち瞥べつしたのち、もう片方の手を胸元に添えながら恭しくお辞儀をする。

「それでは失礼いたします」

　オルキスはふたりへ視線を戻すことなく、リリアをその場から連れ出した。

「置いていかないでよ！」

　焦ったようなグラシナの声が後ろから追いかけてきたけれど、リリアも振り返ることはせず、ただじっとオルキスの大きな背中を熱く見つめ続けた。

　そのまま連れてこられたのは、広々とした食事室だった。

　リリアの視界にまず飛び込んできたのは、長いテーブルとそれを囲うようにいくつも並び置かれた椅子。テーブル上部の天井からはきらびやかなシャンデリアが下げられており、暖色系の蝋ろう燭そくの明かりがテーブルいっぱいに並べられている美味しそうな料理を照らしている。

　たくさんのお皿が飾られた壁際の戸棚前で話をしていたセドマとケビンは、三人が室内に入ってきたことに気づき、すぐさま歩み寄る。

　しかしオルキスはふたりに止まるよう手で合図を送り、そのまま自分はリリアを連れて窓側に位置する席へと進む。そしてオルキス自ら椅子を引き、「どうぞ」とリリアに着席を促した。

　リリアは恐縮しながらもこくりと頷き返す。そして先に席に着くことを申し訳なく思い、グラシナやケビンへと頭を下げた。

　リリアが席に着くと、その隣にオルキスが座る。オルキスの向かい側の席へグラシナが、続けてリリアの前にケビンが、ケビンの隣にセドマが腰を下ろした。

　楽しそうに席に着いたグラシナだったが、オルキスからの不満の眼差しに顔色を変え、むっとしかめっ面をしてみせた。

「嫌です！　わたくしも同席させていただきます！」

「俺はセドマと仕事の話をしたいのだが」

「まぁ仕事ですって!?　それではリリアにつまらない思いをさせてしまいます。モルセンヌでの初めての夜ですもの、おもてなししたいわ。楽しく優雅な気持ちでたくさんおしゃべりをしながら食事を美味しくいただきましょう！」

　グラシナが言い終わらぬうちに、弦楽器や管楽器を持った男性たちが食事部屋へと入ってきて、それぞれがオルキスへと一礼する。

　何事だと眉間にしわを寄せたオルキスに「わたくしが呼びましたの」とグラシナがひとこと添える間に彼らは準備を整えた。バイオリンの控えめな音色にさまざまな音が続き、しっとりと胸に染み入るような音楽が奏でられていく。

「……仕方ないな」

　落ち着かぬままオルキスを見つめていたリリアだったが、グラシナに留められていた彼の視線が自分に移動したことで、赤く染めた顔を慌てて逸らした。廊下でつないだ手と手が、実は椅子に座った今もなおつながったままなのだ。たとえテーブルで隠れて向かい側に座る三人には見えなかったとしても、触れ合ったままでいることがリリアには恥ずかしくて仕方がなかった。

「楽しく優雅に、今宵の食事を楽しんでくれ」

　言いながら、オルキスは手をきゅっと握りしめた。リリアの身体はさらに熱くなり、鼓動も一段と速くなっていく。

　そして、オルキスの手がリリアからそっと離れたのが合図だったかのように、賑にぎやかな晩ばん餐さんが始まった。

　金や銀のお皿に牛や子羊、七面鳥などの肉がたくさん並び、他にも魚や貝料理、見たこともない果物までもがふんだんに盛られている。生まれてからずっと質素な生活を送ってきたリリアにとって、テーブルの上に広がる光景はまるで夢の中の出来事のように豪華すぎた。

　最初こそ場に圧倒されていたリリアだったが、興味津々なグラシナとテガナ村の話を交わすうちに徐々に緊張も解け始める。真っ白なパンを口に運びながらグラシナに何度も頷き返し、ケビンの失敗談に笑みをこぼした。

　グラシナに『踊りましょう』と強引に誘われたセドマが気乗りしない様子であるにもかかわらず上手にダンスをやってのけたことに唖あ然ぜんとする場面もあったが、和やかな空気の中、強張っていたリリアの顔は徐々に笑顔へと変わっていった。

　面白いという気持ちを共有したくてオルキスへ顔を向ければ、また違う感情がリリアの中で膨らみ出す。どの瞬間に彼を見てもオルキスはすぐに視線を受け取り、リリアに優しく微笑み返してくるのだ。

　飲んでいたお酒のグラスをわずかに掲げながらウィンクをされた時だけはさすがに照れて目を合わせていられなくなったが、この晩餐はリリアにとって幸せに満ちた時間となった。

　食事を終え部屋を出ると、またオルキスがリリアの手を掴んだ。

　人目をはばからずつながれた手を、ふたりの背後からじっと見つめて照れ笑いをしたケビンに、オルキスの冷めた目が向けられる。

「なにか？」

「……いえ、なにも」

　咳払いで気まずさをごまかしたケビンの前へとニコニコ顔のグラシナが進み出てくる。

「お兄様の相手がやっと現れてくれて、わたくしホッとしてますわ。リリアならなんの文句もありませんし」

　胸元に手をあてつつ、グラシナが足を止めた。つられるように皆の足が止まる。

「今宵はテガナ村の貴重なお話をたくさん聞けて、とてもよかったわ。今度は女同士でゆっくりと、ね？」

「はい！　ぜひ！」

　華やかな所作で「おやすみなさい」と挨拶をしたあと、グラシナはお付きの者と共に列を離れていく。

「そういえば」

　再び先頭を歩き出したオルキスが小さく声を発し、肩越しに後ろを見た。

「父がセドマと話したがっているらしい。きっと近いうちに呼ばれるだろう」

「そうですか……分かりました」

　わずかに口元をゆるめてセドマが静かに言葉を返した時、オルキスはなにかに気づき、廊下の奥へ視線を伸ばした。

　その様子に気づいたリリアもつられて後ろを見ようとしたけれど、それよりも早くオルキスは顔を前に戻し、くっとリリアの手を引く。

　心なしか足早になりつつ案内されたのは、城に着いたあとに通されたのとは別の客室だった。

「室内の確認を」

　オルキスの指示を受け、セドマは神妙な面持ちでひとり室内へと入っていく。

「ケビン、念のため今夜はお前もセドマと共にいろ」

　続けて小声で出された命令を不思議に思ったのはリリアだけのようだった。セドマだけでなくケビンまでも、その表情からわずかに緊張していることが感じられる。

「従者もひとり置いていく」

　すぐ後ろに控えていた女性から頭を下げられ、リリアもすぐに頭を下げ返す。

　身体を起こし微笑んだ彼女には見覚えがあった。支度を手伝ってくれた女性のうちのひとりだ。

「リリアに不便な思いをさせないように」

　少し厳しくも聞こえるオルキスの要求に、彼女は頼もしくも感じる張りのある声で「承知いたしました」と返事をした。

　一方、戸惑いを隠せぬリリアはつないでいた手を離し、オルキスの前へと進み出る。

「オルキス様。私にそのようなお気遣いなど……」

「リリア。俺のためだと思って我慢してくれ」

　オルキスはリリアの髪にそっと触れ、優しく囁きかけた。

「リリアを守るのは、俺の役目だ」

　見つめる先にあるオルキスの深紅の瞳が柔らかく細められ、リリアの鼓動が大きく跳ねた。

「オルキス様」

　無意識に発した声は甘えているようで、なおかつ愛おしさに満ちあふれているようでもあり、リリアは恥ずかしさで顔を熱くさせる。

「明日の朝、迎えに来る。おやすみ、リリア」

　オルキスの声もまた、リリアに負けないほどの甘美さが込められていた。

　胸を高鳴らせるリリアの額にそっと口づけを落としたのち、オルキスはリリアの腰を軽く押し、部屋に入るよう促した。そしてリリアが侍従の女性と共に完全に室内へと足を踏み入れた瞬間、鋭い動きで振り返る。

　遠くからこちらを見ていた女性――ユリエルははっと息をのむと、怯えを隠せぬままにすぐにその場から姿を消した。

「頼むぞ」

　警戒心を露わにユリエルのいた場所をにらみ続けるオルキスへ、ケビンは力強く頷き返した。
















第三章　未来への誓い













　――故郷テガナ村の森の中、木漏れ日の柔らかな光が降り注ぐ土の上をリリアは裸足でのんびり進んでいく。

（ねぇ、お母さん。この森には本当に妖精がいるのよ）

　吹き抜けていく温かな風を頬に感じながら、この森の奥で眠る母に心の中で話しかけた。

　小川のほとりに佇たたずむオルキスの姿を見つけるとリリアの足は自然と早まり、鼓動も高鳴っていく。そっと手を伸ばし、後ろからきゅっと抱きついた。

　黒髪をさらりと揺らし、たおやかに振り返ったオルキスは、見た目よりもたくましい両腕でリリアの身体を包み込む。

　オルキスの美麗な顔をじっと見つめたのち、リリアは幸せで満ち足りた気持ちのままに微笑んだ。

（巡り合うことができたの。簡単には出会えない彼という存在に。胸が苦しくなるほど、こんなにも彼のことが愛おしい）

「……オルキス」

　厚みのある胸板へリリアが甘えるように頬を押しつけると、オルキスの手が優しくリリアの頭を撫でた。やや間を置いてから、その手がリリアの顎を軽く持ち上げ、額へ頬へとくすぐるように口づけをする。

「リリア」

　熱を孕はらんだ低い声音に甘い吐息が混ざり合う。

　リリアは時折身体を震わせながらも、その口づけをすべて受け入れる。

「オルキス」

　狂おしく言葉を紡いだ瞬間、口づけが深くなった。舌先に触れた柔らかな感触にドキリと鼓動が跳ね……リリアは違和感を覚えて、ゆっくりと意識を浮上させた――。

　まぶたを開け、視界いっぱいに映り込んだ妖精のように美しいオルキスの顔に息をのむ。

「おはよう」

　リリアは慌てて自分の状況を確認するが、それがさらに混乱を招くこととなる。

「オ、オルキス様！　ど、どうしてここに!?」

　昨晩案内された部屋はとても広く、居間とふたつの寝室がある造りとなっていた。リリアは片方の寝室を使わせてもらい、ふかふかの大きなベッドで独り眠りについたのだが、目覚めた今、なぜか隣にオルキスがいる。しかも寄り添うように身体がぴったりと密着している状態でもある。

「朝になったから、起こしに来た」

　思わずリリアは『どんな方法で？』と聞き返しそうになるが、オルキスの口元が意地悪く笑ったのを目にし、ぐっと思い留まった。わざわざ言葉で聞かなくとも、その手段がまだ自分の唇に余韻として残っていたからだ。

　気恥ずかしさで頬を赤らめているリリアを、オルキスは愛おしそうに見つめる。

「リリア、食事を済ませたら街へ出よう」

「……本当に、そんなことをして平気なのですか？」

　オルキスと一緒にモルセンヌの街を歩くことがリリアの望みではあったのだが、彼の正体を知った今、無邪気に喜ぶことにためらいも生まれる。

「セドマやグラシナ、もしかしたら他にも。リリアが望んでいることを知れば、街の案内を買って出ようとする者が現れるだろう。そうなる前に俺がリリアを連れ出す」

　優しくリリアの頭に触れてから、オルキスはベッドを下りた。リリアも急いで身体を起こし、「オルキス様！」と呼びかける。

「ありがとうござます！　私、とってもとっても嬉しいです！」

　胸の前で両手を合わせながら感謝の言葉を繰り返すリリアを見て、オルキスは表情を柔らかくさせる。

「あとでまた呼びに来る。それまでに準備を整えておいてほしい」

「はい！」

　満面の笑みでの返事にオルキスは満足げに頷いて、そのまま寝室を出ていった。

　リリアは喜びで胸を震わせながらそばにあった枕を力いっぱい抱きしめたあと、ベッドを飛び出す。

　リリアが居間へ移動すると同時に部屋の扉が閉まった。もう室内にオルキスとケビンの姿はない。

　しかし昨晩、夜遅くまで居間からセドマとケビンの話し声が聞こえていたことや、大きさの違うふたつのソファーそれぞれに無造作に放置されたブランケットがあることから、ケビンはひと晩中この部屋にいたということが分かる。

　居間にはセドマ以外に、昨日リリアのお世話係の命を受けた女性と、城に着いた時にオルキスを迎えに出てきた白髪の男性マルセロがいた。

　マルセロはリリアに挨拶をしてから、「それではのちほど」とセドマとの話を終わらせて、きびきびした足取りで部屋から出ていった。

　のちほどなにがあるのかをリリアが知ったのは、食事や街へ出る準備を整えたあとのことだった。




「お父さんは、今から国王陛下のところに？」

　庭でオルキスが待っていると迎えに来たケビンと共に廊下を進みながら、リリアは斜め後ろを歩く父に言葉をかける。

「あぁ。先にオルキス様がお前と一緒に街へ出ることを知っていたら、そちらに同行するのを選んだのだが……ケビン、知っていたなら教えてくれてもよかったのに」

「いえ。俺もオルキス様から聞いたのは朝、部屋を出たあとのことですよ」

　不満たっぷりにも見える顔をしたセドマにケビンが苦笑いをした。

「まぁ、第一王子と運命の乙女が仲よく街中を散歩していたら大騒ぎになるのは必至ですし、リリアさんがなにか騒ぎに巻き込まれないかと気がかりなのも分かります。……しかしオルキス様は隙のないお方です。それに俺も警護しますのであまり心配なさらないでください」

　セドマはちらりとケビンを見てから大きく息を吐いた。

「……ボンダナの予言した娘はリリアだと信じていいのか？　オルキス様は本当にリリアを気に入ってくれているのか？」

　当人がそばにいるというのに無神経なことを口にしたセドマにリリアは思わず眉根を寄せ、問いかけられたケビンもまた困り顔となる。

「オルキス様から言葉ではっきりと聞いたわけではありませんので断定はできませんが……朝起きてすぐに様子を確認しに来てしまうくらいリリアさんを大切に思っているのは確かだと、個人的には思います」

「……そうか」

「あぁでも。運命の乙女かどうかに関しては、リリアさんの気持ち次第ではないかと。リリアさんはどうなのです？　恋に落ちましたか？」

　直球の質問に一気に頬が熱くなる。そして父のいる前では答えにくいことでもあるため、リリアは無難に無言を選択する。

　やきもきするふたりの視線を感じつつも、リリアは黙ったまま階段を下りていく。そのまま先頭をきって玄関口へと向かい始めた時、遠くからケビンが声をかけられた。

　廊下の奥からこちらに近づいてくる青年を見て、ケビンはセドマに「少しだけここで待っていてもらえませんか？」と申し訳なさそうに願い出る。

　ケビンが離れ、ふたりっきりになったところで、リリアはゆるく編み込まれた自分の髪に触れながら父に切り出した。

「お父さんは、国王陛下に……なぜ呼ばれたの？」

　国王が自分に見せた驚きの表情を思い出して顔を曇らせながらも、まずは気になったことを問いかける。

「いろいろ話がしたいのだろう。昔話だったり、これまで俺がなにをしていたのかだったり、それから……」

　そこでセドマは言葉を濁し、ちらりとリリアを見た。

　その視線をしっかりと受け取ったリリアは、父がためらっているだろう言葉をあえて口にする。

「私の話だったり？」

　言葉にしてしまえばもう止まらなかった。強い思いに突き動かされるままに質問を重ねていく。

「国王陛下は私を見てひどく驚いていらした……。それはどうして？」

「それは……」

「私がお母さんに似ていたから？」

　リリアがずっと感じていたことをぶつけると、セドマは唖然とした顔で動きを止めた。

　ふたりは身動きをせずじっと見つめ合っていたが、たまらないといった様子でセドマが先に顔を逸らした。

「初めてお目にかかった時、国王陛下が私を通してお母さんの姿を見ていたような気がしたの。国王陛下だけじゃないわ。町で見かけたお婆さんだって、私を見て『ソラナ様』って――」

「リリア！」

　鋭く名を呼ばれ、リリアはびくりと身体を竦めた。

　やや間を置いたあとセドマがゆっくりと顔を上げる。

「モルセンヌにいる間、母さんのことは忘れるんだ。決してその名を口にしてはいけない」

　怒りからか、それとも切なさからなのか、厳しく告げたセドマの声は微かに震えていた。

　どうしてと頭の中は疑問でいっぱいになっていくのに、自分に向けられた皆の驚愕の表情が次から次へと頭に浮かび、問いかける勇気をリリアから奪い去っていく。

「あらあら。こんなところでなにを騒いでいらっしゃるの？　見苦しいわ」

　場に漂う重苦しい空気を面白がるような声が突然響き渡り、リリアは思わず息をのむ。

　玄関のある方向からこちらへと何人もの従者を従え近づいてくる王妃の姿を見て取り、すぐにセドマは頭を下げた。ぎこちなさを残しつつも、すぐさまリリアも姿勢を低くし、挨拶するように顔を伏せる。

「エルシリア様。大変失礼いたしました」

　王妃がそばで立ち止まった気配は感じるものの、セドマの謝罪に対しなんの言葉も返してこないことを不思議に思い、リリアはそろりと目線を上げる。

　すると、待ち構えていたのか即座に王妃と目が合った。

　びくりと肩を跳ねさせつつもリリアは先ほどよりも深く頭を下げたが、それを咎めるかのように静かで迫力のある王妃の声が響く。

「ふたりとも、頭を上げてちょうだい」

　リリアは観念し姿勢を正した。じっと注がれる王妃の視線に鼓動が嫌な高鳴り方をし始め、気持ちの乱れを悟られたくなくて、ぐっと拳を握りしめる。

「お母様がどうとか聞こえましたけど……いったいどんな方なんですの？　わたくし、とっても興味があるわ。詳しく教えてくださらないかしら」

　王妃が問いかけたのは、やはりリリアにだった。

　有無を言わせぬ目力の強さに負けそうになるが、幸いにも先ほど父から母に関しての忠告を受けたばかりだったため決して口を開かなかった。

　身体を強張らせたまま動かないリリアの前へセドマが大きく進み出た。

「興味を持っていただくことも恐れ多いほど、どこにでもいる、ごく普通の民でございます」

「……そう」

　セドマと王妃が向かい合い、その場の空気が一気に張りつめていく。

　リリアは父に隠れるようにして黙って立っていると、パタパタと靴音を響かせてケビンが走り寄ってきた。

　ケビンは慌てた様子だったが、不意にその場に足を止めて王妃へと恭しくお辞儀をし、続けて「セドマさん！」と大きく呼びかける。セドマもすぐに「今行きます」と声を返し、ケビンと同じように王妃へと折り目正しく頭を下げた。

「申し訳ございません。私どもオルキス様をお待たせしておりますゆえ、これにて失礼いたします」

　言い終えるとすぐにセドマはリリアの腕を掴み、少し距離を置いて自分たちを待っているケビンの元へと足早に進み出す。

　うまく一歩目が踏み出せず足元をよろめかせながらもリリアは王妃の横を通りすぎ、そして王妃の背後に並び立つ従者たちへ無意識に目を向け、思わず息を止めた。

　従者たちの後ろに、薄汚れた黒い外套を纏った男がひとり立っている。なぜ今まで気づかなかったのかと思うくらいに、佇む男の様相は異様だった。

　濁った瞳がリリアに向けられた瞬間、感情のうかがえなかった男の顔に一気に怒りが浮かび上がってくる。それはほんの一瞬の出来事だったが、リリアを震え上がらせるには十分すぎるほどの衝撃だった。

　前へ前へと突き進んでいくセドマに合流する形でケビンも共に歩き出し、そして廊下の角を曲がったところで緊張を解くようにふうっと息を吐く。

「セドマさん、すみません！　俺が足を止めさせたばかりに」

「いや……それより、エルシリア様が連れているあれはなんだ。薄気味悪い」

　心なしか進む速度を落としながら、セドマは今しがた曲がったばかりの廊下の角を振り返る。

　今となってはその姿を確認することはできないが、ケビンはすぐに誰を指しての言葉か理解したようだった。

「それはきっと、オーブリーのことですね。彼はエルシリア様のお気に入りの呪術師ですよ」

「呪術師か、なるほど」

　リリアも父と同じ気持ちだった。テガナ村にはそういった存在はいなかったが、旅人たちから何度も話は聞いているため、その風貌はなんとなく知っているつもりだった。しかし目の前に現れた本物はリリアが想像していたよりもずっと陰気で、まるでこの世のものではないかのような気味の悪さを纏っていた。

「彼はかつてボンダナの弟子だったという噂がありますが、それが真実かも、実際に神秘的な才能を持っているかどうかすら怪しいところだと俺は思っています」

「ボンダナに弟子？　……いや待てよ。……オーブリー。その名は記憶にある」

　過去を探るように険しい眼差しで遠くを見つめているセドマの横で、ケビンがため息交じりに話を続ける。

「エルシリア様はボンダナ導師のことを目の敵にしていまして」

　リリアはボンダナという聞き覚えのある名前に視線を上げた。

　旅人が呪術師の話をする時、決まってその老婆の名を口にした。ちょっと変わったところもあるが宿す力は本物で、多くの人々を救い、また希望にもなっているのだと。そして、未来のアシュヴィ王の花嫁となる娘の予言を出したのもボンダナであるとリリアは知っている。

　ボンダナのことを神聖な空気を纏った人物に違いないと思い込んでいたが、同じ呪術師のオーブリーを見てしまった今、そうではないかもしれないという気持ちが膨らんでいく。

「国王に心酔されていることも時折厳しい言葉をかけられることも癪に障るようでして、エルシリア様は五年ほど前からボンダナ導師を老いぼれ呼ばわりし始め、これからの時代を担うのは彼だと、ああして呪術師を連れて歩いていらっしゃるのです」

　続けてケビンは、呆れかえった顔でひとこと付け加える。

「彼が時代を担うような存在だなんて、俺にはまったく思えませんけどね」

　リリアもそれに近いものを感じていた。

　よりよい未来を引き寄せ、多くの民を幸せへと導くためにボンダナは予言をするのだと旅人から聞いたことがある。オーブリーがどれほど才能にあふれていようとも、先ほどのように初対面の相手へと一方的に怒りをぶつけてくるような気性の持ち主であるというのなら、皆に敬われる存在になどなれるはずがない。

　玄関前でセドマが足を止め、リリアを振り返った。

　しばらくは王妃とオーブリーに出くわしたくないとぼんやり考えていたリリアは、父にぶつかりそうになり慌てて急停止する。

「リリア、オルキス様に迷惑をかけないように」

「うん。気をつける」

　素直な返事に微かな笑みを浮かべ、セドマは掴んでいたリリアの手を離すと、今度はケビンに頭を下げた。

「よろしく頼む」

「セ、セドマさん！　はいっ！　お任せください！」

　頼りにされていることに感激し目を潤ませたケビンに背を向け、セドマはなんらかの覚悟を感じさせるような面持ちで力強く歩き出した。

　結局、国王に呼び出された理由を聞きそびれてしまったことにリリアは気がついて、胸に広がっていく苦い思いに眉根を寄せた。しかしすぐにケビンから張り切った様子で「行きましょう！」と声をかけられ、気持ちを切り替える。

　城から外へ出て、まばゆい日差しに目を細めつつケビンのあとを追いかけ進んでいると、「オルキス様！」とすがる声が強く耳に響いた。

　昨日、白馬から降りたその場所に今は馬車が停まっていて、そばにやれやれといった顔のオルキスと必死の形相のユリエルが立っていた。

「あぁ、こちらも厄介ごとに巻き込まれているようですね。一緒に割って入りましょう！」

　ふたりを見て思わず顔を強張らせ足を止めたリリアとは逆に、ケビンはこれからいたずらでも仕掛けに行くかのような口調で楽しげに提案をする。

　オルキスとユリエルの間に漂う殺伐とした空気を感じ取ると、割って入るどころか近寄ることにさえためらいが生じる。そんなリリアにはお構いなしに先陣を切って歩き出したケビンの靴音が耳に届いたのか、ほぼ同時にオルキスとユリエルがケビンへと顔を向ける。

　そのあとすぐにオルキスは、ケビンよりも少し後方で立ち止まっているリリアを見つけ、わずかに表情を和らげた。

「待っていた」

　待ち遠しかった。そんな気持ちがオルキスの声と表情から伝わり、リリアが微笑みを返した時、ユリエルが「オルキス様」と静かに名を呼んだ。

「今からあの娘とどこかにお出かけになるのですか？」

「あぁ」

「そうでしたの……花嫁候補は彼女だけではありませんわ。次はわたくしを誘ってくださいまし」

　冷静に願い出ているが、言葉の端々からは憤りが滲み出ている。

　しかしオルキスは少しも動じることなく、返事を冷酷に響かせた。

「候補など必要ない。似た容姿がいくつ並んだところで、どれも本物には敵わないのだから。彼女を自分のそばに置くことができなければ、俺にはなにも残らない」

　噴水の流れ落ちる微かな水音に交ざって聞こえたオルキスの言葉からは強い意志が感じられた。同時に、リリアの胸を震わせるほどの甘美さも含んでいた。

「……失礼いたします」

　ユリエルは蒼白にさせた顔をオルキスから逸らすと、勢いよく背を向けて逃げるように歩き出す。

　ユリエルにとってすべての望みを断ち切られた瞬間だったが、簡単にすべての想いを捨て去ることなどできるはずもない。未練という感情が怒りに変わり……それはリリアへと向けられる。気まずさで顔を俯かせたリリアの横を通りすぎようとしたその瞬間、互いにしか聞こえない声音でユリエルが冷たく囁きかけた。

「身の程をわきまえなさい。未来のアシュヴィ王の妃としてふさわしいのはあなたではない。このわたくしです」

　ハッとして顔を上げたリリアと視線をしっかり合わせるように、ユリエルもわずかに足を止める。それまでの冷ややかな表情を覆い隠すかのようにニコリと笑って優雅にお辞儀をしたのち、そのまま中庭のほうへと足早に進んでいった。

　リリアは重苦しい余韻に思わず胸元を手で押さえ、こちらを振り返ることなくどんどん遠ざかっていくユリエルの後ろ姿をじっと見つめた。

　本来なら、オルキスと言葉を交わすことも、このような場所に立つことさえ敵わない身分だということを再認識させられたが、それでもとリリアは強く思う。

　オルキスと出会ってしまったのだ。言葉を交わして微笑み合い、細やかな心遣いや唇の柔らかさまで知った今、彼を知らなかった頃の自分に戻れるはずがない。

　無意識にため息をつきながら視線を移動させ、リリアはぎくりと身体を強張らせた。二階部分にある窓から、こちらを見つめるエルシリア王妃の姿を見つけたからだ。

　エルシリアの冷血な眼差しは、まるで胸の内で熱く燻くすぶっているオルキスへの想いを非難されているかのようで、リリアは急に怖くなっていく。怯えるままに後ずさりすると、温かな手が彼女の肩を包み込んだ。

「リリア」

　声音に反応したリリアをオルキスがそっと自分の胸元へと引き寄せる。

「余計なものは見なくていい。無駄に心が乱されるだけだ」

　優しいぬくもりに支えられ、余計な力が身体からゆっくり抜けていくのを感じながら、リリアはオルキスに額を押しつけ目を閉じた。
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「あの娘、見ているだけで嫌な気持ちにさせられる」

　廊下からリリアたちのやり取りを黙って見下ろしていたエルシリア王妃が、忌々しげに静寂を破った。

「娘の年は十七。ソラナが死んだのは二十年も前のこと。娘でなどあるはずはないが……生きていたとするならば、あのように生き写しなのも納得がいく」

「国王陛下もそう感じ、セドマを自室に呼びつけたのでしょうか？」

　そばにいた古株の侍従がそれほど興味を持っていないかのような仏頂面で抑揚なく問いかける。

　対して、エルシリア王妃は鼻で笑ってから考えを述べた。

「きっとそうでしょうね……彼女の死に関しては謎が多すぎたから。まさかと思うのも仕方のないこと」

　そばに控えている数人の従者が物音ひとつ立てずにいる中、エルシリア王妃は考え込むように顎に手をやり流し目をする。

「セドマは娘の母親のことを正直にしゃべるかしら。それとも肝心なところはさっきのように素知らぬ顔でごまかし通すのかしら」

　廊下を見やり自分たち以外の気配がないことを確認したのち、エルシリアの鋭い声が飛ぶ。

「オーブリー」

　自分の目の前へと進み出て片膝を床につけ頭を垂れた呪術師へ薄く笑いかけ、命令する。

「……あの親子のことを調べてちょうだい」

「仰せのままに」

　まるで己の忠誠を誓うかのように、オーブリーの耳障りな掠かすれ声が響き渡った。
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　馬車の中、オルキスと向き合う形で座面に腰かけ、車輪から伝わってくる揺れに身を任せたまま、リリアはぼんやりと窓の向こうを眺めていた。

「リリア。大丈夫か？　少し顔色が悪い。城に戻るか？」

　慌てて馬車の中に視線を戻したリリアは、オルキスが心配そうな顔で自分を見ていたことに気づく。

「違うの！　体調が悪いとかそういうわけではないから心配しないで」

　初めての場所だった割に昨晩はよく眠れていたし、食事もしっかりとれているため、体調面では良好だと言っていいだろう。しかし王妃やユリエルとのやり取りを思い返すたびに心が疲弊し、リリアの表情はどうしても曇りがちになってしまう。

「そういえば、城から出てきた時も顔色が優れなかったな」

　ふかふかの背もたれに寄りかかりながらオルキスは腕を組み、心の中を覗き込むかのようにリリアをじっと見つめる。

　理由を問われているのを感じはしても、そのふたりのことはやはり言い出しづらかった。代わりに、ふっと頭に浮かんできた人物のことをリリアは話し出す。

「城の廊下で、初めて呪術師を見ました」

　オルキスは少しだけ目を大きくさせ、そして心なしかリリアへと身を乗り出しながらすぐに言葉を返した。

「呪術師？　ボンダナか？」

「いえ……ボンダナというお方ではなく、確かオーブリーという名の男性で、王妃様と一緒にいました」

　ゆるりと首を振りながらリリアが口にした名前ですぐにオルキスは興味を失ったらしく、「あぁ」と素っ気なく続けた。

「呪術師はみな……その、なんていうか……あのように近寄りがたい雰囲気なのですか？」

「どうかな。風変わりなのが多いのは確かだが、オーブリーは特別だ。何度も見かけている俺ですら慣れない。会うたび薄気味悪いと思う」

「そうですか……。では、ボンダナ様はどんなお方？」

　問いかけたはいいがボンダナまで想像とかけ離れていたらどうしようかと気が気でなくなっていくリリアへ、オルキスが茶目っ気たっぷりに笑い返してきた。

「気になるか？　近いうちにリリアをボンダナに会わせたいと思っている」

「本当ですか？」

「あぁ。だから覚悟しておいたほうがいい。その日、また運命が大きく動き出すだろう」

　オルキスが予言者の口振りを真似てみせた。少し大げさな言い方をしたため冗談めいても聞こえるが、リリアは笑うことができなかった。

「……運命」

　妖精の森で出会い、そしてモルセンヌで彼が王子だと知ったその瞬間にもすでに運命は大きく動いているだろうに、オルキスはまたそんな瞬間が訪れると言う。

「あぁ、俺たちの運命が」

　自分ひとりでなく、オルキスと共にする運命。そんなふうに考えると、リリアの鼓動が自然と高鳴っていく。同時にテガナ村で過ごした日々が遠のいていくような感覚にも襲われる。

　自分自身にも当てはまる予言のことやオルキスの立場。それらがこれから向き合わなくてはいけないこととして一気に目の前まで迫ってきたように思えた。

　窓の外には、辺りを警戒しながらも馬車の進みに合わせてゆっくりと進む黒毛の馬に跨がったケビンがいる。狭い空間にはふたりしかおらず、このようなチャンスを昨日から望んでいたことをリリアは思い出した。

「私ずっと、オルキス様に謝らなくてはと思っていました」

「なにを？」

「オルキス様が第一王子だと知らずに、生意気な口を利いていたことです」

　俯きがちにリリアから語られた懺ざん悔げにオルキスはふっと笑みをこぼす。

「それなら俺も謝らねばならない。素のリリアを知りたくて、あえて身分を明かさなかったのだから」

「……オルキス様」

　優しい微笑みにリリアの胸が甘く疼うずき出す。

「でも私は頬まで叩いてしまいました。本来なら厳しく罰せられてもおかしくないのに、こんなによくしてもらって」

　その場で首を斬り落とされていたとしてもおかしくなかった。それなのにオルキスはリリアを咎めるどころか、時計塔に連れていくという約束を、予定を調整してまで果たそうとしている。

　すべてが恐れ多いことだと分かっていても、リリアはオルキスの優しさに甘えずにはいられなかった。

　きっとオルキスは父親の跡を継ぎ、そう遠くない未来、アシュヴィ国の王となる。確信に近い形で彼の未来を思い描くことができているからこそ、どんどん膨らんでいく自分の気持ちに対してリリアにためらいが生まれる。

　所作振る舞いをあまり気にすることもなく田舎でのんびり暮らしてきたリリアにとって、ユリエルは優雅さの塊だ。普通に考えたらオルキスの隣に立つのにふさわしいのは彼女のほうだろう。もしかしたら、これからもっと分相応な女性がオルキスの前に現れることだって考えられる。

　運命の乙女。それはいったい誰のことを指しているのか。予言したボンダナに会えば、すべてをはっきりさせることができるのかもしれない。けれどその時『お前ではない』と言われたら……。

　いろんな感情が心の中で渦を巻き気持ちが落ちていくのを感じながら、リリアは小さくため息をついた。

「そんなにも心苦しいというのなら望み通り、今ここでお前を罰してやろう」

　あまりにもオルキスがさらりと言ったため、リリアは言葉の意味を理解するまでに少しばかり時間を要した。

「……罰……今、ここでですか？」

「あぁ」

　眼差しはとても冷たく、声音は非情にも聞こえるほど冷静だった。本気なのだと分かり怯え顔になったリリアから視線を逸らさぬまま、オルキスは右手をゆっくり上昇させ……自分の頬を押さえた。

「あぁ、あの時叩かれた頬が急に痛くなってきた」

「……えっ？」

　叩かれるかと思わず身構えたリリアだったが、予期せぬ展開に拍子抜けする。なぜかオルキスのほうが痛みを訴え始めたからだ。しかし背中を丸めうずくまる彼の顔が苦く悶もんに満ちていることに気がつき、尋常でないと感じて一気に焦り出す。

「オルキス様！　大丈夫ですか？　あぁもう、どうして今頃になって！」

　リリアは座席から腰を浮かせオルキスへ近づくと、具合をうかがうようにその顔を覗き込む。もしかしたら頬に傷があるのかもと顔を青くし、恐る恐る手を伸ばした瞬間、ふっと小さな笑い声が響いた。そのことに驚いたリリアが手を引っ込めようとするよりも先に、オルキスがすばやくその手を掴んだ。

「心を込めて、この手で優しく俺の頬を撫でてくれ。それができたら、お前のしたことをすべて水に流してやろう」

　熱っぽく求められ、リリアの頬はすぐに赤く染まっていく。オルキスは空いているほうの手を伸ばして、外とのつながりを断ち切るかのように勢いよくカーテンを引いた。

　薄暗くなった空間の中、互いの存在を意識せずにはいられない。見つめ合ったまま、リリアの手がオルキスから離れ、頬へと向かってゆっくり伸びていく。

　遠慮がちに触れたオルキスの滑らかな肌の感触にぞくりと身体が震え、リリアの口から熱い吐息が漏れた。

　オルキスは微かに顔を赤らめて、待ちきれなくなったかのように強引にリリアの腰を引き寄せた。

　顔と顔の距離が相手の息遣いを感じるほどに狭まり、目と目が合えばもう、リリアは引き寄せられるように自分の唇をオルキスのそれへと近づけていく。リリアの動きに呼応するようにオルキスの手もリリアの腰から背中、そして後頭部へとゆっくり上昇する。

　自分からすることに対しての恥ずかしさに身体を熱くさせながらも、リリアはぎこちなくオルキスに口づけた。あまりにもつたない触れ方にオルキスの唇が弧を描く。

「もう一度」

　甘い要求にリリアは瞳を潤ませて、再びゆっくりと顔を近づけていった。しかし次の瞬間、オルキスのほうからすばやく距離を詰められ、リリアの唇が熱く奪われる。

　オルキスの身体が座面から離れた。リリアは彼の重みをゆったりと受け止めながら、自分を支えるたくましい腕に身を預けるように後ろへと倒れていく。

　先ほどまで座っていた場所にリリアが戻り、そのまま覆いかぶさるようにオルキスが身体を寄せたため、完全に態勢が逆転する。

「ここが寝室じゃないのが口惜しい」

　甘美な声音で欲しがられ、リリアの身体の中で熱が弾け、じわりと熱く淫らに広がっていく。繰り返される口づけで微かに響く甘い吐息は、オルキスの手がリリアの華奢な身体の線を味わうように触れたことで初々しい嬌きょう声せいへと高まっていく。

　一枚の布で遮られただけの狭い空間の中で、リリアが甘えるように「オルキス」と熱っぽく呼びかけた時、ギギッと音を立てて馬車が止まった。

　ぼんやりしながらそれを感じ取り、ついリリアは扉のほうへと顔を向けようとする。しかし、オルキスは気を逸らすことを許さない。指先をリリアの頬に添わせて向きを戻し、すぐさま唇を重ねる。

　深く求めてくる口づけに翻弄され、再びオルキスとの甘い時間に沈みそうになる。しかし無神経に感じるほど荒っぽく外から扉が叩かれたことで、リリアは一気に現実へと引き戻された。

「オルキス様！　到着しました。……開けますよ？」

　ケビンは不思議に感じているような声で断りを入れてから勢いよく扉を開けた。そして中の様子を見て大きく目を見開き、ほんの数秒動きを止める。

　唇こそ重ねていなかったものの抱き合う身体はしっかりと密着し、顔と顔の距離も近く、ふたりがなにをしていたのかは誰が見ても明白だった。

「気が利かないやつだ」

　顔を真っ赤にさせ涙目になっているリリアを抱き寄せたまま、オルキスがすこぶる不機嫌に文句を口にする。

「……た、大変失礼いたしました。以後、気をつけます」

　ケビンは深く頭を下げてから、そっと扉を閉めにかかった。

「あのっ、閉めなくていいです！　すぐに降りますから！　オルキス様、降りましょう！　もちろん降りますよね!?」

　慌てふためきながら言い並べたリリアに、オルキスは不満の眼差しを向ける。しかしすぐに仕方ないなとひとつ息を吐き、腕の中からリリアを解放した。

　先に馬車を降りたオルキスの手を借りて、リリアはモルセンヌの街路へと降り立った。

「あえて少し離れたところに停めてもらった。このまま市場を抜ければ、時計塔の真下に着く」

　こっそりとオルキスが耳打ちしてきた言葉通り、今リリアたちは市場への入口まで目と鼻の先のところに立っていた。

　長い通りの両脇には肉や果物などをはじめさまざまな商品を扱っている露店がずらりと並び、通りは多くの人であふれ活気が飛び交っている。

　誘われるままにリリアが歩き出すと、それを追うようにオルキスとケビンも前進する。

　人々は突然のオルキスの登場に沸き立っていた。さらにその前を興味津々で歩いている黄金色の髪に深緑の瞳を持つ娘がオルキスの連れだと気づいてしまえば、驚きと興奮が一気に強まっていく。

　ボンダナの予言がまた当たったと囁き合う者も、オルキスを取られてしまったようで悔しがる若い娘たちも、リリアを愛おしそうに見つめるオルキスの眼差しにあてられ次々と顔を赤くする。そして、目を輝かせて市場に魅入っているリリアの純朴さに少しずつ興味を覚えていった。

　時折、リリアは後ろへ顔を向けてはオルキスとひとつふたつ言葉を交わし、そしてふたり同時に幸せそうな笑みを浮かべる。ふたりの間に生まれた穏やかな空気が、見ている者の気持ちまでをも優しく包み込んでいく。

　オルキスやリリアの邪魔をすることなく一定の距離を保ったままでいる人々に見守られ、三人は時間をたっぷり使いながら市場を通り抜けた。

　時計塔目指して進み出した時、オルキスは集まってきた人々の向こう側へと視線を伸ばし、なにか疑問を感じたかのように眉根を寄せた。その様子に気づいたケビンは静かに囁きかける。

「オルキス様、なにか？」

「たった今通り過ぎていった馬車……セルジェルだな」

　言われてケビンも目を向けたが、馬車はいくつか確認できても距離が多少離れていることもあり、どれのことを指しているかまでは分からなかった。

　行き交う馬車を目で追い首をかしげたケビンとは違い、オルキスは白を基調とした馬車が角を曲がり見えなくなるその瞬間まで視線を逸らさなかった。

　馬車の中からこちらを見ていた本人と目が合ったため、あの中にセルジェルがいたのは間違いない。しかしセルジェルの朝食は遅い。いつもなら今ぐらいの時間に食事を終えてエルシリアや侍女たちとのんびり会話を楽しんでいる頃だろう。

　頭の中に普段の光景を思い描きつつも、きっと街に出る用事があったのだろうと考えを改めようと試みたが、無理だった。馬車の進みいく方角から城へ戻っていったようにしか思えなかったためだ。もしかしたら自分たちの行動を気にして追いかけてきたのかもと、オルキスはどうしても勘ぐってしまう。

「だとするなら暇なヤツだ」とため息交じりにリリアへと視線を戻し――すばやく地面を蹴って走り出す。

　眼前にそびえ立つ時計塔の迫力に感激しているリリアの元へとひとりの老婆がふらりと歩み寄っていく。

　考えるよりも先に、オルキスは腰の幅広のベルトから下げている短剣に手を伸ばした。

「……あぁ……あぁ」とうめくような声を発しながら近づいてくる老婆の存在にリリアもやっと気がつき、怯えるように身体を強張らせた。

「ソラナ様」

　骨ばった手で老婆はリリアに触れようとしたが、オルキスがすばやくリリアを引き寄せた。そしてリリアの前にケビンが進み出たことで速やかに接触は阻止される。

「彼女はソラナではない。リリアという」

　オルキスに厳しく言い放たれると、老婆は大きく目を見張る。しかしゆるりと首を振り、「ソラナ様」と再びその名を口にする。

　老婆だけでなく周囲にできた人垣にもオルキスが神経を尖とがらせていると、そこから「お婆ちゃん！」と悲鳴のような叫びがあがり、人の隙間を割ってエプロン姿の女性が飛び出してきた。そして老婆が誰の歩みを邪魔しているのかを知り、瞬時に顔を青ざめさせた。

「オルキス様、申し訳ございません！　どうかお許しください！」

　リリアに話しかけたくて仕方がない老婆を女性は必死に下がらせたのち、許しを乞うように路面に額をつけ平伏する。

　老婆はもうろくしていても危害を加えるつもりはないと判断したのか、オルキスは短剣からすっと手を引いて警戒を解いた。「行くぞ」とリリアに声をかけ、共にその場を脱しようとする。

「あぁ、ソラナ様！　行ってはなりません！　時計塔だけには！　ソラナ様！」

　老婆は叫び声をあげて、リリアを引き留めようと懸命に手を伸ばす。傍らの女性も緊迫した様子で「お婆ちゃん、やめて！」と、なおも近づこうとする老婆を必死に引き留めている。

　リリアはオルキスと共に時計塔へと進みながら、老婆のことが気になって何度も振り返り見た。

　ケビンはその場に留まり、女性へと大らかな様子で笑いかけつつ、老婆にも優しく声をかけている。

「ソラナか……言われてみれば、確かに似ていなくもない」

「オルキス様は、お母……ソラナさんのことを知っているんですか？」

　オルキスが何気なく発した台詞にリリアが大きく反応する。

　真剣な顔で自分の答えを待っているリリアを、オルキスはわずかに目を細めじっと見つめ返した。

「姿はよく見る」

「……姿、ですか？」

　それはどういうことか。心に浮かんでいる疑問をそのまま表情に現したリリアの肩をぐいと引き寄せ、オルキスは時計塔の裏手へと進んでいく。

「彼女がソラナだと聞いている」

　歩を進めていくと、リリアの目の前に一体の石像が現れた。まるで木陰で休んでいるかのように、その女性は円形の台座の上ににこやかな顔で座っている。

「この人が……ソラナさん」

　思いがけず出会うことができた母親の姿を前に、リリアは言葉を失い立ち尽くす。記憶の中にこの女性はいないというのに、穏やかに微笑む顔を見つめているだけで胸がいっぱいになり涙が込み上げてくる。

「……リリア」

　そしてオルキスもまた、はっきり分からずとも、そんなリリアの様子からなにかの予感を得ていた。

「もしかしたら……あの老婆の言う通り、この中には入らないほうがいいかもしれないな」

「……ど、どうして？」

　テガナ村で約束を交わしてからずっと、時計塔にのぼることを楽しみにしていた。それなのに、今目の前にして飛び出したまさかの発言に、リリアは震える声で理由を問う。

　オルキスは言葉を探すように視線を落とした。しかしすぐに心を決めたのか「はっきり言うが」と前置きをしてから、まっすぐにリリアを見る。

「彼女は叶わぬ恋に心を痛めてこの時計塔から飛び降りたのだと、俺は聞いている」

「……飛び降りた？」

「あぁ。この石像は女性の魂を慰めるために建てられたものだ」

　リリアは驚きと共に時計塔を見上げたあと、信じられない思いで微笑みを浮かべる母の石像へと視線を落とす。

「引き返すことも日を改めることもできるが。どうしたい？」

　リリアはオルキスの手をきゅっと握りしめ、首を横に振る。

「私は中に入りたいです」

　自分の都合でこれ以上オルキスを振り回したくない。そんな強い思いから、リリアはこのまま時計塔の中に入ることを選択したのだが、オルキスを掴んだ手がどうしても震えてしまう。母が飛び降りたとされる場所に足を踏み入れることに、リリアがまったく怖さを感じていないかといったら嘘になるからだ。

　オルキスはリリアの手を握り返し、力強く頷いた。

　ふたりが時計塔の入口へ近づいていくと、そこで待っていた塔の守り人の男がオルキスに一礼し、扉を開ける。その男に「あとでケビンも来る」と伝えたのち、オルキスはリリアの手を引きながら時計塔の内部へと入っていく。

　内部はリリアが想像していたよりもずっと広く、明かり取りの小窓はあれどとても薄暗かった。

「足元に気をつけて」

　オルキスは一度足を止め、歩きやすいようにリリアの手をしっかりと片手で支え持つ。

　遥はるか高い位置に天井がかろうじて見えている。それを支えるいくつかの太い柱と筋交いの横を、勝手知ったる足取りで進むオルキスに手を引かれながら、リリアは恐る恐るといった足取りで歩いていく。

　壁に沿うように造られた階段を上がると、上階から響いてくる騒々しい音も大きさを増す。

　階段の先では、大小さまざまな歯車がそれぞれの役割を果たすかのように忙しなく、あるいはゆっくりと律動を刻んでいる。歯車はリリアの背丈くらいあるだろう文字盤へとつながっていて、文字盤の周囲は色ガラスなどで装飾が施されていた。

　そこから差し込む光の美しさに目を奪われつつも、前を行くオルキスに導かれるまま、リリアは一歩一歩前進する。

　ゆるやかな半円を描き進んだところでまた階段が現れ、今度はその先に扉があった。階段をのぼりきると、鍵のかかっていないその扉をオルキスが静かに押し開けた。

「大丈夫か？」

　自分に続いて室内に入ったリリアを肩越しに振り返り見て、オルキスは苦笑いする。

　ずいぶんな段数をのぼってきたため軽く息を切らしていたリリアも、まったく息を乱していないオルキスを見上げて口元だけで笑みを返した。

　たどり着いた場所は、大人が五人ほど入れば手狭に感じるだろう四角い小部屋だった。階段は見当たらないため最上部と考えて間違いないだろう。

　大きな窓のそばに小さな椅子がひとつ置かれていた。オルキスはリリアの手を離してその椅子へと歩み寄り、座面に置かれていた黄色表紙になにか文字のような形の黒い染みがある一冊の本を手に取った。

「ないと思ったら、こんなところに置き忘れてしまっていたのか」

　オルキスの言葉から、窓から差し込む温かな日差しの中、そこに座って本を読む彼の麗しい姿を想像する。途端に、無機質な室内が神聖な場所に見えてくる。

　オルキスは本を座面に戻すと、椅子の傍らにある窓を一気に開け放った。

「おいで」

　窓枠に軽く腰かけて、オルキスがリリアに手を差し伸べる。もちろんリリアもすぐに頷き返してオルキスの手を取り、歩み寄っていく。

　窓の向こうにはモルセンヌの可愛らしい街並みが、そして視線を遠くへ向けると、雄大な地がどこまでも広がっている。美しい自然とモルセンヌの洗練された街並みの対比がとても芸術的で、まるで有名な画家の描いた絵画のようだ。

「とっても綺麗。オルキスがここを一番好きな場所だと言った気持ちがとってもよく分かるわ」

　心の底から無意識に出た言葉が、リリア自身の感動をも呼び起こす。目を潤ませながらもあちこち目線を移動させていると、そっとオルキスがリリアの身体を引き寄せた。

「この時計塔は悲しい出来事が起こった場所だと知っていても、居心地のよさに負けてつい足を運んでしまう。そんな自分はなにかの感情が欠如しているのだろうかと悩んでいたが、リリアがこの気持ちを理解してくれるならそれでいい。これからは気に病まずに済みそうだ」

　リリアの前髪に頬を寄せ、オルキスが安堵したように小さく笑う。リリアはゆっくりと顔を上げ、真剣な面持ちでオルキスと目を合わせた。

「……彼女は、本当にこの塔から飛び降りたのですか？」

　問いかけながら、リリアは心の中で父に謝罪をする。

「父から口外するなと止められましたが、オルキス様には聞いてもらいたい。……私の母の名はソラナ。あの像の女性と同じです」

　オルキスだけには包み隠さずソラナとの関係を伝えておきたい、そして自分のことをもっと知ってほしいと心から思った。

「幼い頃に亡くしてしまったから私に母の記憶はありませんが、テガナ村の村長は瓜うりふたつだとおっしゃり、先ほどの老婆も私をソラナと……」

　胸が苦しくなり言葉を詰まらせると、オルキスの指先がリリアの頬に触れた。優しい眼差しに引き寄せられるように、リリアはそっとオルキスの胸に身を寄せる。

「この町に着いてから、本当に母がこの地で生きていたのだと何度も実感させられています。けれど私は、母は病気を患いテガナ村で亡くなったと。……いったいなにが本当なの？」

　村長夫妻から語られた母のテガナ村での生前の様子が作り話なんかであってほしくなかった。しかし時計塔の裏にはソラナの石像がある。あれはここから飛び降り命を落としたソラナを供養するために建てられたものとしか思えない。

　不安で表情を曇らせたリリアをオルキスはしっかりと抱きしめる。

「そうだな、俺も知りたい。リリアにつながることならなんでも」

　頼もしく、そして甘くもあるオルキスの言葉を受け止めると、リリアの中でまた愛しさが増えていく。

「ソラナのことはセドマに尋ねるのが一番早いかもしれないが、それがダメなら……ボンダナだったらなにか知っているかもしれない」

「……ボンダナ様？」

　やはりボンダナと会うべきだとリリアが思いを強くした時、慌ただしく階段を駆け上がってきた足音が開けたままの扉の手前でぴたりと停止した。

「オルキス様！　……その……中に入ってもよろしいでしょうか？」

　ふたりがいる場所から姿は見えないが、緊張と気恥ずかしさの入り混じった声はケビンのものだ。「あぁ」とオルキスが返事をすると、ちょっぴり頬を赤らめたケビンが戸口に姿を現す。

「城から使いが来まして、リリアさんと共に戻られるようにと、国王陛下が」

　告げられた言葉を聞き、オルキスとリリアは思わず顔を見合わせた。




　ケビンにオルキス、そしてリリアの順番で時計塔の階段を降りてゆくと、入口付近に鎖くさり帷かた子びら姿の男性が立っていた。彼はオルキスの姿に気がつくと、しっかりと背筋を伸ばし敬礼する。

「父上が呼んでいるのは俺とリリアだけか？」

「いえ。ボンダナ導師のところにも別の者が向かっております」

「ボンダナ……そうか、ありがとう」

　オルキスは足を止めぬまま、男と言葉のやり取りをする。そして、塔を出てほんの一瞬足を止めるも、自分の乗ってきた馬車が既にそこにあることに気づき、即座にそちらへとつま先を向ける。

　ケビンも同じように、馬車の傍らでいななく黒毛の愛馬を見て、城へと戻る準備をすっかり整えておいてくれていた使いの男性に感謝の言葉を述べた。

　もちろんリリアもオルキスを追いかけるように歩き出したのだが、「……あの」と遠慮がちに話しかけてきた幼い声に足が止まった。振り返ると、時計塔の陰からリリアの前へと父親と娘が進み出てきた。父親が促すように、軽く娘の背を押す。

「あの……このお花を……お姉ちゃんに」

　女の子の手には、どこかから摘んできたのか可愛らしい黄色の花が一輪握りしめられている。

「えっ？　……私に？」

　緊張で顔を強張らせている女の子が、リリアの言葉にぎこちなく頷き返してきた。

　それはきっと〝運命の乙女〟に対しての贈り物なのだとリリアは判断する。自分がそうだと言える自信はリリアの中にまだ存在していない。しかし、予言された色を持ち、こうして王子と一緒にいる以上、周りからそう取られても仕方がないと思い直し、ゆっくり女の子へと進み出た。

　受け取ってもいいのか確認するように父親へ目を向けると、申し訳なさそうに軽く頭を下げられてしまった。その様子に苦笑しながら、リリアは改めて女の子と向き合った。

「お花、ありがとう」

　受け取ろうとそっと伸ばした手が、違和感に気づきぴたりと止まる。

　花を差し出す女の子の手が大きく震えている。よく見れば、引き結ばれた唇もなにかを我慢しているかのように震え、目には涙も浮かんでいる。

　一瞬、自分がソラナに似ていることが恐怖を与えてしまっているのかと考えたが、すぐにそうじゃないと感じ出す。

　緊張しているのではなく怯えている。そして怯えている相手はリリアではなく……。

「お姉ちゃん、逃げて！」

　女の子が勇気を振り絞り発した叫びに小さな悲鳴が続き、黄色の花が宙を舞う。声をあげた瞬間、父親のような顔をして寄り添っていた男が女の子を容赦ない力で突き飛ばしたのだ。

　咄嗟に倒れた女の子へリリアは駆け寄ろうとしたが、横から強く腕を掴まれ、弾かれたように顔を向ける。

　ぎらついた目で男がリリアを見下ろしていた。腕を掴む左手にさらに力を込めると、痛みで顔を歪めたリリアに向かって男は大きく右手を振り上げる。

　その手に小さな刀が握りしめられていることにリリアは気づき、喉で声を詰まらせた。

　身構えた瞬間、リリアの視界に影が差し込んだ。オルキスがリリアに振り下ろされた刃を短剣で受け止める。なおかつ弾き返すと、そのまま男の懐へと身を沈ませ、みぞおちへと鋭く肘打ちを入れた。

　速やかに行われた一連の動作は、リリアの目ではすべてを捉えきることもできず、気がついた時にはもう、自分に襲いかかってきた男が苦しそうに胸元を押さえながら仰向けに倒れている状態だった。

　足の力が抜けよろめいたリリアを受け止めるようにオルキスがリリアの腰へと手を回し、半ば抱きかかえるような形で身体を支える。

「怪我はないか？」

　返事をしたくても思うように声が出ず、リリアはこくこくと頷き返す。

　男はうめきながら、落とした刃物へと手を伸ばすが、それに指先が届くよりも先にケビンによって手を踏みつけられた。

「……なんと罪深いことを」

　嘆いたケビンの剣と、使いとしてやってきた男性の剣先が、ほぼ同時に喉元へと突きつけられ、男は諦めたように身体の力を抜く。

　オルキスはリリアの身体の震えが止まらないことや、騒ぎに気づき人々が集まってきていることを見て取り、手にしていた短剣を腰のベルトから下げている鞘へすばやく戻した。

「怪我をしているようなら手当てを……それから、すべて聞き出せ」

　泣きじゃくっている女の子から、抵抗する気力を失っている男へと順番に視線を向け、オルキスはケビンに命令を下す。

　ほんの少し楽しそうにも聞こえる声でケビンが「承知しました」とつぶやくのを聞き届けてから、オルキスはリリアを軽々と抱き上げた。

　混乱が収まらぬ中、横抱きにされたことへの戸惑いと恥ずかしさまで膨らみ、リリアは耐えられないように身じろいだ。

「おとなしく運ばれていろ」

　オルキスは下ろすつもりがないことを伝えるように、リリアの身体をしっかりと抱え直した。




「オルキス様……本当にいいのですか？」

　澄んだ青空の下、城の庭園の中に設けられたテラスで、リリアは椅子にちょこんと腰かけたまま、優雅に紅茶を飲んでいるオルキスを上目遣いで見た。

　オルキスとリリアの間にある円形の白いテーブルには紅茶だけでなくお菓子も並べられていて、さっきからずっと甘い香りがリリアの鼻び腔こうをくすぐっている。しかしどうしても、手を伸ばす気にはなれなかった。

「私は本当にもう大丈夫です。落ち着きました……だから」

　早く国王陛下のところに、と続けようとしたが、オルキスに焼き菓子を口元へ押しつけられ、邪魔をされてしまう。

「いや。まだダメだ」

「ほら」と促され、リリアは素直に口を開く。反論したい気持ちをぐっと堪えて、押し込まれた甘い焼き菓子をもぐもぐと食べ始めた。

　国王に呼ばれて城に戻ってきたはずなのだが、なぜかオルキスは城内に入ることはせず、そのままリリアを庭園へと連れてきたのだ。

　王子が戻ったことを聞きつけ飛んできたマルセロに、オルキスは迷うことなくお茶の準備を命じた。戸惑う侍従たちを代表するように『国王陛下がお呼びですが』とマルセロが申し出ると、オルキスは華麗に笑って答えた。『あとで行く。だから、俺が戻ってきていることは父上の耳に入れるな』と。

　唐突に始まったお茶会の目的のひとつを、リリアの気持ちを落ち着かせたいからとオルキスは言った。

　実際、リリアには十分すぎるほどの効果があった。紅茶を飲みながら、ぽつりぽつり言葉を交わしているだけで不思議とリリアの手の震えは治まり、波立っていた気持ちも徐々に凪ないでいった。

　もちろんそれはオルキスの存在があってのこと。揺るがぬオルキスの優しい眼差しから自分が大切に思われているのがしっかりと伝わってきて、自然と心が温かくなった。

　オルキスは他にも、ケビンが戻ったらとか、ボンダナが到着するのに合わせてなど、なにかと理由をつけて、王の元へ参ずることを先延ばしにする。

「なんらかのお考えがあってのことだとは思いますが、せめて待ち人はケビンだけとしていただけないでしょうか？　国王陛下が待ちわびていらっしゃいます」

　陶器のティーポットを傾けてオルキスのカップに紅茶を注ぎながら、マルセロは困り顔で提案をする。

　香り立つ湯気が立ち上る紅茶をひと口飲み、オルキスは短く息を吐く。

「分かった。しかしボンダナも、素直に従っていればそろそろ城に着くころでは？」

　マルセロはリリアのカップへ紅茶を注ぎ終えると、ゆるりと首を横に振る。

「ボンダナの元へ赴いた使いの者が先ほどひとりで帰ってきました。留守だったようです。書き置きは残してきたようですが、導師が城を訪れるのはいつになることやら」

「そうか……俺もなるべく早くボンダナと話がしたい。来ないようなら、こちらから出向くことにしよう」

　考えを新たにするかのようにオルキスがつぶやいた時、椅子を抱えて歩み寄ってきた侍女が、複雑な面持ちで「失礼します」と声をかけてきた。三人からの驚きと不思議に満ちた視線に涙目になりながらも、彼女はオルキスとリリアの間に椅子を置く。

「オルキス様は誰の同席も許可していない」

　厳しさを含んだ声でマルセロから注意されると、女性はびくりと身体を竦めて「それが……」と背後を振り返り見た。

「私と話したいと言ったのが聞こえたぞ？　もちろん歓迎してくれるのだろう？」

　女性の後ろから進み出てきた老婆を見て、リリアの鼓動がトクリと跳ねた。

　着古した感のある外套や、そこに枯れ葉や土などが付着していたりなど、老婆の姿はジャンベル城の華やかさの中で完全に浮いていた。しかし一見風変わりに見えたとしても、目と目が合った瞬間、その目力の強さにたやすく畏縮させられる。

　にやりと笑いかけられただけで、胸の高鳴りを見抜かれたかのように感じられ、リリアは戸惑い気味に老婆から視線を外す。

　初めて見る老婆であるけれど、彼女が誰なのかリリアにはなんとなく予想がついた。そしてその予想は、オルキスのひとことによって真実に変わる。

「ボンダナ。来ていたのか」

「薬草が欲しくてな。庭に入らせてもらおうと思ってきたのだが……楽しそうなお茶会だね。私も仲間に入れてもらおうか」

　ボンダナは嬉々とした様子で椅子に腰をかけた。オルキスはテーブルに頬杖をついて、瞬きを繰り返しながらボンダナを見つめる。

「その様子じゃあ、父上からお呼びがかかっていることを知らなそうだな」

　マルセロが準備した紅茶を早速すすり飲んだ後、ボンダナが「あ？」と素っ頓狂な声をあげた。

「そんなことは知らん。……でもまぁ、そろそろ呼ばれるだろうと思っていたが」

　遠慮なく焼き菓子へと手を伸ばし、美味しさを噛みしめるように咀そ嚼しゃくしたあと、再びティーカップを掴み上げ幸せそうに紅茶を飲む。

　そんなボンダナからはオーブリーのような気味の悪さをまったく感じず、リリアはホッとしていた。それどころか余計な緊張が解けた途端、ボンダナが皆に慕われているのがしっかりと見えてくる。

　ボンダナが話をしていると徐々に人がテーブルに集まり出し、耳を傾け相あい槌づちをうったり、時には笑い声があがったりと、場が和やかな空気に包み込まれていく。

　相談ごとと共にボンダナに泣きつく女性や、以前もらった助言で物事がうまくいったことへのお礼を口にする男性、他の者たちはただ静かに敬慕の念のこもった眼差しをボンダナに注いでいる。

　そしてボンダナもそのひとりひとりに応えるように、優しい光を宿した瞳をそれぞれに向けた。

「導師様、国王陛下もあなたが訪ねてくることを望んでおられます。どうぞこのまま陛下の元へと足を向けてくださいますよう」

　できたての焼き菓子をテーブルに置きながらマルセロが囁きかけると、ボンダナは気だるげな顔をしてみせた。

「そう焦るでない。王の元へ行ってもむさくるしい男どもしかおらん。今は可か憐れんな花を眺めながら、心ゆくまでお茶会を楽しみたい気分だ」

　リリアは不意打ちのように視線を合わせられたことに大きく動揺し、表情を強張らせた。

　ボンダナがリリアに興味を示す発言をしたことで、周囲から小さなざわめきが起こった。多くの民から未来のアシュヴィ王にと期待されている王子と、未来のアシュヴィ王の花嫁にもなり得る素質を持つ娘、そしてそれを予言した本人が揃っているのだから、気にするなというほうが無理な話である。

　運命の乙女はこの娘のことなのかと問うような視線が飛び交う中、ボンダナはオルキスにニヤリと笑いかけたあと、ゆっくりと椅子を下りてリリアの傍らに立った。

「名はなんという？」

　簡単な問いかけにもかかわらず、リリアは緊張で頭の中が真っ白になり、答えるまでにほんの少し時間が必要だった。

「……リ、リリアです」

「そうか。リリアというのか」

　名乗ると同時に立ち上がったリリアを見上げ、ボンダナは嬉しそうに顔をほころばせると、華奢な身体をきゅっと抱きしめた。

「モルセンヌによく来てくれた」

　ボンダナの歓迎の言葉は温かさに満ちあふれていて、リリアは自然と笑顔になる。

「ありがとうございます」

　胸を震わせながらリリアがボンダナの背中に手を添わせると、どこからか歓声があがり、一気に場が沸き立っていく。それがまるで祝福でもされているかのようで、リリアはボンダナから身体を離し、驚きいっぱいに周囲を見回す。

　そこでリリアはほんの少し怖くなる。ボンダナから歓迎はされたが、運命の乙女のことについてなにも触れられてはいない。まだそうだと決まったわけではないのに、周囲に集まっている皆はそのような目でリリアを見つめているのだ。

　このままではオルキスに迷惑がかかるかもしれない。

　焦りを感じながらオルキスへと顔を向け、リリアはドキリと胸を高鳴らせた。なぜかオルキスが一番嬉しそうな顔をしているからだ。

　嬉しい気持ちでいっぱいになる反面、気づかぬふりなどできないほどに『本当に私なのか、私でいいのか』という思いが大きく心を占めていく。こうしてそばに置いてもらっているのは髪と目の色のおかげだと感謝しているが、その先のことを考えてしまうと戸惑いしか生まれない。

　質素な生活を細々と送ってきたリリアには城の生活は眩しすぎて仕方なく、ここで暮らす者たちにはリリアの立ち振る舞いや食事の仕方も粗雑に見えていたことだろう。リリア自身、たとえ数年後でも立派な淑女としてオルキスの隣に立っている自分の姿が想像しづらかった。

　オルキスのそばにいたい。そう強く思えば思うほど、あまりの大きな差に圧倒され、自分に自信を持てなくなっていく。

　表情を曇らせたリリアに気づき瞳に不思議そうな色を浮かべたオルキスの元へ、急ぎ足でケビンが歩み寄ってきた。

「オルキス様、どうしてこのようなところに。城の中を捜し回りましたよ」

「あぁ。すまない」

　向き合い立つボンダナとリリアだけでなく、そんなふたりを興奮気味に取り囲む城の者たちにもちらりと視線を送ってから、ケビンは身を屈めて、椅子に座っているオルキスの耳元へと顔を寄せた。

「先ほどの男ですが――」

　そうっと告げられた事実にオルキスは視線を伏せ、小さく息を吐き出した。

「――そうか。分かった、ご苦労」

　そんなオルキスと、彼を不安そうに見つめるリリアを交互に見て、ボンダナも眉をしかめた。しかしこちらに向かって大股で近づいてくる人物に気がつくと表情を一転させ、笑みを浮かべる。

「おやおや。思ったよりも早く顔が揃ったね」

　心なしか不機嫌な顔で歩み寄ってくるアシュヴィ王の姿に、その場に緊張が走った。

　皆が次々と敬意を示して深く頭を下げる中、オルキスは軽く一礼するだけに留め、ボンダナに至っては笑みを浮かべて王の様子をじっと観察し続けている。

「何度も呼んでおるのになぜ来ないのかと思っておれば……オルキスよ、いったいここでなにをしておる」

「可憐な花を愛でながら、わたくしめの心を落ち着かせておりました」

　冗談にも本気にも聞こえる返答のあとにオルキスから目配せされ、リリアは気まずさいっぱいに目を逸らした。

「なんだ。ボンダナ、お前もいたのか。まったくお前たちは――」

「おおっ！　そこにいるのはセドマだな！　こっちに来なさい！」

　ボンダナは説教など聞く耳持たずで、王に続いてやってきたセドマを見つけた途端、大声で呼びかける。

　王の後ろからしずしずと進み出ていくセドマの後方には、お茶会の様子を見て憤りの表情を浮かべているユリエルがいる。そして、居城へとつながる回廊からただ静かにその様子をじっと見つめている王妃の姿もあった。

　セドマはボンダナの目の前で片膝をつくと感慨深い表情でじっと見つめて、静かに囁きかけた。

「……お久しぶりでございます」

　ボンダナも崩れ落ちるように地面に両膝をつけ、セドマの手を両手でしっかりと掴み取ってから、ほんの少しだけ寂しそうに笑った。

「たくさん苦労をかけてしまったね。お前には感謝の言葉しかないよ。ありがとう」

「ボンダナ様」

　セドマはすぐに首を横に振る。初めて見る父の感極まっている顔に、リリアは苦しさを覚えた。

「いえ。私はとても幸せな時間をいただきました。そしてきっとこれからも、変わらぬ幸せを感じることでしょう。……感謝しております」

　言葉の途中で父と目が合い、リリアはドキリとする。ふたりの会話の深い部分はなにも見えてこないというのに、自分のことを言っているのだけは伝わってきたのだ。

　戸惑うリリアと同じように、周りの皆もどういう意味だといった様子でボンダナとセドマを見つめている。しかしオルキスは微笑ましくふたりを見つめ、王は歯がゆそうに顔を歪めていたりと、そのふたりだけはまた違った表情を覗かせていた。

　ボンダナはまずは王を見てから、ぐるりと周りを見回した。続けてセドマから手を離すと、得意げな顔でコホンと咳払いをする。

「さてと。ここいらで私もひとつ話をさせてもらおう」

　ボンダナが背筋を伸ばした途端、先ほどの賑やかさなど嘘だったかのように場が静寂に包み込まれた。

「どうか今日のことはここにいる皆が証人となり、多くの民へと語りつないでいってほしい」

　ボンダナは目を閉じ深く息を吐き出すと、なにかを受け取るように両手の平を上にし、前へと差し出した。そして厳かに声を響かせる。

「その乙女は、黄金色の豊かな髪を持ち、朗らかに笑う声は人の心を和ませ、深緑の瞳を細め微笑む顔はとても愛くるしい」

　ボンダナの手の平の上でなにかが小さく瞬いたように見えてリリアが我が目を疑った瞬間、どこからか温かな風が吹き込んでくる。風は人々の間をいたずらにすり抜けたのち、リリアの身体をふわりと包み込むと、まるで弾け飛んだかのように瞬時に消えた。

　説明のできない感触にぞくりと身体が震えると同時にリリアの鼓動が高鳴り出す。

「運命に導かれ、王子は乙女を見つけた」

　オルキスもなにかを感じたかのようにはっと瞠どう目もくし天を仰いだのち、すぐにその目に強い光を宿してボンダナを見た。オルキスに見据えられていることが分かっていたかのようにボンダナも瞳を開けて鋭く見つめ返す。

「すべてが動き出しておる。もうなにも止められない」

　オルキスは椅子から立ち上がりリリアの横に並ぶと、細腰に手を回してそっと抱き寄せた。

「俺の未来は彼女の笑顔と共にある」

　ボンダナは揺るぎなく響いたオルキスの言葉に微笑むと、国王の元へと進み出た。

「我が命を賭してここに宣言する。第一王子と共にいる娘こそ、まさに私が予言した運命の乙女。そして第一王子こそ、この国をさらに豊かにできる力を持つお方。いずれ貴方様の跡を継ぎ、立派な王となることでしょう」

　そしてボンダナもまた、迷いなど少しも感じられぬほど力強い声で、誰の耳にも届くほど高らかに宣言した。

　その瞬間、庭園に歓喜の声が巻き起こる。マルセロが強引にケビンの手を取り、喜びに満ちた声をあげる。そして侍女たちも今見たことを話したくてたまらないといった様子で、新たに歩み寄ってきた人々の元へ駆けていく。

「王として、そして父としても。ボンダナの言葉、我が息子の思い、しっかりと受け止めさせてもらう」

　王の言葉でさらに歓声が大きくなっていく中、呆ぼう然ぜんと固まっているリリアの頬へとオルキスが軽く口づけた。唇の柔らかさにリリアはすぐに反応し、顔を赤く染めながら勢いよく顔を上げる。

　オルキスと目を合わせたもののなかなか気持ちが追いついてこなかったためか、リリアは困り顔から苦笑いへと表情を変化させ、そして最後に反抗的な眼差しを向ける。

　一連の反応が面白かったのか噴き出し笑いをしたオルキスに、リリアはさらに顔を真っ赤にさせながら、ふくれっ面をしてみせた。

　仲よくじゃれ合っているふたりの姿に、人々の視線が集まる。なにより普段素っ気ないオルキスがリリア相手だとこんなにも楽しそうに笑うことに驚きが広がり、やがてその驚きは、ふたりの幸せに満ちた笑顔によって幸福感へとすり替えられていった。
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　そんな中、大歓声の沸き上がる庭園からひとりの女性が離脱する。リリアと同じ色をした瞳に悔しさを滲ませたユリエルは拳をぎゅっと握りしめたまま、その場からどんどん遠ざかっていく。

　そしてもうひとり、目の前で繰り広げられている光景に対して、小さくあざ笑った女性がいる。

　ゆったりと扇で仰ぎながら、エルシリア王妃は「馬鹿馬鹿しい」と冷淡に吐き捨てた。

「……王妃様」

　すぐ後ろから発せられた掠れ声に、退屈そうな顔から表情をぱっと明るくさせ、王妃は振り返る。

「心待ちにしていたぞ」

　片膝を立てた格好で畏まっていたオーブリーはゆるりと顔を上げると、ぎらりと瞳を怪しく輝かせ笑みを浮かべた。
















第四章　運命をつなぎ止める手













「リリア様、紅茶でもいかがですか？」

　執務室のソファーに座り小難しい顔で本を読んでいたリリアの前へ、マルセロが微笑ましげに目を細めながら紅茶を置いた。

「ありがとうございます！　いただきます！」

　リリアは本を傍らに置くと、疲労感たっぷりの顔でティーカップを手に取り、紅茶を口に含む。そして満足感たっぷりに大きく息を吐く。

　この部屋の主であるオルキスも走らせていたペンを止めて、そんなリリアの様子に苦笑する。

　ボンダナがリリアを運命の乙女だと認めてから、五日が経とうとしていた。その間ずっと、オルキスは頑なに自分のそばにリリアを置き続けていて、今現在も継続中である。

　基本オルキスは仕事机で書類の束と格闘しているが、頻繁に執務室とつながっている部屋へと場を移し、やってきた役人たちと領地やらなにやらの小難しい話を交わしている。

　一方、リリアは朝から夕方までずっと執務室のソファーに座り、分厚い本とにらめっこを続けていた。礼儀に関しての教本に目を通したり、モルセンヌをはじめ、アシュヴィの主要な街について覚えたり、歴史のおさらいをしたりと、たくさんのことを頭に詰め込んでいるのだ。

　必死に取り込んではいるが、今日はどうも集中力が途切れがちであるようだった。ぼんやりとどこかを見つめているかと思えば、突然ハッと我に返り食い入るように本を読み始める。

　そんなリリアの様子を思い返してオルキスはくくっと喉を鳴らし、椅子から立ち上がった。

「休憩する」

　オルキスは立て置かれていた自分の剣を掴み取り、腰の脇に携えながら戸口に向かって進んでいく。その姿に、リリアは持っていたティーカップをテーブル上のソーサーへ慌てて戻し、ソファーから腰を浮かした。

　ついていきたい。しかし自分にはまだまだ覚えないといけないことがあるのを思い出し、悲しげにソファーへと腰を下ろす。

　戸口でオルキスは振り返ると、お預けをくらった子犬のような顔をしているリリアを見て、また小さく笑った。

「リリア、俺の散歩に付き合え」

「はいっ！」

　リリアは心の底から嬉しそうに返事をし、オルキスの元へ小走りで向かっていく。

「わたくしめもご一緒させていただきます」と急ぎ足で歩み寄ってきたマルセロも従え、オルキスはのんびりとした足取りで歩き出した。

「今日は、どこに行こうか」

　とはいえ、目的地はまだ決めていないらしい。しかもこうして連日のようにオルキスがリリアを連れて歩き、城のあちこちを見て回っているため、リリアも少しずつジャンベル城内に詳しくなり始めているところである。

「そうだ……セドマの様子でも見に行くか」

「お父さんのところに!?　行きたいです！　ぜひ連れていってください！」

　瞳を輝かせ満面の笑みで答えたリリアにほんの一瞬目を奪われたあと、オルキスも「うん」とはにかんだような顔で返事をする。

　リリアが新たな一歩を踏み出しているように、セドマもまた団長の補佐役として騎士団の仕事に携わり始めている。その上、今リリアが寝室として使っている部屋は、以前使用した客間ではなくオルキスの部屋の中にある一室ということもあり、セドマの姿を見かけること自体少なくなってしまったのだ。

　もちろんオルキスや時折顔を見せるケビンから父の話は聞いていたため、すぐそばで元気でやっていることは知っている。だが、やはり唯一の肉親の元気な姿は、口伝えではなく自分の目で確認したい。

　オルキスを先頭に庭に出て、他愛ない言葉と笑みを交わしながら城の西側に位置する騎士団の詰所へと足を向ける。

　騎士団員たちは歩み寄ってくるオルキスの姿に気がつくと、それぞれに挨拶の言葉を発した。オルキスもまた彼らに軽く手をかかげて挨拶を返しながら先へ先へと進んでいく。

　騎士団員たちから好奇心たっぷりの眼差しを向けられるたび、リリアは気恥ずかしくてたまらなくなる。オルキスの後ろで身体を小さくさせながら周囲の様子をうかがっていると、宿舎の傍らにある屋外の訓練場にセドマの姿を見つける。ほぼ同時に三人は足を止めた。

　ケビンとセドマが槍を交える様子を、若い団員たちが周りを取り囲む形で熱心に見つめている。

　本気の表情でセドマへと向かっていくケビンだが、槍の扱いにそれほど慣れていないのか大きく薙ないでしまったせいで若干足元をもたつかせた。それを見逃さなかったセドマが見事な手さばきで槍を扱い、すばやくケビンの鼻先に刃先を突きつける。

　難なくいなされ尻餅をついたケビンが「さすがです」とセドマに拍手を送ると、固唾をのんで見つめていた団員たちがわっとセドマに駆け寄っていった。

　実は若手も含め、騎士団員にはセドマを尊敬している者がとても多かった。

　それは、アシュヴィ王が先代から冠を譲り受けたばかりの頃の話。隣国の王から招待を受け向かっている最中、山賊からの奇襲を受けたことで、アシュヴィ王は窮地に立たされた。護衛たちは次々と倒され、圧倒的不利な状況に陥ったが、それを打破したのがセドマだった。

　セドマの力が状況を好転させ、見事アシュヴィ王を守り抜くことができた……と、リリアは先日ケビンから鼻息荒く聞かされたのだ。

　リリアは『脚色しすぎでしょ？』と笑ったけれど、若い騎士たちからの想像以上のセドマの慕われっぷりを目にするうちに、大げさな作り話というわけではないのかもと気づかされる。

　騎士団員のひとりとしてずいぶん前からそこにいたかのように、すっかりその場に馴な染じんでいる父を見て、リリアはほんの少しの寂しさを覚えた。きっともうテガナ村には戻らず、このままモルセンヌで生活していくことになるだろうと、そんな予感を抱かずにはいられなかった。

　しかしその寂しさは決して足かせになるようなものではなく、前向きなものである。リリアの目に、セドマがセドマらしくいられる場所はここであるように見えていた。

　そして自身に対しても、愛しいオルキスの隣がそのような場所であってほしいと強く願った。そのためには慣れぬことでも全力でぶつかっていこうと、気力だけは絶えず湧いてくるのだ。

「俺がリリアを手放すつもりがないことを悟ったから、セドマも腹を決め、この町で暮らすことに決めたのだろうな」

　独り言のように考えを述べたあと、自分を見上げたリリアへとオルキスは笑いかけた。

「もう少し落ち着いたら、テガナ村に報告も兼ねて挨拶をしに行こう。忘れるなよ」

　最後はからかうように笑みを深め、オルキスはリリアのおでこを指先で押す。それは本当に些さ細さいな力だったというのに、リリアは顔を真っ赤にさせながら、よろりと大きく一歩後退した。

「あっ！　オルキス様！」

　勢いよく立ち上がり走り出したケビンに続き、セドマも口元に笑みをたたえてゆっくり近づいてくる。

「セドマさんひどいんですよ！　手加減してくれないから、俺の面子が丸つぶれで」

「面子？　お前が不ふ甲が斐いないのだから、逆に叩き潰してもらえてよかったじゃないか」

「オルキス様まで、そんな！」

　オルキスに冷笑され愕然とするケビンの仕草が滑稽で、リリアは堪えきれないまま、くすくすと笑う。

「元気そうだな」

　目尻に滲んだ涙を指先でぬぐっているリリアの隣でセドマは足を止め、安堵感たっぷりにしみじみと声をかけた。

　身なりを整え騎士団の制服に身を包んでいるからか凛り々りしさと頼もしさが増し、そしてなにより生き生きとして見える父と顔を見合わせてリリアも言葉を返す。

「お父さんこそ」

　ほのぼのと話し出した親子の横で、ケビンは遠巻きにこちらを見つめている騎士団員たちに「休憩！」と指示を飛ばす。同時に視線を城のほうへ向けて、くんくんと匂いを嗅ぎ始めた。

「なんだかとっても甘い匂いが漂ってきていますね」

　オルキスの後ろにいるマルセロも同じように匂いを嗅ぐと、すぐに納得がいったかのように「あぁ」とつぶやいた。

「今夜のために料理長が腕を振るっているのでしょう」

　マルセロの言葉を聞いて、今度はケビンが「あぁ」と声を発し、そしてリリアへと俊敏に身体を向ける。

「そうでした。今宵は宴が開かれる予定でしたね。リリアさんの警護には我々ふたりが就かせていただきますので、ご承知おきを！」

「はっ、はい！　よろしくお願いいたします！」

　思わぬ言葉にケビンだけでなく父にまで頭を下げながらも、リリアは胸の中で不安が広がっていくのを感じていた。

　今夜開かれる宴はごく親しい者たちしか呼んでいないから気楽にと、リリアは前もってオルキスから言われている。しかし、その客人が楽しみにしているのはオルキスと自分だということもリリアはしっかり分かっているため、とてもじゃないが気楽に構えてなどいられなかった。

　勉強の傍らダンスのステップも練習中だったのだが、なかなかうまくいかないと落ち込んでいるところに今夜の話を聞かされた。ゆえに、このままではダンスのパートナーとなるオルキスの足を引っ張ることになりそうだと不安は募るばかりである。

「最初よりは上達しているし、俺がしっかりフォローする」

「……でも」

「できなくても別に構わない。だからそんなに気に病むな」

　騎士団の詰所から離れ、ふたりはそんな話をしながらのんびり中庭を歩いていく。

「すぐにバルコニーに連れ出す。だからちょっとの我慢だ」

「ありがとう」

　申し訳なさそうに笑ってみせたリリアの手を掴み取り、オルキスは歩幅を同じにして一歩一歩進んでいく。

「オルキス様は舞踏会が始まるといつの間にか姿を消されますからね。きっと今宵もすぐにリリア様は連れ去られることでしょう」

　マルセロのつぶやきにばつの悪そうな顔をしたオルキスを見上げて、リリアはふふっと笑い声をこぼした。

　きっとうまくできなかったとしても、そんな自分をオルキスはまるごと受け止めてくれる。そんなふうに自然に思えたことにリリアが幸せを感じていると、突然、傍らに生い茂る低木が不自然にガサガサと揺れた。

　驚いたリリアがオルキスにしがみつくと同時に、そこから黒い布の塊が這はい出てきた。

　小さな悲鳴をあげたリリアとは反対に、オルキスは少しも驚くことなく、リリアの身体を片手で支えながら呆れたようにそれを見下ろす。

「ボンダナ。なぜそんなところから出てくる」

　オルキスの言う通り、ゆらりと顔を上げ、きょとんとした表情を浮かべたのはボンダナだった。

「なんだお前らか。驚かせるな」

「それはこっちの台詞だ」

　オルキスの突っ込みを無視し、ボンダナはその場であぐらをかいた。

「花を探しててな」

「花？」

「確かに植えたはずなのだが、それがこの庭のどこにだったか記憶があやふやでな。今、しらみつぶしに探しているところだ」

　よいしょとボンダナが茂みから引きずり出した小さな籠を見て、オルキスは察したように「あぁ」とつぶやく。

「薬にでも使うのか」

「その花は今必要としておらん。だが、ちょっと気になってな」

　リリアはボンダナの前に置かれた籠を覗き込んだ。その中にはリリアでも知っている草花だけでなく、見知らぬ赤い花も入っていた。

「それは善にも悪にも使える代物ゆえ、姿だけでも確認すれば安心できるかと思い探しておるのだが、こういう時に限ってなかなか見つからん」

「……そうか。俺も覚えておこう」

　オルキスの瞳に微かな緊張感が宿る。それを見てリリアはドキリとし、ボンダナはほんの少しだけ安堵する。

「まぁいい。今日のところは可愛らしい花と美しい花、両方見られたからよしとしておこう」

　ボンダナは立ち上がり背伸びをしながら、籠を覗き込んでいるリリアに声をかけた。

「珍しいかい？」

「はい、とっても！」

「私はね、未来を予言したり、まじないばかりして生きているわけじゃない。普段は、いろいろと手をかけて特別に育て上げた植物の根や茎から抽出した液を使って薬を作り、売ったりあげたりしている」

　リリアの傍らにボンダナはしゃがみ込み、籠の中から草花をいくつか掴み上げて、穏やかに言葉を紡いでいく。

「興味があるならいろいろ教えてあげよう。知識として覚えておいて無駄にはならぬ」

　オルキスは「そういえば」と前置きし、草花を籠に戻し手を払っているボンダナへと、たった今思い出した疑問を投げかけた。

「オーブリーがお前の弟子だったという話を聞いたのだが、本当か？」

「……オーブリー。確かに一時期な。でも追い出した。あやつとは物事の捉え方が合わない」

「そうか」

　ボンダナもオルキスも、そしてオーブリーのことを思い返してしまったリリアも一様に視線を伏せたため、場に重い空気が立ち込めたが、それを一掃するように「おぉ、そうだ！」とボンダナが手をポンと打ち、にやりと笑った。

「今は優秀な弟子がひとりおる。ちょうどオルキスと同い年だったかな。とってもいい男だ。リリアも私の弟子になり、兄弟子からもたくさん学ぶといい」

「断る」

　即座に断ったのは、リリアではなくむっと顔をしかめたオルキスだった。

「オルキス、お前は誘っておらん」

「そんなの分かっている。お前ももう年だ。弟子をふたりも取ったら大変だろう。ひとりで十分だ。無理するな」

　ボンダナはキラリと目を輝かせ、したり顔をする。

「なんだ、焼きもちでもやいてるのか」

「違う」

「嫉妬に苛さいなまれれば普通醜い顔になるというのに、オルキスはそういう時でも麗しい。罪な男だ」

　むっと顔をしかめているオルキスに対して肩を揺らしてから、心が和んだことが分かるほど柔らかな笑顔を浮かべたリリアを見て、ボンダナは懐かしそうに目を細めた。

「お前さんは本当にソラナと瓜ふたつだな」

「ボンダナ様も、お母……ソラナさんのことを知っていらっしゃるんですね」

「あぁ。よーく知っておる」

　お母さんと口走りそうになるのをぐっと堪えて言い直したリリアに、ボンダナは瞳を寂しげに揺らした。しかしすぐに大きく息を吸い込み、顔を城へ向ける。

「いい匂いがするな。悪いが私にも食事を分けてもらえぬか？」

　オルキスはボンダナからの頼みにすぐに頷き返し、マルセロに目配せする。

「かしこまりました。家のほうへ届けさせます」

「いや。私はしばらく庭園の奥にある物置き小屋で寝泊まりさせてもらうことにした。だからそこに持ってきておくれ」

「それなら私があとで直接お持ちいたしましょう。若い者に任せたら、途中で迷って冷めてしまいますからね」

「よろしく頼んだよ」

　快く引き受けてくれたマルセロに笑いかけたのち、ボンダナは視線を籠に落とし、小さなため息をついた。




　ボンダナと別れ、城内へと戻るべく回廊を進んでいたオルキスたち三人に、後ろから駆け寄ってきたケビンが合流する。先ほどのセドマとの練習試合の話に花を咲かせていると、オルキスがピクリと反応し、機敏にリリアの前へと一歩進み出た。

「オルキス様！」

　リリアは突然のオルキスの行動を不思議に思うが、続けて聞こえてきたオルキスを呼ぶ声音ですべてを理解し、息を詰めた。

「言ったはずだが？　城から出ていけと」

　おぼつかない足取りで近づいてきていたユリエルへ、オルキスが心を凍らせてしまうくらい冷たく言い放つ。

　ユリエルはオルキスまであと数歩のところで崩れ落ちた。

「私は幼い頃からあなたの妻になることだけを夢見ていました。ふさわしい女性になるための努力だって重ねてきました。あなたの前に現れたどの女性よりも、わたくしが一番アシュヴィ王の妃の器だと今でも強く思っております。だからお願いです。出ていけとだけはおっしゃらないで」

　通路にひれ伏すユリエルの姿にリリアは言葉を失うが、オルキスはいっさい表情を変えなかった。

「聞いていただろ？　数日前のボンダナの言葉を。王も認めている。俺の妃としてふさわしいのはお前じゃない」

　なおも冷たく突き放すオルキスに、ユリエルは声を張り上げ懇願する。

「第一夫人がダメなら、せめて……私を第二夫人にしてください」

　しかし心からの願いはオルキスに鼻で笑われ一蹴された。

「あいにく俺は器用に立ち回ることができない。不器用に、ただひとりしか愛せない。だから妃はひとりでいい。荷物をまとめて早急に出ていってくれ」

　すっと前に出てきたケビンに腕を掴み取られそうになるもユリエルは必死に抵抗し、這ってでもオルキスに近づこうとする。

「オルキス様！　お願いです！」

「見苦しい。お前が男を雇いリリアになにをしようとしていたかを、俺が知らないとでも思っているのか？　これ以上視界に入ってこようものなら、俺がこの場でお前を叩き切る」

　告げられた事実と、オルキスが剣を引き抜くのを目にし、ユリエルの顔から一気に血の気が引いていく。

　そしてリリアもまた、時計塔の前で男に襲われそうになったあの事件を画策していたのがユリエルだったことを知り、大きな衝撃を受けていた。

　男が短剣を振り上げたあの一瞬の光景が脳裏に蘇り身を震わせたが、オルキスの持つ剣先が放った鈍い輝きを視界の隅に捉えて、リリアは咄嗟に大きく手を伸ばす。

「オルキス様、いけません」

　声はか細く震えているのに、その声から強い意志が伝わり、オルキスの心をしっかりと捕まえる。

　オルキスはゆっくりと剣を鞘に戻し、リリアの身体をそっと包み込んだ。そしてケビンはユリエルの腕をしっかりと掴み、強引に立ち上がらせる。

　ケビンに連行されるユリエルから恨みのこもった眼差しを向けられ、リリアはオルキスの腕の中でびくりと身体を強張らせた。やや間を置いてから、静かに話しかける。

「追い出してしまって、本当によかったのですか？」

「なんだ。夫人がたくさんいたほうがいいのか？」

「そうではなくて！　……むしろ私は、いないほうがオルキスを独り占めできるから嬉しい、ですけど」

　勢いよくオルキスを見上げたあと恥ずかしそうに視線を落としたリリアを、オルキスはさらにきつく抱きしめた。

「だったら問題ない。これでいい」

「でも……ボンダナ様がはっきりと言ってくださったのに、いまだに不安になるんです。オルキス様の運命の相手が私なんかでいいのかと」

　オルキスは抱き寄せていた力をゆるめ、リリアと視線を同じにするよう身を屈めた。

「たとえ運命に拒まれたとしても、俺はリリアを手放すつもりはない。お前を見ていると心が和む。殺伐としていた人生の中で、こんなにも安らぎを感じる相手は初めてだ。どんな形でもいい。俺はお前との未来を望んでいる」

　オルキスの真剣な眼差しにリリアの胸が震え出し、喜びで満ちあふれていく。

「リリアを心の底から愛おしく思っている。愛している」

　リリアはオルキスの胸元にそっと触れ、ずっと抱いていた思いを口にする。

「私も……オルキス様をお慕い申しております」

　再びリリアを腕の中へと閉じ込めてから、オルキスは瞳に冷淡な輝きを宿す。

「ユリエルのことを気に病む必要はない。彼女は俺を慕っているわけではない。彼女が固執しているのは――」




　＊　＊　＊




「お前が欲しかったのは、王妃の座なのだろ？」

　城を出て、お付きの侍女と共にふらふら歩き出したユリエルに、木陰からそんな声がかけられた。

　憤りと共に振り返ったユリエルの目に映ったのは、エルシリア王妃だった。

「私なら、お前にその座を与えてあげられなくもない」

　王妃がにやりと笑いかけると、ユリエルの瞳が大きく見開かれる。

「目障りなあの娘を排除すれば、すべてがうまくいく。そうであろう？」

　怪しく響く声音に大きく心を揺さぶられ……。

「わたくしが、城から追い出してやろう」

　ユリエルは心に復ふく讐しゅうの灯をともし、王妃に向かって歩き出した。
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　ひとりきりでも時間が許す限りやっておこうと、リリアはオルキスの執務室の端っこでワルツのステップをおさらいしていたが、ふとした瞬間、動きが止まる。昼間のユリエルとの出来事が胸に苦しく迫ってくる。

　あのあと、ケビンに連れられ城を出ていくユリエルの後ろ姿を、リリアは自分の身の周りのお世話を続けてくれている侍女と一緒に廊下の窓から見ていた。

　オルキスはユリエルが欲しかったのはアシュヴィ王の妻という身分だけだと言っていたが、リリアはそんなふうに思えなかった。王子という身分を差し引いてもオルキスが魅力的な男性だということに変わりはない。ユリエルも彼自身に惹かれていたはずではと、どうしても想像してしまうのだ。

　しかしそんな思いを抱いたところで、すでに城を去ってしまったユリエルに確認する方法はない。リリアは大きく深呼吸をしてから練習を再開する。オルキス自身に先ほどの選択を後悔させないためにも、そしてひとりでも多くの民にオルキスの花嫁として認めてもらうためにも、今は頑張るしかないと奮起した。

　口でリズムを刻みながら集中していたので、リリアはしばらく周りが見えていなかった。ゆえに少し遠くから発せられた笑い声に大きく肩を跳ねさせて、大慌てで振り返る。

「……おっ、お父さん！　驚かせないでよ！　いつからそこにいたの!?」

　入口近くの壁に背中をもたれさせて、いつの間にかセドマが立っていた。

　この場には自分しかいないと思い込んでいたからもちろん驚いたのだが、それ以上に、苦笑いで父が自分を見ていることに腹立たしくなり、リリアはしかめっ面をする。

「少し前から。もちろん入室時にはちゃんと声をかけたぞ」

　セドマはリリアへと歩み寄りながら、ちらりと応接室の扉を見た。

「オルキス様は？」

「えぇ。隣でお話しされているわ」

　確認するかのような父の問いかけに、リリアは頷いてみせた。

　執務室に戻ってからしばらくの間、オルキスがダンスの練習に付き合ってくれていたのだが、客人が到着すると共にそれもおしまいとなったのだ。

　顔を見合わせると先ほどの練習風景を思い出してしまったのか、セドマはおもむろにリリアから視線を逸らし、ふふっと笑みを浮かべた。

「笑わないでよ！」

「悪い……しかし、ひどいな。今夜オルキス様と踊るのはやめておいたほうがいいかもしれないぞ。リリアは食事をひたすら食べていろ。うまそうに食べている姿のほうが様さまになっている」

「なにそれ！」

　セドマに苦笑いされながら「悪い」と繰り返され、リリアは頬を膨らませて窓際へと進んでいく。

　既に日が落ち、外は薄暗くなり始めている。影が濃くなった庭園をぼんやりと視界に宿したまま、リリアはつぶやいた。

「……今頃、ボンダナ様は独りでお食事されているのかしら」

「ボンダナ様？　気になるか？」

　そっと横に並び、同じように窓の外に視線を向けるセドマへと、リリアは静かに首しゅ肯こうする。

「ボンダナ様と今日庭でお会いしたの。しばらくは庭園の奥にある小屋の中で生活するから食事を持ってきてほしいと頼まれていて……。ボンダナ様は独りで食事をとられているのかしら。それともお弟子さんが一緒？」

「あぁ。俺も先日話をした。その時しばらくジャンベル城に留まると言っていたな。弟子のことも聞いたが、今はアシュヴィを放浪中らしい。だからたぶん独りだろう」

　リリアはセドマへと身体を向け、ためらいながら口を開いた。

「私、もう少しボンダナ様とお話がしてみたい。ここに留まられている間に、一緒に食事をすることは可能かしら」

「あぁ。オルキス様に頼めば快く場を設けてくれるだろう。ボンダナ様もきっとお喜びになる」

「そうね、そうする。その時はお父さんも一緒だからね」

「分かった」

　ボンダナが嫌がらない限り、オルキスなら速やかに話を進めてくれることだろう。そうなれば食事会にケビンも加わるだろうし、もしかしたら妹姫のグラシナも話を聞きつけ姿を見せるかもしれない。

　想像を膨らませると楽しみも広がり、リリアはついつい笑顔になる。

「他にはなにか話をしたのか？」

「薬草の話を少し。ボンダナ様はお花を探していらっしゃったわ……それから」

　言いにくさを感じリリアは言葉を濁したのだが、「それから？」とセドマに問われ、勇気を出して言葉にする。

「お母さんと瓜ふたつだって言われたの。ボンダナ様はお母さんのことをよく知っているみたいね」

　母のことを口にして不機嫌にさせただろうかとリリアは身構えるも、予想に反して父は穏やかな表情を崩さなかった。

「あぁ。そうだろう」

　それどころか口元に微かな笑みをたたえて、リリアを見つめる。

「ボンダナはソラナの母親だ。みんなが知っている」

　告げられた事実にリリアの頭の中は真っ白になり、指先もわずかに震え出す。

「お前の祖母だ」

「ボンダナ様が……私のお祖母ちゃん？」

　思いもしなかった事実にリリアはただただ驚くばかりだった。しかしボンダナがセドマに対して感謝を述べたあの光景を思い出すと、見えていなかった部分がゆったりとつながり合うように徐々に腑ふに落ちていく。そしてなにより、セドマ以外に自分と血のつながりのある人がいたことが嬉しくてたまらなくなり、瞳に涙を浮かべた。

「ボンダナ様は、自らの予言を通して運命の乙女が自分の孫だということに最初から気づいておられた。その上で、予言を言葉にすることをしばらくためらっていたそうだ。リリアはテガナ村で暮らすほうが幸せかもしれない。モルセンヌに来れば、ソラナのようにつらい思いをさせてしまうかもしれないと」

　祖母の存在すら知らずにいた自分にこんなにも心を寄せてくれていたことを知り、リリアは涙をこらえながら切なさで痛む胸元をそっと手で押さえた。

「しかしボンダナ様は、アシュヴィの民の幸せを願い生きてこられたお方。未来に陰りを感じ、そうも言っていられなくなったのだろう」

　セドマは息を吐いてから、自嘲の笑みを浮かべた。

「ボンダナ様と同じく、俺も心配だった。リリアが望んでいるのを知りながら、モルセンヌの話を避けたり、テガナ村でもリリアは幸せになれるはずだと無理やり信じようともしていた」

　頑なにモルセンヌの話題を拒んでいた理由を知り、目を涙でいっぱいにしたリリアへ、セドマは「そんな顔をするな」と優しく笑いかける。

「結局こうなったが、俺はもう心配などしていない。オルキス様は聡そう明めいなお方だ。王となってこの国をより豊かにし、リリアのことも大切にしてくれるだろう」

　父の言葉が自分の胸の中へと温かく染み込んでいくのを感じながら、リリアはオルキスの顔を思い浮かべて微笑んだ。

「うん。オルキス様ならきっと素晴らしい王になる。それに私ね、オルキス様の力になりたいと思ってるの。少しでも彼の支えになれるようにもっといろいろ学んで、しっかり頑張ろうって」

「そうか」

　しばらくふたりは黙ったまま窓の向こうを見つめていたが、セドマはちらりと室内を確認したあと、囁くように再び話し出す。

「オルキス様からソラナのことを聞いたのだろ？」

「……時計塔の話を、少しだけ」

　問われた内容にリリアが鼓動を高鳴らせながら素直に答えると、セドマはうなだれるような仕草をした。

「母親のことをリリアにちゃんと話してやれと、知らずにいるのはかわいそうだと怒られてしまったよ」

「オ、オルキス様がそんなことを？」

　いつの間にかオルキスと父がそんな話をしていたことに驚く一方、オルキスの自分を気遣う発言が嬉しくて、リリアの口元がほころんでいく。

「リリア、聞いてくれ」

　しかし続けられた父の硬い声音に、瞬時に顔が強張った。

「語り継がれている話は事実ではない」

「事実、じゃない？」

「あぁ。精神的に追いつめられ飛び降りようとしたのは事実だが、俺が助けた。そのままソラナはモルセンヌを出て、その数年後には俺も」

「それならどうして……」

　そこで扉を叩く音が室内に響き、ふたりは話を中断させる。

「失礼いたします！」と声高らかに、しかし恐る恐るといった足取りで執務室へと入ってきた若い騎士団員に、セドマは「オルキス様に急ぎの用か？」と尋ねた。

　しかしそうではなかったようで、「いえ。セドマ様にお話が」とホッとした表情で要件を告げる。

　わずかに逡しゅん巡じゅんしたのち、セドマは「今行く」と返事をしリリアへ顔を向けた。

「ボンダナ様もお前といろいろ話したがっていた。近いうちにその機会に恵まれるだろう。だから今は、オルキス様の顔に泥を塗らぬよう、ステップを覚えることだけに集中しろ」

　セドマはオルキスがいる部屋のほうをちらりと見てから、「それじゃあ、またあとで」とだけ言葉を残し、団員と共に執務室を出ていく。

　リリアは再び部屋にひとりとなったが、すぐにダンスの練習を再開する気持ちにはなれなかった。

　オルキスはセドマからどこまで聞いているのだろうか。話をしたくてたまらないが、隣の部屋からは相変わらずボソボソとしゃべる声が響いてくるだけで話が終わる気配はない。

　気持ちが落ち着かないまま窓の向こうに目を向けると、ちょうど庭園へと進んでいく黒い人影が見えた。暗がりの中で外套をまとっているため、はっきりとは分からないが、リリアは身体の大きさからそれがボンダナだと予想する。

　その人影がベンチに腰かけたのを見て、リリアの気持ちはさらに落ち着かなくなっていく。会が始まるまで、まだ少し時間に余裕がある。ちょっとくらいなら話ができるのではと考えてしまったのだ。

「……あの……リリア様？」

　突然声をかけられたことに「きゃっ！」と声をあげ大きく振り返ったリリアに、後ろにいた若い侍女も面食らった顔をする。

「ご、ごめんなさい……私、あそこにいるのはボンダナ様かなって考えていて、誰かが後ろにいることにまったく気づいていなかったの。それでびっくりして」

　リリアが馴染みの薄い同年代の侍女に対してそう弁明すると、彼女はぱっと顔を明るくさせ、にっこりと嬉しそうに微笑んだ。

「えぇ、そうです！　ボンダナ様です！　実は私、ボンダナ様から言こと伝づてを預かって参りました。今、話をしておかねばならぬことがあるから来てほしい。あそこで待っていると」

「……今？」

「はい。宴の前に話しておきたいとおっしゃっていました」

「……そうですか」

　リリアがオルキスのいる部屋の扉を見つめると、侍女は慌てて言葉を追加させた。

「それと、できれば他の人には聞かれたくないとも言っておられましたが……どうなさいますか？　私が断ってきましょうか？」

　ボンダナがそうまでして話しておきたいこと。それはまさに、今さっきセドマと話していたことだろう。

　急な呼び出しに、なにかよくない宣せん託たくを受けてしまったのだろうかとリリアは不安に駆られていく。

「いえ。分かりました。すぐに行きます」

　ありがとう、と最後に付け加えてから、急ぎ足で部屋を出ようとした時、ちょうど廊下側から扉が開かれた。リリアの世話係の侍女が笑顔で執務室へ入ってくる。

「リリア様、どこに行かれるのですか？」

　廊下に出ていくリリアを目で追いながら、ぽつりと疑問を囁きかける。

「庭にいるボンダナ様とちょっとだけお話をしてくるわ。すぐに戻るから。オルキス様にもそう伝えておいて」

「え？　……は、はぁ……」

「お願いね」

　侍女はリリアへ手を伸ばしたが細い腕を捉えることはできず、ゆっくりとその手を引き戻す。あっという間に遠ざかっていく後ろ姿を見つめながら、リリアと一緒にいた若い侍女に話しかけた。

「こんな時にいったいなんの話を？」

「……さぁ。私には分かりません」

　女の声を聞き、侍女ははたと動きを止める。そして目も合わせることなく部屋から出ていこうとする女の顔をじっと見つめたのち、不思議に思いながら首をかしげたのだった。




　ボンダナがまだベンチに座っていることを願いながら、リリアは大急ぎで庭へ出た。ベンチが見えるところまで近づくと、幸運にもそこにまだ、うずくまるようにして黒い人影が座っていた。

「眠っているのかしら」

　影に動きが見えないことにそんな冗談をつぶやきながらも、リリアははやる気持ちを抑えきれないまま進む速度を上げた。

「お祖母ちゃん」

　小声で呼びかけると、心の中にじわりと温かいものが広がる。

　しかし実際、そう呼びかけるのは気恥ずかしい。いつも通り『ボンダナ様』と声をかけようとした瞬間、影がむくりと動いた。驚いてほんの一瞬足を止めてしまったリリアになどお構いなしに、人影はするすると庭園の奥へ入っていく。

「待ってください！　ボンダナ様！」

　大きく名を呼びながら、リリアは必死に追いかける。

　庭園の奥に足を踏み入れると、そこは入り組んだ迷路のような場所へと変化する。ここから先は立ち入ったことがなく、しかも辺りはすっかり暗くなっているため、迷子になりそうだという不安がリリアの胸を締めつける。

　不気味にも感じ、気持ちが折れそうになったその時、リリアの右手側から奥へ通じている通路でボンダナらしき影がちらりと動いた。

「……ボンダナ様」

　恐々と歩を進め、その後ろ姿に声をかけると、やっと足が止まる。

　ホッとし、再び話しかけようとした瞬間、小さかった背丈がすっと伸び、リリアはギクリと言葉を失う。

　違う。ボンダナ様じゃない。すぐにそう判断したが遅かった。ゆらりと振り返った相手の顔を見て、リリアはよろりと後ずさる。

　一生懸命追いかけていたのは、会いたくないと思っていたオーブリーだったのだ。そしてオーブリーの目はしっかりとリリアを捉えている。

　妖しくにやりと笑いかけられてぞくりと肌が粟あわ立だち、リリアは身を翻し走り出す。しかしほんの数歩進んだところで後ろから腕を捉えられ、そのまま伸のしかかられる形で地面へと押し倒されてしまう。

　必死に抵抗するが、うつぶせの体勢のままオーブリーに上から押さえつけられ、リリアの動きは封じられていく。

「うまくいったようね」

　顔を上げ、リリアは愕然とする。

　ゆっくりと近づいてくるエルシリア王妃の右隣にはふて腐れ顔のセルジェル王子が、そして左には城から去ったはずのユリエルの姿があった。ユリエルの歪んだ表情から感じる狂気はまるで悪魔に魂を売ってしまったかのようで、リリアは恐ろしくてたまらなくなる。

「母さん。本気なの？」

　セルジェルからため息交じりに問いかけられ、王妃は少しばかり目を大きくし驚いてみせた。

「もちろんよ。これもすべて可愛いあなたのため。あなたの幸せは、やがてわたくしたちの幸せにもつながります」

　偽物のような笑みを浮かべたあと、冷ややかな眼差しを王妃から向けられたユリエルは、黙ったままリリアへと歩み寄り、オーブリーに加担するようリリアの身体を押さえた。

　リリアは声に恐怖を滲ませながら「離して！」と繰り返す。しかし身をよじって逃れようとすればするほどふたりの力に押さえ込まれ、どんどん動けなくなっていく。

　リリアの目と鼻の先で王妃が足を止めた。そしてリリアの髪を乱暴に掴み、強引に顔を自分へと向ける。

「最後までわたくしを楽しませてちょうだい」

　言うなり差し出された王妃の手の平に、オーブリーが黒い液体の入った小瓶を載せた。小瓶の蓋を器用に指先で弾き飛ばし、王妃はそれをリリアの口へと近づけていく。

「いっ、いやっ！」

　得体の知れないものを口の中へ流し込まれたくなくてリリアは首を必死に動かすも、ごつごつとした手に頭を押さえつけられ、口内にひやりとした液体が流れ込む。

　口の中に苦い味が広がる。口を塞がれ吐き出すことも敵わず、リリアは目に涙を浮かべながら……ゴクリと、それを飲み込んだ。冷たい感触が喉元を下りてゆき、突然なにかが爆発でもしたかのように一気に熱が膨らみ、リリアの視界が黒く染まっていく。

　ぐったりと倒れたリリアを見下ろして、王妃が満足そうに笑った。

「オルキスが動き出す前に、急いで運んでちょうだい」
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「……オルキス様……あの……」

　自分を呼んだのがリリアの世話を任せている侍女だということに気がつくと、オルキスは「失礼」と話を中断し、戸口へと足を向ける。

「どうかしたのか？」

　不安に揺れているような表情にオルキスが眉根を寄せて問いかけると、侍女は深く頭を下げた。

「オルキス様。申し訳ございません。でもお耳に入れておいたほうがいいかと」

　そこでいったん深呼吸を挟んでから、侍女は勇気を振り絞り口を開く。

「実は、リリア様のことなのですが――」

　緊張気味に続けられた話に、オルキスは目を見張り息をのんだ。
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　ガタンッとなにかが激しくぶつかる音を耳にして、リリアはゆっくりとまぶたを持ち上げる。

　視界に映り込んだのは、初めて見る薄暗い部屋だった。ゆらゆらと揺れるいくつもの蝋燭の明かりのせいか、すべてぼんやりと霞を帯びて見えた。

　どこからか聞こえてきた苦しそうにうめく声にハッとし、リリアは身体を起こそうとする。しかし、身体全体が痺れているような感覚と、なにより後ろ手に手首を縛られていたため、起き上がることはできなかった。

「あらあら。目覚めさせてしまったようね」

　ぼやけているリリアの視界に、覗き込む女性の顔が映り込んだ。途端、刺すような痛みを感じて思わずぎゅっと目をつぶるも、聞こえた声音からそこにいるのが誰なのかはしっかりと理解していた。

「気分はどう？」

　エルシリア王妃の指先がリリアの頬をつっとなぞった。

　触れられたことへの嫌悪感から身をよじろうとしたが、身体の熱さと寒気、息苦しさに喉元のひりついた痛み、なにより全身が重く、頭を動かすことさえ簡単ではない。

「そうだろう。とってもつらいだろう」

　楽しげに響いた王妃の声音に込み上げてくる悔しさと身体のあちこちで疼き出した痛みに、リリアは涙を滲ませる。

　再びリリアの傍らでガタリと大きな物音がした。

　誰かがオーブリーに押さえつけられている。リリアにはその姿がオルキスのように見えて心に希望の灯がともったが、続けて聞こえた声でそうではないことを知る。

「ただの睡眠薬だって言ってたじゃないか！　リリアさんに早く解毒薬を！　あるんだろ!?　今すぐ飲ませないと！」

　オルキスではなく異母兄弟のセルジェルだったことに、希望の灯はあっけなく消え失せる。そしてセルジェルのあまりの必死な姿に、リリアは自分の状態がひどいということを察し、絶望を抱いた。

「やあね、セルジェル。そんなもの作らせてないわよ。彼女はこのまま苦しみながら息絶えればいい。そして母親の時と違って今度はしっかりと、私たちの前に屍しかばねをさらしてちょうだいね」

　恐ろしい言葉だけでなく、どこまでも本気だと思わせる瞳で王妃に見下ろされ、リリアは気持ちが萎縮していった。

　階段を下りてまっすぐ歩み寄ってきた近衛兵に耳打ちされ、王妃がほくそ笑む。

「準備が整ったみたいね。さぁ。私たちも宴の席へと参りましょう。すべてを覆し、セルジェルを王にするために」

　オーブリーによって後ろから両腕を捉えられうなだれていたセルジェルが勢いよく顔を上げる。

「母さん！　やっぱり俺じゃないよ。兄さんこそ王にふさわしい。それに、兄さんは本当に彼女を大切に思ってる。彼女を失ったらきっと、父上のように思い出の中で生きていくことになる。俺はそんな兄さんを見たくない！」

「黙りなさい！」

　鋭い金切り声の王妃の叫びに、セルジェルは身体を竦め息をのむ。

「あなたは余計なことを言わず、ただ黙ってそこにいればいい。分かったわね？」

　凄みのある顔で咎められ、セルジェルは完全に言葉を失った。

　気力を失ったことを感じ取ったオーブリーが手を離すと、セルジェルはその場に足から崩れ落ちていく。

　オーブリーはリリアへと身体の向きを変えた。リリアもそれを霞む視界と気配で察し、オーブリーをにらみつける。

「やめろ。まるでソラナににらまれているようで気分が悪い」

　そんなふうに言われると余計に反発心が膨らむ。リリアはオーブリーから目を逸らそうとしなかった。

　その行動がオーブリーの苛立ちと混乱を一気に増幅させていく。

「やめろ、ソラナ！　俺を見るな！」

　オーブリーは荒々しい足音を立てながらリリアへと歩み寄り、乱暴にリリアの腕を掴み上げた。強引に引っ張り上げられても身体を左右に振られても、リリアはうまく力を入れることができず、されるがままとなる。

「お前は俺にモルセンヌから、ボンダナの前からも姿を消せと責め立てた。だが去ったのはお前だ。お前が間違っていた！　相手を支配するために呪術を使ってなにが悪い！　きれいごとばかりを言うな！」

　完全にリリアにソラナを重ねてしまっているオーブリーのその言葉だけで、彼の負の性格やソラナと対立していたという過去も見えてくる。

　乱暴にリリアを引き寄せ顔を近づけると、オーブリーは気味の悪い笑みを浮かべた。

「ソラナ。俺が作った薬の味は、昔と変わらず美味しかろう？」

　目を見張ったリリアに満足そうな顔をしたのち、オーブリーは手荒に、華奢な身体を右肩へと担ぎ上げた。

　だらりと身体が垂れ下がったことで視界を掠めた自分の髪にリリアははっとする。黄金色だった髪がなぜか黒色に変化していたのだ。目も痛いことを考えると、もしかしたら瞳の色までも変わってしまっているのではと新たな恐怖が襲う。

　華奢な身体から震えを感じ、オーブリーが笑い声を低く響かせる。

　王妃を先頭にして、リリアを担いだオーブリーと、宴を純粋に楽しみにしているかのような足取りのユリエルが、続けて階段をのぼっていく。セルジェルは立ち上がることもできぬまま、唇を噛んで一行から目を逸らした。
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　オルキスは物置小屋から出て、焦りと苛立ちの表情で周囲を見回す。

「ボンダナもいないか……いったいどこにいる」

　迷うことなく庭園を駆け抜けたどり着いた小屋の中にボンダナはいなかった。そしてリリアの姿もそこにはなく、来る途中も見つけることはできなかった。

　世話係が言うには、リリアは庭にいるボンダナに会いに行ったようだった。

　これから宴も控えていてあまり時間に余裕がないのに、リリアが庭のどこかにいるボンダナを捜しに行ったとは思えない。窓からボンダナの姿を見かけたことで話がしたくなったと考えるほうが自然だ。だとしたら執務室から見える庭園に向かったということになる。

　迷うからということよりも、庭園の奥まった場所でボンダナがその神秘的な力を駆使し植物を栽培しているがために、そこに城の者は足を踏み入れない。

　子供の頃は庭を遊び場にしていたオルキスも、大切に育てられていた青い液体を花弁から滴り落とす真っ赤な花をうっかり踏んでしまい、ボンダナのがっくりと落胆した様子を見て以来、立ち入らないようになった。

　だから無意識に散歩コースから外してしまったのだが、なにも知らないリリアがそこがどういう場所かも分からぬままボンダナを追いかけたとしてもなにもおかしくない。

「リリア！　どこにいる！」

　しかしどれだけ走り回っても、その姿は見つからなかった。いくら声を張り上げ呼びかけてみても、愛らしい声は返ってこない。

　オルキスは嫌な予感に駆られながら庭園を飛び出し、周囲に視線を走らせ、何度もリリアを呼び続ける。

　回廊を進んでいたオルキスの足が不意に止まった。礼拝堂の扉が開いていることに気がついたからだ。リリアが礼拝堂を気にかけていたのを思い出すと、自然と足がそちらに向かう。

　希望を持って礼拝堂の中を覗き、人の気配がないことにほんの少し肩を落とした。内部へと足を踏み入れ、高窓から差し込む月明かりの下をオルキスは歩いていく。

　かたりと、どこかで音がした。響いた音に俊敏に反応し、即座に進む方向を変更する。祭壇の後ろに下がっている布を手で退けると、その向こうには人がひとり通れるほどの通路があり、突き当たりに地下へつながる階段が見えた。

「……地下室があったのか」

　それは初めて知った場所だった。

　階段を下りると、たくさんの蝋燭の明かりに満ちた空間がオルキスの目の前に現れる。そこは誰かが生活している部屋のような、もしくはなにかを研究している一室のようでもあった。

　テーブルの上には、水分を失いかけている果物。ベッドの上には、無造作に置かれた薄汚れたブランケット。壁際の机には使用済みの試験管が五本ほど放置され……その傍らの台の上に、切り刻まれた一輪の花が横たわっている。

　オルキスが問題だと感じたのは、まさにその花だった。

　太い茎はゆるやかに波打ち、大きな花弁の色は黒。不可思議に思える花は、たいていボンダナによるものという場合が多い。ボンダナが探していた花が、今目の前にある黒い花だったとしたら。その仮定が嫌な予感を膨らませていく。

　オルキスは黒い花を凝視していたが、小さく響いたすすり泣きを耳で拾い、部屋の中を見回した。

「……セルジェルか？」

　部屋の隅で膝を抱えて座っているセルジェルに気がつくと、オルキスは慌てて歩み寄る。

「大丈夫か？　いったいなにがあった」

　問いかけに顔を上げたセルジェルを見て、オルキスは眉をひそめた。その頬にいくつかかすり傷ができていて、顎の部分は血をぬぐったような跡もある。

　セルジェルは涙をこぼしながらオルキスの腕を弱々しく掴んだ。

「……兄さん、ごめん。母さんが……。彼女を助けなくちゃって思ったのに、なにもできなかった」

　オルキスは震える弟の手に自分の手を重ね置いたのち、声に怒りを滲ませて問いかけた。

「もしかして、リリアはここにいたのか？」

　セルジェルからこくりと頷き返され、オルキスは奥歯を噛みしめた。

　薬品の匂いが立ち込めるここで、エルシリア王妃がリリアになにをしたのか。考えるよりも先に怒りに飲み込まれそうになる。

「リリアはどこだ」

「母さんが宴の場に連れていった」

　そっと手を離し、『行ってください』という眼差しを向けてきたセルジェルの頭にオルキスは手を載せる。

「人を呼ぶ。しっかり手当てをしてもらえ」

　オルキスに優しく笑いかけられたことにセルジェルは胸を詰まらせ、大粒の涙をこぼした。




　＊　＊　＊




「皆さま、騙されてはいけません。この者は運命の乙女などではない！　大罪人だ！」

　大広間に足を踏み入れて早々、エルシリア王妃が声高に語りかけた。

　オルキスとリリアの姿が見たくて集まった客人たちや、高座に設けられた席に既に腰を下ろしてセドマとケビンのふたりと話をしていた国王も、唖然とした顔で王妃に注目する。

　オーブリーが担ぎ持っているのは女性だと人々が気づき始めると、場が騒然となっていく。床へと粗雑に降ろされた女性を見て、セドマは顔を強張らせた。

「リリア！」

　叫ぶと同時に駆け出すが、リリアまであと少しのところでふたりの近衛兵が行く手を塞ぎ、セドマへ槍の穂先を向けた。セドマを慌てて追いかけてきたケビンも同様に別の兵から穂先を突きつけられ、足止めをくらう。

「どういうつもりだ」

「セドマさん、ケビンさん。すみませんが命令ですので」

　近衛兵が言う命令は誰からのものかは明らかで、セドマはぎっと王妃をにらみつけた。

　ケビンはこの状況がのみ込めず戸惑いながらも、オーブリーの足元でぐったりと横たわり動かない女性を凝視する。セドマはその女性を『リリア』と呼んだが、ケビンにはそう見えなかった。

「黄金色の髪。深緑の瞳。笑わせないでおくれ。……これが娘の本来の姿だ」

　女性の髪の色は黄金色ではなく漆黒だった。しかし王妃がその髪を掴み上げたことで女性の顔が露わになる。そこでケビンをはじめリリアを知る人々から、次々と悲鳴にも似た驚きの声があがっていく。

　確かに顔はリリアなのに、髪の色は違う。そして薄く開かれた瞳の色も綺麗な緑色ではなく、黒だった。

　人々のどよめきが広がりを見せる中、王妃が再び口を開いた。

「この娘は姿を偽っていた。王子をたぶらかし、王妃の座に就いたのち、王をも裏切るつもりだった。これはソラナの娘！　母の恨みを晴らすために、モルセンヌにやってきたのだ」

　ざわめきが一段と大きくなっていく。アシュヴィ王は椅子から立ち上がり、呆然とリリアを見つめた。

「ソラナは嘘の塊。死んでいたことすら偽りだったのだ。王はソラナの内面を見抜き妃として迎え入れなかったが、そのことでソラナは愛情を憎悪に変え、アシュヴィの破滅を画策し娘に託した」

「適当なことを言うな！　ソラナは……っ！」

　なおも続く王妃の言葉にセドマが噛みつくも、穂先を喉元寸前まで突きつけられ言葉は途切れた。

「そしてもうひとり、この娘に手を貸した罪人がいる」

　王妃の合図で、近衛兵ふたりがボンダナの両脇を抱え持ち広間へと入ってきた。

「離せと言っておろうが。いったいなんだというのだ」

　ボンダナは反抗するように両手をばたつかせていたが、横たわる女性の姿に目を留め動きを止めた。そして黒髪の女性が誰なのかに気づき、息も絶え絶えな様子を見て取ると怒りを露わにする。

「……リリアなのか？　……お前らなんてことを！」

　近衛兵に押さえつけられながら、必死に「リリア！」と呼びかけるボンダナを鼻で笑ったのち、王妃は客人へと身体を向けた。

「このおいぼれが出した予言も偽りだ。すべてはソラナの娘、つまり自分の孫に権力を掴ませるためのこと。国をいずれ自分のものにするつもりだったのだろう」

　王妃の言葉は、その場に居合わせた人々の心を揺さぶり、ぽつりぽつりとボンダナやリリアに疑いの眼差しを向け始める者も現れ出す。

　それに満足し、王妃は自分の後ろにいたユリエルを隣へと並ばせる。

「リリアの思惑に気づいた娘がいた。それがユリエルだ」

　自分の名前が出たところで、ユリエルは皆へ上品に笑いかけた。

「すでにリリアに骨抜きにされていたオルキスによって城から追い出されたというのに、ユリエルはアシュヴィ王のことや国の未来に心を痛めていた。なんてすばらしい女性だろうか」

　王妃はひとつ息を吐き出したのち、より真剣に言葉を紡ぐ。

「このような思惑も見抜けぬオルキスは、どう考えても王の器ではない。王にふさわしいのは、オルキスではなくセルジェルだ。そしてユリエルこそ花嫁として迎え入れるべき娘。……国王陛下、お願いです。どうか考えを改めください」

　言葉が見つからないのか表情を強張らせ固まっている国王に、王妃はほんの一瞬だけ笑みを浮かべ、そして大声で命じた。

「このふたりを牢ろう獄ごくへ連れていけ！」

　オーブリーに代わり、近衛兵のひとりがリリアを抱え上げようとし、それに気づいたセドマとケビンがすぐさま止めに入ろうとする。

　王妃とユリエルはその光景を楽しそうに見つめ、客人たちは眉をひそめてひそひそと言葉を交わし合っている。

　マルセロはどうしたらいいのか分からない様子でオロオロし、国王だけは表情をなくしたまま、いまだ動けずにいた。

「待て！」

　鋭い声音が飛び、騒々しかった室内が一瞬で静まり返った。

　颯爽とした足取りでオルキスが騒ぎの中心へと歩を進める。そして床の上でぐったりと横たわっているリリアを視界に捉えた瞬間、拳を握りしめた。

「……リリアから手を離せ」

「なりませぬ、オルキス様。この者はあなたを陥れようと――」

　リリアを担ぎ上げようとしていた近衛兵が説得を試みようとしたが、オルキスの冷たい眼差しに射貫かれて途中で口を閉じた。

「離さぬと言うのか？」

　忌々しげにつぶやいた次の瞬間、オルキスが飛ぶように人々の間を駆け抜け、携えていた剣を近衛兵の首を掠めるように大きく振るった。

「だったら、死あるのみだ」

　近衛兵は顔を青ざめさせ、その場で腰を抜かす。

　鮮やかさにひとり歓声をあげたケビンと、ずっと顔をしかめていたセドマもほぼ同時に剣を抜き去り、自分たちの行く手を遮っていた近衛兵たちに切りかかっていく。

「しっかりしろ！　リリア！」

　オルキスはリリアのそばで膝をつき、背中に手を回して優しく抱き起こした。

　リリアはゆっくり目を開けて少しずつ手を伸ばし、オルキスの頬に触れる。

「……オル、キス、さま？」

　リリアはわずかに微笑んでみせるも、仕草と声音から目がよく見えていないのがしっかりと伝わってくる。オルキスは力いっぱいその身体を抱きしめた。

　近衛兵からボンダナを取り返したケビンが、ハッとし視線を移動させる。床に落とされていた近衛兵の槍を掴み取ったオーブリーがオルキスへと向かっていくのを見て、「オルキス様！」と大声で叫んだ。

　ケビンの呼び声に反応しオルキスが顔を上げるのと、オーブリーがオルキスめがけて穂先を突き出したのはほぼ同時だった。オルキスがリリアを支え持つ手に力を込め、鋭くオーブリーを見据えた時、刃と刃がぶつかる音が響く。

　セドマはオーブリーの手から槍を弾き落とすと、オルキスとリリアを守るようにふたりの前に立ち、剣を構えた。

「リリア！　しっかりしろ！」

　顔を歪めて苦しそうに呼吸するリリアにオルキスは精いっぱい声をかける。今すべきことはなにかと必死に考え、ふっと頭に浮かんできた人物を振り返り見た。

　すると、近衛兵ふたりを相手にしているケビンの後ろで身を潜めていたボンダナもオルキスへと顔を向けた。

「オルキスよ！」

　そして呼びかけると同時になにかを放り投げてきた。掴み取った手の平に収まるほどの小瓶を見つめながら、オルキスは力強く言った。

「王座などくれてやる。運命の乙女でなくても構わない。彼女と共に生きていけたらそれでいい。俺はリリアを愛している」

　オルキスは蓋を開け、小瓶の中で揺れ動いている黄金色に輝く液体を己の口へ一気に流し込み、そのままリリアに口づけた。

　こくりと喉元が動くと、床へと落ちてしまっていたリリアの手がゆっくりと上昇し、オルキスの腕をきゅっと掴んだ。

「おのれ！　早くオルキスを捕えろ！」

「やめないか！」

　焦りを交えて王妃が叫んだ瞬間、広間に低い声が響き渡り、皆の驚きの眼差しが国王へと向けられる。

「オルキスは私の跡を継ぐもの。それでも刃を向けようとする者は、みな罪人とみなし処す」

　凛とした声音で告げながら、国王が歩き出す。

「私の言葉が聞こえぬか？　決定が気に食わぬというなら、今すぐ国を去ってもらって結構だ」

　高座から降りた国王に冷たく見つめられ、王妃は表情を強張らせる。

　国王はオルキスの目の前で足を止め片膝を床につけると、息子の腕の中で浅い呼吸を繰り返しているリリアを切なく見下ろした。

「私も地位にしがみつくことなく、まっすぐにぶつかっていたら、ソラナの心を掴むことができたのかもしれない」

　リリアはそっとまぶたを持ち上げ、国王へと視線を上昇させる。

「すまなかった」

　リリアだけでなくソラナに対してにも聞こえる謝罪を受けると、リリアは国王に向かって手を差し出し、にっこりと微笑みかけた。

「ありがとう」

　国王は両手でリリアの手をとり、すべてを許すかのようなその微笑みにひと筋の涙をこぼしたのだった。
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　暖かな日差しが降り注ぐ昼下がり。庭園の、いつかお茶会を開いたその場所で、オルキスはテーブルに頬杖をついて、呼んでいないのに集まってきた人々に冷めた目を向け続けていた。

「気の利かないやつらだ」

　不満が止まらないオルキスに苦笑いを浮かべながら、リリアはマルセロが淹いれてくれたばかりの紅茶を口へと運ぶ。

　最初はオルキスとリリアのふたりだけで、紅茶とパイをお供にのどかなひとときを満喫していたのだが、それに気づいたケビンが駆け寄ってきたことで、空気は一変する。

『旨うまそうですね！　俺も一緒にいいですか？』と返事を聞く前に空いていた椅子にケビンが座ると、続けてやってきたセドマも『あぁ。俺にも一杯頼む』とマルセロに話しかけながら何食わぬ顔で席に腰かけた。最後に雑草を貯め込んだ籠を手にボンダナがやってきて、『なぜ私に声をかけぬ！』とぶつくさ言いながら、やっぱり席に着いたのだ。

　オルキスは公務の合間に生まれたちょっとした隙間時間を心静かに過ごしたかったようなのだが、また最近、勉強やダンスの練習を再開したリリアにとっては、みんなの楽しげな声が飛び交うこの時間も癒しとなっている。

　ケビンが騎士団内で起きたセドマの武勇伝を面白おかしく話すため、リリアが笑い疲れて小さく息を吐くと、それに気づいたオルキスは持っていたティーカップをソーサーへと戻した。

「リリア、大丈夫か？」

「平気。大丈夫」

　微笑みながらゆるりと首を横に振るリリアに、ケビンは気まずそうに両肩を竦めた。

「お元気そうなのでうっかりしていました。リリア様、体調はいかがですか？」

「もうすっかり元気です。……でも、元通りになるのにまだまだ時間がかかりそうなところもあるけれど」

　言いながら、リリアはきっちりと編み込まれた自分の髪の毛に触れた。

　王妃が企てたあの出来事から、もうすぐ一ヶ月。体調と瞳の色はほぼ戻りつつあるのだが、髪の毛だけ黒がまだ強く残っている。さらに、耳の後ろなどをはじめ場所によっては黄金色と混ざり合い汚れているようにも見えるので、リリアはそれらを目立たせないために髪を結い上げてもらっているのだ。

　リリアが癖のように毛先を触っていると、オルキスが「リリア」と優しく呼びかけた。

「もうしばらくは俺とお揃いだな」

　きょとんとしたリリアと目を合わせて、オルキスは自分の前髪を指先でつまんでみせた。

　オルキスとお揃い。捉え方を変えただけで、疎ましく感じていた髪の色が少しずつ特別に思えてきてリリアは笑顔になる。

「そうね。もうしばらくお揃いを楽しんでおくことにするわ」

　改めて自分の髪へ視線を落としたリリアと、その言葉に笑みを浮かべたオルキスを交互に見やって、ボンダナもうっとりとした顔で自分のぼさぼさの髪を撫でつけた。

「私も黒く染めて、オルキスとお揃いにしようかの」

「しなくていい」

　オルキスに冷たく言い放たれ、ボンダナが「お前さんはやっぱりつれないのう」とわめき始めた。しまいにはあてつけのように『弟子になれ』とリリアを勧誘し始める。

　足元に置いておいた籠の中から取り出した雑草をテーブルに並べ、事細かに効能を説明し始めたボンダナにオルキスが冷めた目を向けたことでケビンが笑い出し、またテーブルが賑やかになっていく。

　ボンダナはまだ庭園の奥にある物置小屋で寝泊まりをしている。リリアが完全によくなるまでは、そこで薬を作り続けるつもりなのだ。

　薬を持ってリリアの部屋を訪ねては、今まさに目の前で繰り広げているようにボンダナはさまざまな知識を言葉にする。もちろん薬草以外の話もふたりはしている。

　オーブリーのこともそうだ。学ばせてくれとボンダナの元を訪ねてきた当初から、オーブリーはソラナとそりが合わなかった。呪術師としての素質はあると感じ、ボンダナはオーブリーをそばに置くことにしたが、彼の歪んだ思想を垣間見て危険と判断したソラナは早急に立ち去ることを求めた。

　ぶつかり合ううちにオーブリーは苛立ちを募らせ、爆発した。さまざまな植物から毒を抽出し調合したものをソラナの食事に混ぜたのだ。ソラナはすぐに違和感に気がついたため大事には至らずに済んだが、回復した時にはもう、オーブリーの姿は消えてしまっていた。それから十年の月日が経ったころ、オーブリーは何食わぬ顔で王妃の傍らに再び現れ出て、今度はリリアへと牙を向け……今また姿をくらました。

　しかしオルキスとセドマが全力で行方を捜しているため、見つかり罰せられるのも時間の問題だとボンダナは笑う。

　ケビンもまた話題のひとつとして、オーブリーの行方についての予想を口にしていた。

　セルジェルが自ら、山賊の出没で情勢が悪化しているアシュヴィ北部の地で指揮をとらせてほしいと願い出たことで、王はエルシリア王妃に命令を下した。セルジェルと共にモルセンヌを離れよと。

　そのためジャンベル城に今、王妃の姿はない。やつれた顔で城を出ていった王妃の後ろ姿はリリアには頼りないくらい小さく見えて、好意は抱けないというのに心が苦しくなった。

　ケビンが、もしかしたらオーブリーはエルシリア王妃についていったのではないかと考えを述べると、それに対してオルキスが『とっくに見張り役を送り込んでいる』とさらりと言ってのけたのだった。

　そしてリリアが父から聞かされたのは、昔話だった。

　ソラナは快活なだけでなく、人のために行動ができる優しさと勇気を持ち合わせていた。そこにいるだけで場が明るくなる、まるで太陽のような女性だったらしい。そしてボンダナの娘なだけあって未来を見越した助言をして、力を貸そうとすることが多かったため、人々からの信頼は厚かった。

　そんなソラナに、若き頃の王は恋心を抱いた。しかし思いを口にしても、彼女が首を縦に振ることはなかった。高価な贈り物をしても王妃の座をちらつかせてもソラナを手に入れることができなかった王は、強硬手段に出た。権力を振りかざし、勝手にソラナとの婚姻関係を結んでしまったのだ。

　そのことで、親友だった第一夫人のオルキスの母との間に陰りが生まれ、その上、第二夫人になるべく城に召されていたエルシリアからの執しつ拗ような嫌がらせに遭い、心が折れて時計塔にのぼってしまったのだ。

　すんでのところでセドマが止めに入ったが、飛び降りようとしていた姿はモルセンヌの住民に見られていたため、姿がそこからなくなったことで飛び降りたと勘違いする者も現れた。そしてボンダナが『ソラナは飛び降り、消えたのだ』と発言したのが決定打となり、人々は悲しみに暮れることになる。

　昔話に父自身が出てこなかったため、リリアは『いつからお母さんを好きだったの？』と問いかけたが、それに関する答えが返ってくることはなかった。

　きっと街を出る前から、ふたりは好き合っていたのではとリリアは想像を膨らませる。

　すでに父を慕っていたからこそ余計に、母は望まぬ婚姻に絶望したのかもしれないと考えたリリアへ、セドマは切なげに続けた。

　オルキスの母は亡くなるその瞬間までソラナの力になれなかったことを悔やみ、ソラナもまたオルキスの母親に対し、真実を告げぬまま黙って姿を消したことを申し訳なく思っていた。それほど絆きずなの深かったふたりだからこそ、オルキスとリリアが結ばれたことを天高い場所で喜び合っているだろうと、セドマは締めくくった。

　ほんの少し肌寒さを感じリリアがくしゃみをすると、オルキスは心配そうな顔で椅子から立ち上がった。

「リリア、部屋に戻るぞ」

「えっ……でも」

　セドマは紅茶の二杯目を断ったため座っているだけの状態であるから構わないかもしれないが、ケビンは三杯目を注いでもらっているところで、ボンダナはパイにむしゃぶりついている最中だ。さすがに今、席を立つことはリリアの気が引けた。

「あとは勝手にやるだろう。気にするな」

　しかしオルキスは皆を見つめながらきっぱり断言し、リリアに手を差し出す。

「リリアに風邪を引かれたら、俺が困る」

　リリアは笑みをこぼしたのち、「分かりました」とオルキスの手に自分の手を重ね置き、椅子から立ち上がる。

「それでは失礼する」

　オルキスは席に着いている三人へと優雅にお辞儀をしてみせてから、リリアの手を引き歩き出した。

「やっとふたりっきりになれた」

　聞こえた独り言にリリアがくすくすと笑っていると、不意にオルキスの歩みが止まる。

　つられてリリアも足を止め、口元に笑みをたたえたまま彼を見上げた。オルキスは笑みを深くして、予告もなしにリリアを抱き上げる。

「……えっ!?　オ、オルキス様!?」

　突然の横抱きに戸惑うリリアへと、オルキスが意地悪く囁きかける。

「重いが部屋まで運んでやる。ありがたく思え」

「なっ！　結構です！　私、もうちゃんと歩けますから！」

「ほら動くなって……わっ！」

　その瞬間、オルキスの身体がよろめいた。

　投げ出されてしまいそうな予感にリリアは小さく悲鳴をあげ、広い肩へと手を回す。しかしオルキスは口元に笑みを浮かべたまま、ゆったりとした動きでくるりと一回転した。

　からかわれたことに気がついて、リリアは頬を膨らませた。

「もうっ！　オルキスったら！」

　オルキスは楽しそうにもう一回転したあと、リリアを抱えて走り出す。

　リリアは再び驚きの声をあげるも、それは次第に笑い声へと変わっていった。

　楽しそうに響くリリアの笑い声に、セドマやケビン、マルセロにボンダナも笑みを浮かべ、仲睦まじいふたりとすれ違った者たちも皆一様に表情を明るくさせていく。

　そして思わずにはいられない。まさに運命に導かれ出会ったふたりだと。

　王子と娘。華やかで純真な恋は、永遠に――。
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　トントンッと控えめに音を響かせてから、リリアはオルキスの執務室の分厚い扉を押し開けた。

「オルキス様は、まだお戻りになられていませんか？」

　室内にマルセロとケビンのふたりの姿しか見つけられなかったため確認の意味をもって問いかけると、いち早く戸口までやってきたマルセロが朗らかに答えた。

「えぇ。まだ国王陛下のところに……オルキス様に用事がおありでしたら、ここで紅茶でも飲まれて、しばらくお待ちになってはいかがですか？」

　リリアがジャンベル城で暮らすようになり、もうすぐ一年が経つ。

　すっかり元の黄金色を取り戻した髪の毛先に触れつつ、リリアは少しだけ背伸びをしてオルキスの机を見た。

　一時間前にも同じように執務室を訪ねたのだが、その時もオルキスは不在だった。

　再びやってきた自分に対してマルセロが気を利かせ、お茶に誘ってくれたのだろうと感じはしても、どうしてもリリアは気軽に甘えることができなかった。机の上に積まれている書類の量が先ほどよりも増えていることに気づいてしまったからだ。

　三日後、このジャンベル城でオルキスの戴冠式が執り行われる。そのため彼は今、いつも以上に忙しい。

　一方、リリアの用事は本当に些細なことだった。オルキスの書斎にある本が読みたくて、鍵を借りようとこうして訪ねてきただけなのだ。

　それを伝えようと口を開き、リリアはすぐさま考えを改める。

「ありがとう。でも、そんなに大した用事ではないの。また明日にするわ」

　書斎はジャンベル城の離れに位置していて、北側のなんとも寂しい場所にある。鍵を借りるのは簡単だが、曇天の薄暗さの中、そこにひとりきりで行くのが怖かった。

　だからといって、このままここに居座り、慌ただしく戻ってくるだろうオルキスに書斎まで一緒に行ってほしいと頼むのもなんだか心苦しい。

「リリア様、でしたらオルキス様へ伝言しましょうか？」

　マルセロの後ろから進み出てきたケビンが胸を張って、そう申し出た。

　その返事としてリリアはゆるりと首を横に振るが、ケビンに諦める様子はなかった。

「どんな小さなことでもリリア様の力になるようにとオルキス様から仰せつかっておりますゆえ。遠慮は無用です」

　なんなりと、と両手まで広げられ、リリアは思わず噴き出して笑う。そこまで言われてしまうと頼らぬわけにもいかず、自分が訪ねてきた理由をぽつりぽつりと話し出した。

「オルキス様の本を借りたくて。だから書斎の鍵を借りられたらと思ったのだけど。でも……」

　まだ昼日中であるが、もうすぐ雨が降るのか外はどんよりとほの暗い。窓の向こうに目をやりつつリリアが胸の内を吐露すると、ふたりもすぐに言わんとすることを理解したらしい。

「離れに行くまでに続く木立は、いつでも鬱蒼としておりますものね。今日のような天気の時は余計薄気味悪く感じ、ひとりで行くのはさぞ心細いことでしょう」

　しみじみと述べられたマルセロの言葉にケビンは大きく頷いて、ポンッと己の胸を叩いた。

「リリア様、それなら俺がお供しましょう。首のない幽霊が襲いかかってきても、しっかりお守りいたします。任せてください！」

「あぁっ！　やめて！」

　咎めるように大声をあげ、リリアは耳を塞いだ。まさに、甲かっ冑ちゅうを纏った首から上のない騎士が馬に跨がり木立を駆け抜けていくなどという身の毛のよだつ話を、召使いから聞いたばかりだった。

「からかうのもほどほどに。リリア様が怯えていますよ」

　マルセロはまだなにか言おうとしていたケビンを制し、リリアへと向き直る。

「私が付き添いましょうか？　それとも、やはりオルキス様と一緒に行かれますか？」

　書斎に行きたいという思いは、リリアが口をつぐんでいたとしても速やかにマルセロからオルキスへと伝わることだろう。オルキスは優しいから、ひどく疲れていたとしても貴重な休息時間を使って自分を書斎に連れていこうとするに違いないとリリアは考える。

　それはお荷物になっているみたいで胸が痛い。だったらと、リリアはケビンに視線を定めた。

「ケビンにお願いしてもいい？　そんなに時間はとらせないから……ただし、驚かしたりするのは絶対になしだからね！」

　忙しいオルキスに頼むよりは、室内でのんびり時間を持て余しているふうのケビンに頼むほうが気持ちは楽である。そんなリリアの思惑を読み取れぬまま、指名されたケビンは嬉しそうに顔を輝かせた。

「もちろんです、分かっておりますとも！　さぁ参りましょう！」
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　マルセロから書斎の鍵を受け取ったケビンがリリアを引きつれて意気揚々と部屋をあとにした三分後、オルキスが颯爽とした足取りで執務室に戻ってきた。

「すまない。紅茶を一杯もらえるか」

　自分の机上を流し見てからソファーに深く腰かけ、疲れたように眉間を押さえた。

「かしこまりました」と言葉を返すと同時に、マルセロはテーブルに残されていた飲みかけのティーカップを掴み上げた。それに気づいたオルキスが勢いよく顔を上げる。

「リリアが来ていたのか？」

「これはケビンのものですが……えぇ確かに、つい先ほどリリア様がお見えになっていました」

「そうか……マルセロ、紅茶は俺の部屋に運んでくれるか。リリアと話をしながら飲むことにする」

　滲ませていた疲労感などどこへやら。オルキスは上機嫌に立ち上がり、早速部屋を出ていこうとする。

　リリアはずっと、オルキスの部屋の一部を自室代わりとして使っている。そのため、普段は仕事に追われ執務室に籠りがちなオルキスではあるが、こんなふうに少しでも手が空けば、リリアと一緒にお茶を飲むという名目で自室に戻ろうとする。

　嬉しそうに見える後ろ姿へ、マルセロは焦り気味に話しかけた。

「オルキス様、お待ちください。お部屋に行かれてもリリア様はいらっしゃらないかと」

「いない？」

　振り返ったオルキスに不思議そうな顔をされ、マルセロは思わず苦笑いを浮かべる。

「リリア様は、ケビンを連れてオルキス様の書斎に向かわれました」

「ケビンと一緒に俺の書斎へ？」

「はい。今日はとても薄暗く、リリア様も怖がっているご様子でしたし、道中、ケビンに驚かされたりしなければいいのですが」

　オルキスはピクリと眉を動かし、明らかに不機嫌な声で思いを口にする。

「俺が戻るまで待てばよかったのに」

「オルキス様がお忙しいことが分かっていらっしゃるから、リリア様はお気を遣われ、暇そうな者に頼んだのでしょう。責めてはいけませんよ」

「リリアを責めるつもりはない。ただ……ケビンとふたりっきりというのは面白くない」

　オルキスから素直に語られた胸の内を、「そちらですか」とマルセロは楽しそうに笑う。

「マルセロ。紅茶は予定通り俺の部屋へ。ただし時間を見計らって」

　口元に不敵な笑みを浮かべながら軽やかに命じ、オルキスはコートの裾を翻して部屋を出ていった。
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　陰鬱とした雰囲気を気にしないよう、ケビンとの会話を必死につなげながらリリアは木立の間の道を進んでいく。

　話はもっぱらオルキスから騎士団長の任を引き継いで間もない父、セドマのことだ。

「なかなか厳しいお方ですよ、リリア様の父上は。団長は剣技だけでなく剣舞も完璧で、それを俺たちにも求めてくるから」

　言いながら、ケビンは剣を振るう仕草をしてみせた。

「本番目前ですもんね。でもみんな、もちろん私も、騎士団のみなさんの剣舞をとっても楽しみにしているから。頑張ってね」

　オルキスの戴冠式が執り行われたあと、より多くの民にその雄姿を見せるため、彼は城から時計塔のある広場へと馬車で移動する予定となっている。そこでジャンベル騎士団が祝いの剣舞を披露するのだ。

　時々、オルキスの部屋の窓から団員が練習する姿を眺めているため、リリアはケビンのぼやきの意味をなんとなく理解できていた。

　父にとっては着任後初めての、名誉ある大事な仕事。団員たちに向けられる厳しい言葉は、成功させなくてはという父本人の強い気持ちの表れのようにリリアには見えていた。

「ありがとうございます！　失敗したらオルキス様の顔に泥を塗ることにもなりかねませんので、しっかり頑張ります！」

　リリアからの言葉でくじけかけていた気持ちを立て直したらしく、ケビンはやる気をみなぎらせながら力強く宣言した。

　木立を抜けるとすぐに、白い壁面のこぢんまりとした建物が目の前に現れる。中には目的の部屋であるオルキスの書斎と、小さいながらも温室がある。

　鍵束の中から何度も鍵を選び直して、建物の扉を懸命に開けようとするケビンの後ろ姿をぼんやり見つめて、リリアは独り言のようにつぶやく。

「私も、オルキス様になにか特別な贈り物がしたい」

「オルキス様に贈り物ですか？　リリア様が選ばれたものなら、なんでも喜んで受け取られると思いますが、特別となると難しいですね」

「そうよね。オルキス様はなんでも持っていらっしゃるもの」

　自分はたくさんのものをオルキスから贈られている。今身に着けている水色のドレスや靴をはじめとして支度部屋にはたくさんの衣類が並び、何気なく出たお菓子の話題に目を輝かせただけで、すぐにそれが手元に届けられたりする。

　物を与えてもらうと同時にオルキスの心遣いも深く感じ、感謝の念と共に自分もなにか返したいと常日頃考えているのだが、残念ながら今のところ実行に移せていない。だからこそ戴冠式の日になにか、できればオルキスの心が温かくなるような贈り物ができたらとリリアは頭を悩ませているところなのだ。

　騎士団のようになにかを披露すれば楽しんでもらえるに違いないけれど、特技もないため、それは無理である。どんな贈り物ならオルキスは喜んでくれるだろうか。

　リリアは眉間にしわを寄せながら、やっと戸を開けたケビンに続いて建物の中に入っていく。

　戸口から目と鼻の先にある書斎の扉とケビンはすぐに向き合い、再び鍵束と奮闘する。しかし今度は二本目で鍵を開けることに成功させ、ケビンは安堵のため息をついて、ゆっくりと扉を押し開けた。

「ありがとう、ケビン。すぐに本を取ってくるから、ちょっと待っててね」

　言うなり、リリアは勝手知ったる様子で三列の書棚が並ぶ室内へと足を踏み入れた。書棚の間を進み、窓際で止まる。お目当ての童話が並ぶそこをじっと見つめていたが、ふと気になり、窓のそばに置かれた丸椅子に視線を落とした。

「これ。あの時の」

　椅子の上に何冊か重ね置かれたその一番上に、リリアは知っている本を見つける。つい手に取り、「やっぱり」とつぶやいた。黄色表紙に文字にも見える黒い染み。この本は、初めてオルキスと時計塔にのぼった時に見た本で間違いないだろう。

「王子様の贈りもの？」

　題名を読み上げたリリアの手元を、近づいてきたケビンが横から覗き込み表情を明るくさせた。

「あぁ、その本。懐かしいですね」

「知ってるの？」

「はい。子供の頃よく読みましたから」

「どんなお話？」

　リリアはぱらぱらとページをめくり、視界に入ってきた挿絵で手を止めた。

「端的に言うと、王子様が隣国の愛しいお姫様に苦労して手に入れた光り輝くアシュヴィケラムを贈り、恋を成就させるって話だったかと」

「アシュヴィケラム」

　思わず繰り返した花の名は、アシュヴィの国名にちなんでつけられたとされる、藍色のコロンと大きな丸い花のことである。しかし国の南部に多く見られるため、北西に位置するテガナ村で育ったリリアには馴染みの薄い花でもあった。

「そういえば、オルキス様はアシュヴィケラムがお好きですよね」

「本当に!?」

「はい。子供の頃、花束にして部屋に飾ってほしいと繰り返しマルセロに頼んだほどお気に入りだったかと。今でも、野に咲いているのを見かけると馬を止めて香りを楽しまれていますし」

　城に来てからオルキスの部屋に藍色の花が飾られているのを見たことはないが、ケビンからの情報により嫌いになったわけではないことも分かった。だとしたら、アシュヴィケラムを摘んで部屋に飾っておくのも悪くないのではと思えてくる。

　戴冠式を無事に終え、戻った自室が好きな花の香りで満たされていたら、きっと癒しになるだろう。

　ささやかではあるけれど最初の贈り物としてはなかなかいい選択かもしれないと、リリアはひとり頷く。

「今の季節、花は咲いているかしら」

「えぇ。今の時期がちょうど見頃です」

「それなら、オルキス様の部屋に飾るためにどこかへ摘みに行こうかな」

　本の中に描かれている輝くアシュヴィケラムを大事そうに持つ王子の姿を見つめて、リリアが真剣な面持ちでつぶやくと、ちょっとしたいたずら心を膨らませたケビンがにやりと笑う。

「知ってますか、リリア様。この本の通り、輝くアシュヴィケラムが実在していることを」

「えっ？　そんな、嘘でしょ？」

「俺はありませんが、見たことがあるという人間を何人か知っております」

　ケビンの話を冗談だと笑い飛ばそうとしたリリアだったが、見たことがある人物がいると聞かされてしまうと、まさか本当に……という思いに徐々に囚とらわれていく。

「モルセンヌでは昔から、輝くアシュヴィケラムは永遠の愛の象徴として語り継がれています」

　ロマンティックな響きに心惹かれるのを止められず、リリアは本の中の王子様へ熱い視線を注いだ。

　そんな純真な様子に対し、ケビンはまたしてもほくそ笑む。そっとリリアへと身を寄せて、まるで悪知恵を吹き込むかのようにこっそりと耳打ちした。

「身近なところでしたら、城の中庭のどこかに咲いていたはずです。リリア様も探してみて――うわあっ！」

　突然、素っ頓狂な声をあげて、ケビンの身体が不自然に後ろへとかしいだ。

「おい、リリアになにを探させるつもりだ？」

　いつの間にか自分たちのそばにオルキスが立っていた。

　首根っこを掴まれ後ろに引っ張られたケビンは気まずい顔で身なりを整え、一方、リリアはぱっと顔を輝かせてすぐにオルキスへと歩み寄る。

「オルキス様、どうしてここに？」

「マルセロからリリアが書斎に向かったと聞いて急いでやってきた……で、なんの話だ？」

　オルキスの冷ややかな眼差しに射すくめられ、ケビンは目を泳がせる。

「いえ。リリア様が本の内容を知らないようだったので、僭せん越えつながら教えてさしあげていただけで……」

「本当にそれだけか？」

「そうよ、それだけ！　可愛らしい話ね」

　好きなアシュヴィケラムを飾り、オルキスを驚かせる。そのためには、思いついたばかりのこの計画を本人に悟られてはいけない。

　そんな考えからリリアはオルキスとケビンの会話に慌てて割り込み、持っていた本をすばやく丸椅子の上へ戻した。

「でも今日は、本の続きが読みたくて来たのだし、こちらはまた今度にさせてもらうわ」

　書棚からお目当ての本を二冊掴み取ったリリアはオルキスの前に立ち、期待を込めて赤き瞳をじっと見つめる。

「それより。ここに来たってことは、少し時間が空いたってことよね？　オルキス様、部屋に戻ってお茶でもいかが？」

　目を輝かせているリリアを見つめ返すうちに、オルキスの表情が自然と和らいでいく。

「俺もそのつもりだった。部屋に戻るぞ」

「はい！」

　本を抱え持つリリアの腰元へオルキスが手を回す。

　仲よく並んで歩き出したふたりの後ろ姿に向かって、ケビンは渋面を浮かべた。そして、リリアがオルキスに余計なことを言わないようにと、心の中でひっそり祈りを捧ささげる。

　輝くアシュヴィケラム。

　それは今……リリアの耳に入れてはならない情報だった。
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　戴冠式当日、早朝。小窓の向こうが薄っすら明るくなると同時にリリアは目を覚まし、静かに自分のベッドを下りた。寝間着の上に柔らかなケープを羽織り、大きなバスケットを手に小部屋を出る。眠っているオルキスの様子に気を配りながら、極力足音を立てないように扉に向かってまっすぐ進んでいく。

　扉を押し開けようとした瞬間、オルキスが微かなうめき声を発しながら寝返りを打ち、リリアは思わず息をのむ。起きたのではないことが分かりホッと胸を撫で下ろしてから、ゆっくりとした動作でオルキスの部屋を抜け出した。

「オルキス様が起きる前に花を摘んで、部屋の中にしっかり隠さなきゃ」

　今自分がやるべきことを確認するようにつぶやいたのち、今夜自室に戻ってきたオルキスがアシュヴィケラムを見て喜ぶ姿を想像し、リリアは笑みを浮かべた。

　小走りで、城から朝露に濡れた中庭へと移動する。

　リリアは昨日のうちに、庭園の奥にある物置小屋に住みついている祖母ボンダナにアシュヴィケラムが咲いているかどうかを聞きに行った。その時、小屋の近くにたくさん咲いている実物も目にしている。ボンダナから許可ももらっているため、あとは摘むだけだ。

　迷路のように入り組んだ道をすいすい進んでいくとやがて小屋が現れ、それも通り過ぎると、群生して咲き乱れている藍色の一帯にたどり着く。

「いい香り」

　甘い香りを胸いっぱいに吸い込んだ時、リリアの視界の片隅でなにかがキラリと輝きを放った。

　リリアは言葉を失う。藍色の花々の中で、一輪だけがまばゆい光を纏っていたからだ。

　祖母と共に見た時にはもちろんなかった。輝くこの存在を祖母もよく分かっていない様子だったため、その時はやはり存在しないのかもと歯がゆく感じたが、しかし今確かに自分の目の前に光り輝くアシュヴィケラムがある。

　寝間着が汚れるのも気にせずリリアはその花の前で両膝をつき、そっと手を伸ばした。

　光り輝くアシュヴィケラムは永遠の愛の象徴。物語の中の王子様は、これを愛しい人への贈り物としていた。

　私もこの花をオルキスに贈りたい。

　戸惑うも突き動かされた思いには勝てず、リリアは光り輝くアシュヴィケラムを手た折おった。

「リリア。こんな時間に部屋を抜け出すな。驚くだろう」

　後ろからかけられた声にハッとし勢いよく立ち上がったのち、リリアは恐々と振り返る。

「オルキス様、勝手にごめんなさい」

　眠りを妨げることなく部屋を抜け出せたと安心しきっていたが甘かった。オルキスは部屋を出ていくリリアの気配にしっかり気づいていたらしい。

　リリアが胸元で抱くように持っている花を見て、オルキスはわずかに目を大きくさせた。

「それは……」

　光り輝く花をそっと差し出して、リリアはオルキスに微笑みかけた。

「オルキス様。私の思いを受け取ってください」

　緊張感の伝わる声での申し出にオルキスは表情を崩し、くすりと笑う。

「やはりケビンになにか吹き込まれたな。リリア、悪いがそれは俺の台詞だ」

「えっ？」

　花だけでなく自分の思いも受け取ろうとしてくれないオルキスに困惑していると、なんの前触れもなく、リリアの持っていたアシュヴィケラムの輝きが失われていった。

「……消えちゃった」

　呆然とアシュヴィケラムを見つめるリリアの肩に手を置き、オルキスは優しく話しかける。

「その花自体繊細だ。輝きを放つものはなおさら。扱いに注意しないとすぐに萎しおれてしまう」

　オルキスの言う通り、輝きを失った花はリリアの手の平の上でくたりと横たわっている。自分の考えなしの行動の結果、輝きを奪ってしまった。

　反省の念と、花に対して申し訳なく思う気持ちが大きく膨らむと、自分の恋の行方を暗示しているようにも思えてきて、リリアの目に涙が浮かぶ。

「落ち込まなくていい」

「でも……あんなに綺麗だったのに、私のせいで」

　オルキスはそっとリリアを抱き寄せて、まぶたから頬へと柔らかい口づけを落とした。

「可憐な花はやはり繊細なのだな。この花を贈るのは王子である俺の務め。楽しみにしているといい」

　涙で潤んだ目を大きくさせてわずかに首をかしげたリリアへと、オルキスは意味ありげに笑いかけた。
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　いつかエルシリア王妃が騒ぎを起こしたあの大広間。たくさんの来賓が固唾をのんで見守る先には、片膝を立て頭を垂れた状態のオルキスがいる。

　その頭部へと、国王の手によって王冠が載せられた。

　一拍置いて大きな歓声が湧き上がり、少し離れたところからオルキスの姿を見つめていたリリアは自分のことのように喜びに胸を震わせ、目尻に溜たまった涙を指先でぬぐったのだった。

　新たな国王の誕生に立ち合わせた人々の興奮が最高潮に達する中、マルセロに連れられ中庭へとやってきたリリアは、街へ向かう準備が整った屋根なしの馬車の傍らに立ち、不安げに話しかけた。

「やっぱり私、もう少し下がっていたほうが」

「いえ。新国王陛下がここで待つようにと」

　これからこの馬車にオルキスが乗り込む。自分はそれを見送るだけの役目で、特に口上を述べる必要もない。

　今朝はあのあと早々に、オルキスに部屋へと連れ戻され、アシュヴィケラムを摘むことは敵わなかった。結局、オルキスの記念すべきこの日になんの贈り物も用意できなかった自分が情けなく、この場にいることもつらく感じて仕方がない。

　マルセロがリリアの元を離れてすぐに、大きな歓声と共に、城からオルキスが出てきた。深紅のビロードのマントに身を包み、濃厚な深緑のきらめきを宿す宝玉をあしらった金色の王冠をかぶり、堂々とした足取りで馬車へとやってくる。

　腰を折り頭を下げたリリアの前で、その歩みがぴたりと止まった。

「リリア」

　優しく呼びかけられ思わず顔を上げたリリアへオルキスが手を差し伸べる。

「おいで。一緒に行こう」

　驚きとためらいでリリアはすぐに反応できなかった。しかし、微笑みを浮かべたまま自分に手を差し出し続けるオルキスをじっと見つめ返しているうちに気持ちは固まり、ゆっくりと上昇させた手をそっと重ね置いた。

　その瞬間、わっとひときわ大きな歓声があがる。

　ドキリと鼓動が跳ねリリアはうろたえたが、オルキスは重なった手をぎゅっと握りしめると、その手を引いて馬車へと乗り込んだ。

「私も乗っていいの？」

「もちろん。しばらくにこやかに手を振り返していろ」

　小声で言葉を交わしながら座席に腰かけて、「手を振り返すって言われても」と困り声でつぶやいたが、馬車が出発してすぐにリリアは言葉の意味を理解する。民の間から「オルキス国王陛下ー！」と沸き立つ声に交じって、「リリア様ー！」という声も聞こえてきたからだ。

　まだ婚約者という立場でしかなく貴族出身でもない自分にこれほど多くの声をかけてもらえるとは想像もしていなかったリリアは、沿道に詰めかけている人々へぎこちなく手を振り続けた。

　やがて馬車は時計塔のある広場で停止する。

「うまく手を振れていたかしら。私、ちゃんと笑えていたかしら」

　ほんの少し情けない顔をしながらまだ少し引きつっている頬を撫でるリリアを見て、オルキスは愛しげに目を細めた。

「こういう場もこれからはもっと慣れないといけないな。リリア、次はお前が主役なのだから」

「私が、主役？」

「戴冠式の次は、結婚式。花嫁はお前だ」

　結婚式。はっきりと告げられた言葉に一気に頬が熱くなっていく。

　嬉しいのに、その感情を言葉にするのが恥ずかしくてたまらない。リリアが照れ笑いを浮かべていると、すぐそばから「国王陛下」と声がかけられた。

　馬車のすぐ横で恭しく身を伏せているのがボンダナであることに気づき、リリアは思わず立ち上がる。

　オルキスはすばやくリリアの手を掴み取ると、自らも同じように立ち上がった。

　わっと再び歓声が湧き起こる中、ボンダナはもう一歩馬車へと歩み寄り、両手で持っていた陶器の箱をオルキスに向けて掲げた。

　オルキスはリリアに目配せをし、掴んでいた手を離してから陶器の蓋を両手で持ち上げる。

　中に入っていた物が見えた瞬間、リリアは両手で口を覆い、驚きの声をあげた。

「アシュヴィケラム！」

「驚かせるつもりで隠して育てていたというのに、二度目では感激も薄れるな」

「そんなことないです！」

　しかも光り輝くその姿はこの前見たそれよりも青白く、幻想的な美しさはまるで魔法でもかかっているようで……。

　リリアがまさかと思った瞬間、ばちりと目が合ったボンダナが茶目っ気たっぷりにウィンクを送ってくる。

　ボンダナの横に姿勢よく立つ従者へ蓋を預け、オルキスは箱の中から取り出した輝く花を、まるで髪飾りをつけるような手つきでリリアの耳上にそっと添えた。

「わぁっ！　見て！　物語に出てくるお姫様みたい」

　馬車から程近い場所でこちらを見ていた小さな女の子が、リリアを指さして無邪気にはしゃいでいる。

「いつか絶対、自分に愛しい女性が現れたら、あの本の真似事をしようと考えていた」

　オルキスは口元にたたえていた穏やかな笑みを消し、感動で涙ぐんでいるリリアの翡翠色の瞳をまっすぐ見つめた。

「リリアへの永遠の愛を、皆の前で誓おう」

　ゆっくりと顔を近づけ、とろけそうなほど甘美な声音で囁きかける。

「愛している」

　リリアも喜びで胸を熱くさせ、言葉を返す。

「私もです。誰よりもオルキス様をお慕い申しております」

　熱く口づけを交わしたふたりを祝うように花がまばゆさを増し、温かな風が甘い香りを載せて吹き抜けていった。
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あとがき




　こんにちは、真崎奈南です。『次期国王はウブな花嫁を底なしに愛したい』をお手に取ってくださり、ありがとうございます！

　おとぎ話のように優しく夢のある物語を書きたい。本作は、確かそんな思いから書き始めたお話だったように記憶しています。果たしてそうなれているかどうかは読者の皆様それぞれに感じていただくとして、私自身は、やっぱり私らしいお話になってるなぁなんてしみじみ思いながら書籍化作業を進めていたりします。

　実はなんとこの作品で、第二回ベリーズカフェ恋愛ファンタジー小説大賞、ヒストリカルロマンス部門賞をいただくことができました。全力をぶつけた作品にこのような評価をいただけたことは自信になりましたし、逆にもっと頑張らねばと身の引き締まる思いにもなりました。コンテストの締め切りが迫る中、最後まで諦めずに書き切れたのは、更新を追いかけてくださった読者様と、「読んでるよ」という声や感想をくれた作家友達に力をもらっていたからこそ。本当にありがとうございます。

　今回、番外編を書き下ろさせていただいております。結婚式と迷いに迷いましたが、オルキスの戴冠式にまつわるエピソードを、ちょっぴりファンタジックに書かせていただきました。いただいた感想でオルキスとリリアを「ほのぼの」と言ってもらえたのですが、この番外編のふたりも、ものすごくほのぼのしていると思います。変わらぬふたりを感じてもらえるといいな。




　最後に、今作の編集を担当してくださった丸井様、ヨダ様、的確な御指導をありがとうございました。ご尽力くださいました多くの関係者様にも感謝申し上げます。

　カバーイラストを手がけてくださったＣｉｅｌ先生、初見ではあまりの麗しさに圧倒されました。煌びやかな世界観。たっぷりの色気を放つふたり。なんて素敵（うっとり）。本当にありがとうございました。

　そして、本作を手に取り、心を寄せてくださった皆様にも、厚くお礼申し上げます。楽しんでいただけましたら、幸いです。また皆様とご縁を持てることを願って。

　ありがとうございました！

真ま崎さき奈な南な
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